
https://berd.benesse.jp

特
集
　高
３
支
援

　
│
生
徒
の
未
来
を
と
も
に
創
る
│

　
新課程に向けて描く「学校教育デザイン」

群馬県立桐生高校
人気記事を Playback／追跡！　授業のその後
実践　アクティブ・ラーニング

日本史　福岡県立ありあけ新世高校　前川修一

指導変革の軌跡

宮城県気仙沼高校
NEXTリーダーがオンライン＆オフラインで
集まり、語り合う

若手教師・教育創造MTG

き りゅう

新連載

月

先生方とともに
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任校では、５年〜 10 年先を見据えた学校の

あり方を検討し、「学び直し」を軸にした教育

活動全体の再構築を全校体制で取り組みました。「総

合的な学習の時間」の内容の整理と学校行事の精選

を進めながら、学び直しを目的とした学校設定科目

を教育課程に位置づけ、教科や分掌を超えたチーム・

ティーチングで国語・数学・英語の授業を実施する

ことになり、私は「学び直し」のプロジェクトリーダー

を務めることになりました。

　最初のうちは「その教科を専門とする教師が担当

した方がよいのではないか」といった意見も多く聞

こえてきましたが、私は「2 年目になれば先生方も

慣れ、納得されるだろう」と考えていました。しかし、

翌年度になってもそうした声は収まりませんでした。

次第に私は、「簡単な内容なのに、どうして教えられ

ないと言うのだろう」と、苛立ちを覚えるようにな

りました。そうした折、管理職との会議中に、校長

からかけられた言葉が「誰もができる仕組みを
作ることが仕事ですよ。徳橋先生がこの学校を

去った後のことも考えてくださいね」でした。

　「学び直し」は中長期的な取り組みだと捉えていま

したから、校内の多くの教師を巻き込む必要性は感

じていました。しかし、現実にはそれができていな

いこと、共感を得ないまま続けてもうまくいかなく

なることに、校長の言葉で気づかされたのです。

　プロジェクトチームは、先生方が各々の専門で頑

張っていることに尊敬の念を持ち、その上でそれぞ

れの異論や疑問に真摯に向き合い始めました。併せ

て、チーム・ティーチングでの役割分担なども、よ

り具体的に示し、先生方の不安の払拭に努めました。

生方に助言する立場になってからは、「働きや

すい環境」はどうすればできるのかを、それ

まで以上に考えるようになりました。私たち教師は、

日々愚直に、そして懸命に生徒に向き合っています。

だからこそ、教師同士でお互いの頑張っている部分

を認め合うことが大切なのです。そうして、学校と

いう場で私たち教師も人生の喜びに満たされた時、

教育活動の改善にも全員で取り組めるようになるは

ずだと、私は経験を通して確信を持ちました。

　一方で、全員の力で成し遂げることにこだわりす

ぎると、改革のスピード感が失われてしまうことも

あるでしょう。誰もができる仕組みづくりを目指し

ながら、時には新しい取り組みなどは先生方の個々

の力に頼ることで、最大限の効果を生み出していく

べき場面もあるはずです。できる人ができる時にま

ずは率先して耕しながら、少しずつ周囲を巻き込ん

でいくことが大切だと思います。

長を始めとして管理職は多くの場合、２、３

年で異動しますし、マネジメントに必要なメ

ンバーの特性把握にはどうしても時間がかかります。

現実には、ミドルリーダーと呼ばれる世代の教師が、

校内の教師の強みや個性を把握して、この分野はこ

の先生を中心に……などと判断して進めていく方が、

スピードも効率もアップします。「GO を出すのは校

長。動かすのは自分」。そう強く自覚することも、私

たちミドルリーダー世代には必要だと思っています。

No. 0 20
北海道札幌北陵高校

徳橋孝之先生
とくはし・たかゆき

◎教職歴 18 年。同校に赴任して１年目。主幹
教諭。北海道高等学校教育研究会英語部会 
運営委員、英語教育推進リーダー研修講師
を務めるなど、北海道の中堅教師の指導力
向上において、重要な役割を果たしている。

北海道札幌北陵高校　全日制／普通科／共学／１学年約 280 人／ 2020 年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、小樽商科大、
北海道大、弘前大、岩手大などに 90 人が合格。私立大は、北海学園大、中央大、同志社大などに延べ 343 人が合格。

前

校

先

柏木　今号の表紙を飾る素敵な絵を描いてくださって、あ
りがとうございました！　今回は、何かの教科・科目のオ

ンライン授業の様子を絵にしてくださったんですよね。

白木　はい、書道のオンライン授業の様子を描きました。
「芸術とは何か」について、先生の話を聞き、みんなで考

えているシーンです。芸術作品は、できあがった瞬間には

値段は決まっていなくて、見る人の評価によって値段が定

まっていきます。でも、それは芸術作品だけのことではな

く、店で売られている商品も、デザインなどの芸術の要素

によって価値が変わります。授業では、そういったことを

学びました。自宅でリラックスした状態で授業に参加した

からか、先生の問いかけにも、いつも以上に自由な発想で

答えられました。

柏木　芸術作品の経済的な価値がどのように定まっていく
のかをオンラインでみんなで考えるなんて、書道の授業に

これまで以上に興味が湧きました。

白木　書道の授業のシーンを描こうと思ったのは、表現活
動についての僕の考え方そのものに影響を与えた授業だっ

たからです。縄文土器の文様は、当時の人々が世界観を共

有するために施したものだという考えがあるそうですが、

自分の思いを他者に伝えたいという人間としての根源的な

衝動が、あらゆる表現活動の源なのだと、今回絵にした書

道の授業を通して考えるようになったんです。

柏木　白木さんの今のお話を聞いて、他者に思いを伝えた
いという根源的な衝動は、ＡＩが発達する社会でこそ、よ

り価値を持つようになるかもしれないと思いました。

白木　僕もそう思います。そして、他者に思いを伝えたり、
思いを実現するために行動したりする場としての役割が、

これからの学校にはますます求められるのだと思います。

ただ、絵に関して言えば、僕は知識をもっと身につけたい

です。感性ももちろん大切だけれど、色彩や筆圧などの知

識がまだまだ不足していると、描き終わった時に実感しま

した。描いている時はただただ楽しんでいましたが……。

柏木　好きなことを思い切り楽しんだ後に、これからの自
分についての気づきを得たというわけですね。

白木　気づいたことはもう 1つあります。絵を描きながら、
僕はいろいろな人に助けられてここまで来たのだというこ

とを、はっきりと自覚したんです。だから、卒業式の日まで、

後悔のないように、しっかり勉強したいと思っています。

柏木　表現活動を通して自分自身を見つめるという、素敵
な経験をされたんですね。素晴らしい絵、そして素晴らし

いお話を、本当にありがとうございました！

熱中して描いたから気がついた、
僕と学校にこれから必要なこと福岡県立須恵高校

３年生

白
し ら

木
き

束
つ か さ

幸さん

VIEW21 編集部
統括責任者

柏木 崇

表 紙制作者

聞き手

白木さんが制作した別作品（下）
には、校舎に装飾された校章が
背景に。「普段目にしている場
所なのに、今回改めてとても印
象的な場所だと感じ、絵にした
いと思いました」（白木さん）

高 校 生 と の 対 話 で 描 く

白木さんが通う福岡県立須恵高校の取り組みを、今号の特集
（P.16～19）で紹介しています。
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特集

改良！　指導ツール　ビフォーアフター

実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

２年生　探究学習計画書
改良会議実施校　北海道旭川東高校

	 	 日本史
	 	 福岡県立ありあけ新

しんせい

世高校　前川修一
	 26	 人気記事を Playback　2016年６月号掲載
	 	 仲間と普遍的な問いに向き合う中で知の統合化を図り、
	 	 人間的な成長を実現する
	 30	 追跡！　授業のその後
	 	 より根源的な問いで歴史を「自分事」として捉えさせ、
	 	 自ら思考を深める力を育む

 宮城県気
け

仙
せん

沼
ぬま

高校
探究学習
地域の課題と向き合う探究学習を学校全体で推進し、
自ら考え行動する生徒を育成

2

36
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32
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学校、教師に
寄せる思いを形に

◎最長３か月間にもわたる臨時休
業、そして、全国高等学校総合体
育大会や高校野球の春夏甲子園
の中止など、高校３年生の３年間
の活動を締めくくる場が失われた
ことは、これまでにない出来事で
した。そうした経験をする中で、多
くの高校生が、友人はもちろん、学
校や教師に寄せる自身の思いの大
きさに気がついたのではないでしょ
うか。それをぜひ１つの形にして、
現場の先生方に届けるべく、今号
から弊誌の表紙を高校生の絵で
飾ってもらうことにしました。どん
なことを考えながら制作したのか、
作者の高校生のインタビュー記事
も表紙裏に掲載します。ぜひ、高
校生の思いと可能性の大きさを毎
号感じていただければと思います。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

今号の刊行にあたって

─疑問や課題を解決！実践につながる！─　新課程レポート48

SDGsの視点で見る大学の学び
 40 解説　目標１・３　	
 42 大学の学び　目標１　貧困をなくそう
	 	 神戸大学　法学部　法律学科
	 	 深い議論を重ねる中で法学的思考を身につけ、国内外の多様な課題にアプローチ

 44 大学の学び　目標３　すべての人に健康と福祉を
	 	 岡山大学　工学部　情報系学科　
	 	 ヒューマンセントリック情報処理研究室	
	 	 幅広い工学の知識と技能を生かし、健康や福祉に役立つ技術の開発を目指す

40

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

「誰もができる仕組みを作ることが仕事である。」
北海道札幌北陵高校　徳橋孝之

巻末

56

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」22
  群馬県立桐

き

生
りゅう

高校
	 	 教師間の対話を重ねるとともに、生徒・保護者の声も取り入れながら、
	 	 育成を目指す資質・能力を明確化

高３支援 ─生徒の未来をともに創る─

若手教師・教育創造M
ミーティング

TG46
第１回オンラインミーティング・リポート
意欲あふれる16人の若手が、
協働的に学びを深める！

テーマ　資質・能力の育成に向けた、ペーパーテスト改善と多面的評価
実践事例　広島県立呉

く れ

三
み

津
つ

田
た

高校
ペーパーテスト改善で、思考力を問い、学びを促す授業へ	

＊本号の取材は、「新課程に向けて描く『学校教育デザイン』」を除き、オンラ
イン会議ツールを活用して実施しました。

新連載

 4 未来を拓くために今を捉える　学校現場へのアンケート結果から見る、高３支援の今後の課題
	 	 希望進路の実現に向かって力強く進めるよう、生徒に寄り添い、対話を重ねる
  東京都・学校法人新

に と べ

渡戸文化学園　理事長　平岩国泰／福岡県立須恵高校　校長　荒木礼子／
	 	 教育研究家　行政・学校向けアドバイザー　妹

せの

尾
お

昌俊

 8 未来に向けて過去から学ぶ　震災による臨時休業を経験　２人の教師に尋ねる
 8 	 福島県立磐

いわ

城
き

高校　３学年担任　小林俊
しゅん

一
いち

	 	 	 「想定外な出来事」を通した成長を信じて、生徒一人ひとりに寄り添う
 10 　	 熊本県立第二高校　進路指導主事　　山

や ま さ き

﨑　一
はじめ

	 	 	 生徒の力を借り、時に時間も委ねながら、生徒に必要な場をつくる

 12 現場の実践から未来を見通す　今後に生きる！　臨時休業下の２校の取り組み
 12 	 東京都・私立新

に と べ

渡戸文化高校
	 	 	 臨時休業を生徒の自律性を育む機会と捉え、
	 	 	 生徒の声を尊重しながら、教師と生徒が学びを共創する
 16 	 福岡県立須恵高校
	 	 	 オンライン授業のメリットを対面授業にも生かしながら、
	 	 	 不断の授業改善を目指す

 20 生徒の・教師の・自校の・社会のNEXTを語り合うワークシート

先進事例１

１

２

先進事例２

NEXTリーダーがオンライン＆
　　 オフラインで集まり、語り合う
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新型コロナウイルスの感染拡大を受け、３月から多くの学校が臨時休業となった。そして、新学期に入ってからも、

体育祭や文化祭などの学校行事、部活動の全国大会などの中止や延期が相次いでいる。

2020 年度の高3生は、「大学入学共通テスト」の実施を始めとする制度変更後の初めての大学入試に臨む

世代であり、そうした環境変化の中での想定外の事態に、生徒たちが抱く不安は大きい。

それでも、希望進路の実現に向けて、生徒たちは前を向こうとしている。そんな高３生を、学校は、教師は、

どのように支援していけばよいのか。学校の現状と実践事例から、その手がかりを探る。

＊VIEW21編集部が、全国の高校 1〜3 年生を対象に、臨時休業を経て、
心境の変化や学校のあり方について考えたことなどをヒアリング。上記の
声は、高３生の回答の中から抽出した。

自分で学習面の弱点分野を
見つけて、重点的に
その分野に取り組みました。
臨時休業中も、主体的に
学習できたと思います。（宮崎県・公立）

普段は参加できない遠方での会合に、
オンラインで参加しました！
自身の作品制作へのヒントが
得られたので、思い切って
参加してよかったです。（青森県・公立）

長文を読むのが面倒で、ずっと
避けてきた新聞を読み始めました。
今、世界で起きていることや
問題に興味が湧いてきて、
自然と毎日、目を通すように
なりました。（福岡県・公立）

今後も、臨時休業の可能性があり、
受験生としては
不安が尽きません。でも、
今こそ進路実現に向けて
考える大切な時期だと
感じています。（静岡県・公立）

なぜ、大学に行きたいのか、
なぜ、教師になりたいのか。
自分を見直し、
自分がどうしたいのかを
再確認できました。
（青森県・公立）

臨時休業中に
主体的に取り組んだこと

臨時休業中に生まれた
気づきや変化

高３ 支援
─生徒の未来　　をともに創る─

2 June 2020
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特集

学校現場へのアンケート結果から
見る、高３支援の今後の課題

P. 4─7P. 8 ─9P. 10 ─11

震災による臨時休業を経験
２人の教師に尋ねる

今後に生きる！
臨時休業下の２校の取り組み
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P. 12 ─15P. 16 ─19
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立
須
恵
高
校

努力の結果を証明する
機会がなくなって残念です。

その悔しさを次のステップへの
原動力にしたいです。

（大阪府・私立）

高校生活最後の大会や行事が
どんどん中止になって、

正直、驚きました。気持ちを
切り替え、進路実現に向けて
頑張ります。（福岡県・公立）

1分 1秒の大切さが
身に染みて分かりました。
最後の大会は中止でしたが、
部活動に全力を尽くしてきて
よかったです。（長崎県・公立）

部活動の大会や学校行事が
中止になったことへの率直な思い

生徒の・教師の・自校の・社会の
NEXTを語り合うワークシート
今号の特集のテーマを校内の教師同士で
深めるツールとして、ご活用ください

P. 20─21

このマークのある図版は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。

高３ 支援
─生徒の未来　　をともに創る─
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妹せ
の

尾お

　
ま
ず
、
臨
時
休
業
中
の
学
習
指
導

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
お
二
人
の
高

校
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
か
。

平
岩
　
本
校
で
は
、
４
月
６
日
か
ら
生
徒

所
有
の
デ
バ
イ
ス
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
行
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
生
徒
と

の
対
話
を
重
視
し
た
教
育
活
動
を
進
め
て

い
る
本
校
で
は
、臨
時
休
業
に
際
し
て
も
、

ま
ず
は
生
徒
に
学
習
に
つ
い
て
の
考
え
を

聞
き
ま
し
た
。
高
３
生
の
声
で
圧
倒
的
に

多
か
っ
た
の
が
、「
普
通
に
授
業
を
進
め

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
で
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
、
教
室
で
の

授
業
と
同
じ
よ
う
に
黒
板
を
使
い
な
が
ら

教
師
が
説
明
し
た
り
、
生
徒
か
ら
の
質
問

に
答
え
た
り
、
あ
る
い
は
、
生
徒
を
複
数

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
学
び
合
い
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
放
課
後
に
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
自
習
室
を
設
け
、
教
師
に
質
問
し

た
り
、
生
徒
同
士
で
教
え
合
っ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

荒
木
　
高
３
生
は
、大
学
入
試
や
就
職
活

動
を
控
え
て
い
る
た
め
、授
業
が
な
い
こ

と
に
大
き
な
不
安
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

本
校
で
も
、課
題
の
送
付
や
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
は
、高
３
生
か
ら
行
い
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
は
い
ち
早
く
実
施
し
た
い

と
考
え
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
県
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

ツ
ー
ル
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
を
進
め
て

く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
学
校
現
場
は
安

心
し
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
４

月
20
日
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
の
後
、
教
師
と
生
徒
と
の
双
方

「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う学校指導への影響に関するアンケート　
第１回・第２回」概要（図１〜７出典）
［調査方法］インターネット調査（ハイスクールオンラインが発信するメルマガに
ウェブアンケートのURLを記載。また、同サイトのトップページにもウェブアンケー
トのバナーを表示）　［調査期間］第１回：2020年 4月 20日〜 5月１日　第２回：
2020年 5月 18日〜27日　［調査対象・回答数］高校教師・第１回：543人、第２回：
247人　［調査項目］臨時休業中に生徒が取り組む課題、臨時休業時の授業、臨時休
業時の学力把握、休業明けの定期考査の検討状況など

◎アンケート結果の詳しい内容は、下記のウェブサイトからご覧ください。
［ベネッセ教育総合研究所］
https://berd.benesse.jp/special/VIEW21express/
［ハイスクールオンライン］
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/index.html

図１　臨時休業中の授業

高１

高２

高３

0 20 40 60 80 100（％）

オンラインツールを使って実施 その他

無回答

授業は実施していない

26 65 6 3

3

4

22 69 6

18 71 7

＊数値は、小数点以下を四捨五入して計算。

学
校
現
場
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
る
、高
３
支
援
の
今
後
の
課
題

希
望
進
路
の
実
現
に
向
か
っ
て
力
強
く
進
め
る
よ
う
、

生
徒
に
寄
り
添
い
、対
話
を
重
ね
る

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
臨
時
休
業
に
お
け
る
各
校
の
対
応
状
況
と
、
学
校
再
開
後
の
教
育
活
動
の
見
通
し
を

調
査
す
る
た
め
、
４
月
下
旬
と
５
月
下
旬
の
２
回
に
わ
た
り
、
全
国
の
高
校
教
師
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
臨
時
休
業
中
も
高
３
生
へ
の
支
援
・
指
導
を
精
力
的
に
行
っ
た
２
校
の
理
事
長
・
校
長
が
、

全
国
の
学
校
・
教
育
委
員
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
教
育
研
究
家
の
進
行
の
下
、
学
校
再
開
後
の
高
３
生
支
援
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

未来を拓くために
今を捉える

高
３
生
の
学
び
を
止
め
な
い
た
め
に
、

課
題
提
供
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施

4 June 2020
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向
型
の
授
業
と
し
ま
し
た
。
復
習
に
活
用

で
き
る
よ
う
、
授
業
は
録
画
し
て
配
信
も

し
、
そ
の
際
、
学
習
内
容
の
確
認
テ
ス
ト

や
評
価
レ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

妹
尾
　
両
校
と
も
、
生
徒
と
教
師
の
対
話

を
大
切
に
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

妹
尾
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
臨

時
休
業
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
率

は
約
２
割
で
（
図
１
）、
多
く
の
学
校
が

３
〜
４
月
に
授
業
で
扱
う
予
定
だ
っ
た
事

項
は
、
課
題
を
通
じ
て
学
習
さ
せ
て
い
ま

し
た
（
図
２
・
３
）。
そ
の
一
方
で
、
臨

時
休
業
明
け
に
最
も
対
応
が
必
要
と
思
わ

れ
る
課
題
と
し
て
、
約
６
割
が
「
学
習
進

度
・
授
業
進
度
の
リ
カ
バ
リ
ー
」
を
挙
げ

て
お
り
（
Ｐ
．６
図
４
）、
先
生
方
が
生
徒

の
学
習
状
況
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

荒
木
　
体
調
や
デ
ー
タ
通
信
量
の
上
限
な

ど
の
理
由
で
、生
徒
全
員
が
毎
回
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
に
参
加
で
き
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
平
時
で
も
そ
う
で
す
が
、
課
題

の
提
出
率
も
１
０
０
％
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、臨
時
休
業
中
に
学
校
が
提
供
し
た

学
習
に
、生
徒
全
員
が
す
べ
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
み
な
し
て
、学
校
再
開
後
の
授

業
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

平
岩
　
臨
時
休
業
当
初
に
は
、
授
業
進
度

に
関
す
る
不
安
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
４
月
の
早
い
段
階
で
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
始
め
た
こ
と
で
、
そ
う
し
た
声
は

小
さ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
た
だ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
は
１
日
３
〜
４
コ
マ
程
度

で
あ
り
、
１
日
６
〜
７
コ
マ
あ
る
平
時
と

比
較
す
る
と
、
学
習
の
ペ
ー
ス
は
生
徒
に

よ
っ
て
差
が
出
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

妹
尾
　
生
徒
の
学
習
状
況
が
見
え
に
く
い

と
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
特
に
高

３
生
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
授
業
計
画
の

見
通
し
を
立
て
る
た
め
に
も
、
現
状
の
学

力
把
握
が
重
要
だ
と
言
え
そ
う
で
す
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
て
も
、
臨
時
休
業
中

図２　臨時休業中に生徒が取り組む課題の有無

図３　臨時休業中に生徒が取り組む課題の内容

高１

高２

高３

0 20 40 60 80 100（％）

課題を出している
課題を出していない

無回答

98 0 2

2

4

97 1

96 0

＊数値は、小数点以下を四捨五入して計算。

高１

高２

高３

0 20 40 60 80 100（％）

既習事項の復習
課題を出していない

無回答両方

3～4月に授業で学習する予定だった事項

15 31 49 0 6

2

4

15 22 59 2

14 18 64 0

＊数値は、小数点以下を四捨五入して計算。

東
京
都
・
学
校
法
人
新に

と

べ
渡
戸
文
化
学
園

　理
事
長

平
岩
国
泰 

ひ
ら
い
わ
・
く
に
や
す

会
社
員
時
代
、
長
女
の
誕
生
を
き
っ
か
け
に
放
課
後
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
活
動
を
開
始
。
２
０
１
１
年
か

ら
教
育
の
活
動
に
専
念
。
17
年
、
学
校
法
人
新
渡
戸
文
化

学
園
理
事
、
19
年
、
同
理
事
長
に
就
任
。
文
部
科
学
省
中

央
教
育
審
議
会
専
門
委
員
。
東
京
都
渋
谷
区
教
育
委
員
。

福
岡
県
立
須
恵
高
校

　校
長

荒
木
礼
子 

あ
ら
き
・
れ
い
こ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
福
岡
県
立
城

南
高
校
教
諭
、
同
糸
島
高
校
教
頭
、
同
明
善
高
校
副
校
長

な
ど
を
経
て
、
20
年
度
か
ら
現
職
。

東
京
都
・
私
立
新
渡
戸
文
化
高
校
の
取
り

組
み
は
、
Ｐ．
　

12
〜
15
で
紹
介

福
岡
県
立
須
恵
高
校
の
取
り
組
み
は
、

Ｐ．
　

16
〜
19
で
紹
介

教
育
研
究
家

行
政
・
学
校
向
け
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

妹
尾
昌
俊 

せ
の
お
・
ま
さ
と
し

野
村
総
合
研
究
所
を
経
て
、
２
０
１
６
年
に
独
立
。
全
国

各
地
で
学
校
・
教
育
委
員
会
向
け
の
研
修
・
講
演
な
ど
を

手
が
け
る
。
学
校
業
務
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
文
部
科
学

省
、
埼
玉
県
、
横
浜
市
等
よ
り
委
嘱
）、
中
央
教
育
審
議

会
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
特
別
部
会
」
委
員
等
を

歴
任
。
近
著
に
、『
教
師
崩
壊 

先
生
の
数
が
足
り
な
い
、

質
も
危
な
い
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

今
後
の
授
業
計
画
の
た
め
に
も
、

学
力
の
現
状
把
握
が
重
要

高３支援 ─生徒の未来をともに創る─特集
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の
学
力
把
握
に
つ
い
て
、
高
３
学
年
で
は

７
割
近
く
が
「
今
後
把
握
す
る
予
定
」
と

回
答
し
、
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
ま

す（
図
５
）。高
３
生
の
１
学
期
の
評
定
は
、

大
学
入
試
で
活
用
さ
れ
る
た
め
、
定
期
考

査
の
時
期
を
遅
ら
せ
て
実
施
す
る
と
の
回

答
が
６
割
弱
、
部
分
的
に
廃
止
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
と
の
回
答
は
６
割
強
に
上
り

ま
し
た
（
図
６
）。

平
岩
　
１
学
期
は
、
何
か
し
ら
の
方
法
で

評
価
し
、
評
定
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
時
と
は
異
な
る
形
で
の
評
価
に
な

り
ま
す
が
、
生
徒
や
保
護
者
の
理
解
と
納

得
を
最
大
限
得
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

妹
尾
　
評
価
に
は
、
臨
時
休
業
中
の
家
庭

学
習
の
状
況
も
組
み
込
ま
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
家
庭
学
習
を

評
価
に
組
み
込
む
と
答
え
た
の
は
、
約
４

割
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
（
図
７
）。

荒
木
　
本
校
で
は
、
生
徒
の
学
習
へ
の
意

識
を
高
め
る
た
め
、
臨
時
休
業
中
の
課

題
を
評
価
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
自
律
的
学
習
者
を
育
む
た
め
に
は
、

外
発
的
動
機
づ
け
で
学
習
を
促
す
の
は
本

意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
評
価
の
対
象
と

す
る
こ
と
を
生
徒
に
事
前
に
伝
え
る
こ
と

で
、
基
礎
・
基
本
を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ

た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

平
岩
　
本
校
で
は
、
１
日
の
学
習
リ
ズ
ム

が
で
き
る
と
考
え
、
課
題
提
出
を
行
っ
て

い
ま
す
。
未
提
出
が
続
く
生
徒
に
は
個
別

に
声
を
か
け
、
生
徒
が
自
身
の
状
況
を
メ

タ
認
知
で
き
る
よ
う
、支
援
し
て
い
ま
す
。

妹
尾
　
課
題
の
取
り
組
み
状
況
を
単
に
評

価
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
に
な
ぜ
、
こ

の
課
題
を
出
す
の
か
、
課
題
を
通
じ
て
何

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
の
か
を
伝
え
る
こ

と
が
大
事
な
の
で
す
ね
。

平
岩
　
本
校
で
は
、非
認
知
能
力
の
評
価

に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。平
時
と
は
異
な

る
経
験
を
し
た
こ
と
で
、非
認
知
能
力
が

向
上
し
た
と
感
じ
る
生
徒
も
多
く
、そ
れ

を
き
ち
ん
と
評
価
す
る
こ
と
で
、
今
後
、

認
知
能
力
の
伸
び
が
期
待
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。評
価
方
法
は
、前
の
自
分
と
今

の
自
分
を
比
べ
て
メ
タ
認
知
す
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
考
え
、教
師
に
よ
る
評
価

だ
け
で
な
く
、生
徒
同
士
の
相
互
評
価
と
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活

用
し
た
評
価
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

妹
尾
　
高
３
生
に
お
け
る
臨
時
休
業
明
け

の
課
題
に
は
、
進
路
指
導
も
挙
げ
ら
れ
て

図４　臨時休業明けに最も対応が必要になること

図６　休業明けの定期考査の検討状況

図７　家庭内での学習評価の検討状況

図５　臨時休業中の学力把握

高１

高２

高３

0 20 40 60 80 100（％）

学習進度・授業進度の
リカバリー

その他

無回答

学校行事の
精選や実施

学習評価

進路指導

生徒のメンタル面のフォロー

61 6 25192 5

4

10 6 3 616

63 451257

56 4

＊数値は、小数点以下を四捨五入して計算。

第１回

第２回

0 20 40 60 80（％）

16.4

56.7

■定期考査の実施時期を遅らせることを決定

第１回

第２回

0 20 40 60 80（％）

25.6

64.8

■定期考査を部分的に廃止することを決定
　（中間考査をやめ、期末考査だけにするなど）

第１回

第２回

0 20 40 60 80（％）

10.7

40.1

■家庭内での学習を評価に組み込むことを決定

高１

高２

高３

0 20 40 60 80 100（％）

無回答把握できている 把握する予定はない今後把握する予定

5 55 27 14

8 58 27 6

6 68 20 6

＊数値は、小数点以下を四捨五入して計算。

希
望
進
路
を
諦
め
さ
せ
な
い
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う
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い
ま
す
（
図
４
）。
両
校
で
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

荒
木
　
本
校
で
は
、生
徒
が
今
回
の
想
定

外
の
事
態
で
不
安
に
な
り
、自
信
を
失
っ

て
希
望
進
路
を
諦
め
な
い
よ
う
、オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
面
談
を
丁
寧

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
面
談
で
は
、

進
学
で
も
就
職
で
も
第
１
志
望
へ
の
思
い

を
自
分
の
言
葉
で
表
現
さ
せ
、志
望
実
現

の
た
め
に
何
が
必
要
か
を
自
分
で
考
え
ら

れ
る
よ
う
支
援
し
ま
し
た
。教
師
も
弱
気

に
な
り
が
ち
で
し
た
が
、画
面
越
し
で
も

生
徒
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

臨
時
休
業
中
、断
続
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

生
徒
と
対
話
を
し
て
き
た
こ
と
は
、
生
徒

と
教
師
と
の
一
体
感
を
生
み
、
そ
れ
が
学

校
再
開
後
の
推
進
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
岩
　
多
く
の
高
３
生
が
、
今
回
の
臨
時

休
業
で
大
学
入
試
に
不
利
に
な
っ
た
と
否

定
的
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
全
国
の
高
３
生
が
皆
、

同
じ
状
況
に
あ
り
、
大
事
な
の
は
今
、
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
で
す
。
生
徒
が
目
標
に

向
か
っ
て
自
分
は
何
を
す
べ
き
か
を
考
え

て
、
前
に
進
め
る
よ
う
、
伴
走
し
て
励
ま

す
役
割
が
、
教
師
に
は
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

妹
尾
　
部
活
動
な
ど
の
全
国
大
会
の
中
止

が
余
儀
な
く
さ
れ
、
学
校
行
事
も
実
施
し

づ
ら
い
中
、
高
３
生
は
大
学
入
試
や
就
職

活
動
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
気
持
ち
を

切
り
換
え
れ
ば
よ
い
の
か
も
課
題
で
す
。

荒
木
　
学
校
は
、
他
者
と
と
も
に
学
ぶ
場

で
あ
り
、
学
校
行
事
や
部
活
動
な
ど
は
非

認
知
能
力
を
磨
く
重
要
な
機
会
で
す
。
そ

れ
を
失
わ
ず
、
高
３
生
が
次
の
ス
テ
ー
ジ

に
進
む
た
め
の
支
援
が
必
要
と
考
え
、
本

校
で
は
、
中
止
と
な
っ
た
文
化
祭
の
代
わ

り
に
、
文
化
部
が
３
年
間
の
成
果
を
発
表

す
る
ウ
ェ
ブ
文
化
祭
を
企
画
中
で
す
。
運

動
部
で
も
、
全
国
大
会
や
県
大
会
が
中
止

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
他
校
と
の
交

流
試
合
を
考
え
て
い
ま
す
。

平
岩
　
気
持
ち
を
切
り
換
え
る
た
め
に

も
、高
３
生
が
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
で
き

る
時
間
を
設
け
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。学
校
再
開
後
、す
ぐ
に
学
習
を
進
め
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、学
校
は

何
の
た
め
に
あ
る
の
か
、自
分
に
と
っ
て

ど
ん
な
場
所
な
の
か
を
、生
徒
と
教
師
が

語
り
合
い
、学
校
や
授
業
の
意
義
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
の
後
の
学

習
に
も
よ
い
影
響
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

妹
尾
　
今
回
の
事
態
は
、
た
く
さ
ん
の
大

変
残
念
な
こ
と
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、

社
会
の
様
々
な
事
象
の
つ
な
が
り
が
見

え
、
資
質
・
能
力
を
育
む
学
び
の
機
会
も

創
出
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
防
止
策
に
お
い
て
は
統
計

学
の
重
要
性
を
目
の
当
た
り
に
し
、
歴
史

か
ら
は
感
染
症
対
策
の
様
々
な
教
訓
を
得

ま
し
た
。
自
粛
期
間
中
は
、
自
分
が
社
会

の
一
員
と
し
て
ど
う
行
動
す
べ
き
か
、
社

会
と
ど
う
か
か
わ
る
べ
き
か
を
、
生
徒
も

深
く
考
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て

広
が
っ
た
関
心
や
深
ま
っ
た
問
題
意
識
を

教
科
横
断
的
な
視
点
で
さ
ら
に
広
め
た

り
、
深
め
ら
れ
た
り
す
る
よ
う
な
働
き
か

け
が
、
高
３
生
が
進
路
を
考
え
る
上
で
も

大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

妹
尾
　
６
月
か
ら
多
く
の
学
校
で
登
校
が

再
開
し
ま
し
た
。
今
後
の
教
育
活
動
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

平
岩
　
今
後
予
測
さ
れ
て
い
る
第
２
波
、

第
３
波
へ
の
備
え
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
の
環
境
を
整
え
、
自
校
の
状
況
に
応

じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
法
の
検

討
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
本
校
で
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
対
面
授
業
の
そ
れ
ぞ

れ
の
よ
さ
を
整
理
し
、
授
業
再
開
後
も
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、高
３
生
は
、先
が
見
え
ず
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
焦
ら
ず
に
、
今
で
き

る
こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
分
だ
け
が
不
安
で
は
な
い
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、
教
師
や
学
校
が
生
徒
に
寄
り
添

う
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

荒
木
　
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん

な
事
態
に
な
っ
て
も
、
私
た
ち
は
生
徒
一

人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
、
支
援
す
る
、
そ

れ
に
ぶ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
制
約

が
あ
っ
て
も
、
高
３
生
の
進
路
実
現
は
も

ち
ろ
ん
、
生
徒
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
を
教
師
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、提
案
し
、

話
し
合
い
、「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
よ

り
よ
い
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、

学
校
が
ど
ん
な
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か

を
生
徒
や
保
護
者
に
伝
え
、
安
心
し
て
も

ら
う
こ
と
も
重
要
で
す
。
校
長
通
信
を
配

信
し
、
学
校
の
様
子
を
伝
え
る
こ
と
に
努

め
て
い
ま
す
。
誰
も
が
不
安
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
教
師
が
ど
っ
し
り
と
構
え
て
、
ぶ

れ
ず
に
生
徒
と
向
き
合
え
る
よ
う
、
校
長

と
し
て
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

焦
ら
ず
、
ぶ
れ
ず
に

生
徒
に
寄
り
添
う

学
力
の
現
状
把
握

学
習
評
価
の
あ
り
方
の
検
討

進
路
実
現
に
向
け
た
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

学
校
と
し
て
の
支
援
方
針
の
策
定
と
発
信

高
３
支
援
の
課
題
整
理

高３支援 ─生徒の未来をともに創る─特集
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本
校
が
臨
時
休
業
に
入
っ
た
の
は
４
月
21

日
、
今
年
度
か
ら
ク
ラ
ス
担
任
と
し
て
３
学
年

団
に
入
っ
た
私
と
、
新
学
年
に
な
っ
た
生
徒
が

お
互
い
を
知
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で

し
た
。
今
年
度
の
３
学
年
は
、「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」
が
初
め
て
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
手

探
り
の
部
分
の
多
い
学
年
で
す
。
総
合
型
選
抜

に
向
け
て
、
生
徒
の
強
み
や
志
望
を
丁
寧
に
確

認
し
て
い
く
こ
と
も
含
め
て
、
進
路
指
導
や
学

習
指
導
で
は
、
例
年
の
３
年
生
以
上
に
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
４
月
、
５
月
は
そ
う
し
た

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
多
く
の
３
年
生
は
、淡
々
と
し
て
い
ま
し
た
。

「
仕
方
な
い
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
時

も
、
家
庭
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
生
徒
は
、

教
室
で
は
努
め
て
明
る
く
振
る
舞
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
出
願
前
の
面
談
時
に
、
震
災
で

受
け
た
心
の
傷
を
話
す
生
徒
が
何
人
も
い
ま
し

た
。
今
回
、
生
徒
は
「
大
変
な
の
は
み
ん
な
同

じ
」
と
、
気
丈
に
悲
し
み
を
飲
み
込
も
う
と
し

て
い
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
え
ま
す
。

　
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
、「
自
分
が
生
徒

の
立
場
だ
っ
た
ら
…
…
」
と
、
彼
ら
の
内
面
を

ひ
た
む
き
に
想
像
す
る
こ
と
だ
け
で
す
。
学
校

が
再
開
し
、一
見
、臨
時
休
業
前
の
状
態
に
戻
っ

た
よ
う
に
見
え
た
と
し
て
も
、
実
際
は
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
、

生
徒
の
今
を
ひ
た
む
き
に
探
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
部
活
動
の
大
会
や
学
校

行
事
の
中
止
・
延
期
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、

受
験
生
へ
の
切
り
替
え
の
た
め
の
機
会
と
し
て

機
能
し
て
き
た
場
を
、
今
後
、
学
校
、
学
年
と

し
て
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、
教
師
だ
け
で

な
く
、
生
徒
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、
新
し
い
日

常
を
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

生
徒
の
声
に
耳
を
傾
け

「
新
し
い
日
常
」
を
と
も
に
つ
く
る

福
島
県
立
磐
城
高
校

３
学
年
担
任

小
林
俊
一

こ
ば
や
し
・
し
ゅ
ん
い
ち

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
２
０
１
１
年
度
は
磐

城
桜
が
丘
高
校
で
３
学
年
担
任
を
務
め
る
。
以
後
、
同
校
、
ふ
た
ば

未
来
学
園
高
校
で
進
路
指
導
主
事
を
歴
任
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

「
想
定
外
な
出
来
事
」を
通
し
た
成
長
を

信
じ
て
、生
徒
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う

福
島
県
立
磐い

わ

城き

高
校
　
３
学
年
担
任
　
小
林
俊し

ゅ
ん

一い

ち

1
２
人
の
教
師
に
尋
ね
る

２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
16
年
４
月

に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
多
く
の
高
校
が
休
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
当
時
、
３
学
年
団
と
し
て
３
年
生
へ
の
支
援

に
尽
力
し
た
２
人
の
教
師
に
、
休
業
明
け
の
３
年
生
の
指
導

の
留
意
点
に
つ
い
て
、
当
時
の
経
験
も
交
え
な
が
ら
話
を
聞

い
た
。

未来に向けて
過去から学ぶ

震
災
に
よ
る
臨
時
休
業
を
経
験

8 June 2020
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生
徒
は
新
し
い
日
常
を
生
き
て
い
ま
す
が
、

第
１
志
望
合
格
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。大
学
で
何
を
学
び
た
い
の
か
、

合
格
の
た
め
に
今
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
こ

れ
ま
で
深
め
て
き
た
こ
と
を
今
後
も
深
め
て
い

く
こ
と
が
、
生
徒
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
臨
時
休
業
中
、
本
校
の
教
師
は
学
年

団
や
教
科
で
協
力
し
、
授
業
動
画
や
課
題
の
配

信
な
ど
を
計
画
的
に
行
い
ま
し
た
が
（
写
真
）、

そ
の
内
容
が
生
徒
に
定
着
し
た
か
ど
う
か
は
、

今
後
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
状
況
な
ど
は
今
と
は
全

く
異
な
り
ま
す
が
、
震
災
後
の
３
年
次
６
月
の

模
擬
試
験
の
結
果
は
、
震
災
発
生
前
の
２
年
次

２
月
の
結
果
と
比
べ
て
、
想
像
以
上
に
よ
く
な

か
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
私
は
当
時
、
生
徒
に
「
２
年
生
ま
で

の
履
修
内
容
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

合
格
に
大
き
く
近
づ
く
。
決
し
て
焦
る
こ
と
は

な
い
」
と
、
何
度
も
話
し
ま
し
た
。
生
徒
の
状

況
を
客
観
的
に
把
握
し
た
上
で
、
根
拠
を
持
っ

て
前
向
き
に
見
通
し
を
語
る
こ
と
が
今
回
も
必

要
で
し
ょ
う
。
目
標
に
向
け
て
す
る
べ
き
こ
と

を
的
確
に
捉
え
て
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
再
構
築

さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
震
災

時
も
今
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
の
経
済
状
況
が
変
わ
り
、
志
望

校
の
変
更
を
迫
ら
れ
る
生
徒
が
出
て
く
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
生
徒
や
保
護
者
に
、
早
い

段
階
で
率
直
に
悩
み
や
不
安
を
吐
露
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
３
学
年
団
の
教
師
は
、
部
活
動
の

顧
問
な
ど
と
も
連
携
し
て
、
多
角
的
に
生
徒
、

保
護
者
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
実
際
に
志
望
校
を

変
え
ざ
る
を
得
な
い
生
徒
が
現
れ
た
時
に
、
そ

の
生
徒
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
ど
う

す
れ
ば
夢
を
諦
め
な
く
て
済
む
進
路
選
択
が
で

き
る
か
、
と
も
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
震
災
を
契
機
に
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
あ
り

方
、個
人
の
生
き
方
を
深
く
問
い
始
め
た
生
徒
、

復
興
へ
の
使
命
感
を
抱
い
て
地
域
課
題
に
目
を

向
け
た
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
で
は
、

今
回
の
経
験
を
通
し
て
、
生
徒
は
ど
ん
な
視
点

を
獲
得
し
、
そ
れ
を
自
分
の
人
生
に
ど
う
生
か

し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
生
徒
は
、

世
界
・
日
本
の
こ
れ
か
ら
を
自
分
事
と
し
て
主

体
的
に
考
え
る
機
会
に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。
生
徒
た
ち
の
今
後
の
成
長
を
、
私
は
と
て

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
３
学
年
の
担
任
と
し
て
、
生
徒
の
今
は
も
ち

ろ
ん
大
切
で
す
。
し
か
し
、
今
だ
け
に
目
を
向

け
る
の
で
は
な
く
、
10
年
後
、
20
年
後
の
成
長

を
信
じ
、
未
来
に
生
か
さ
れ
る
力
を
育
む
よ
う

な
か
か
わ
り
方
を
、
こ
れ
か
ら
も
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福島県立磐城高校
◎校是は「知性と責任」。2018 年度から福島県教
育委員会より「福島スーパー・イノベーション・
ハイスクール（福島ＳＩＨ）」に指定。新たな産
業の創出・集積に資する研究者や経営者・起業家
など、国内外で活躍する人材を育成する。
◎設立　1896（明治29）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約280人
◎２０２０年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、北海道大、東北大、筑波大、東京大、
大阪大などに130人が合格。私立大は、上智大、
中央大、東京理科大、明治大、早稲田大、立命館
大などに延べ 460人が合格。
◎ URL https://iwaki-h.fcs.ed.jp/

小林先生が製作した倫理の授業動画。「要点を絞り込んだら50分の授業が10
分程度の動画に収まりました。しかし、これまでの授業には無駄な時間が多かっ
たのかというと、そうではないと思います。生徒たちは、私の板書のタイミン
グや余談の時間に考えを整理していたのだと思います。動画作成は、今後の授
業における余白のあり方を、私自身が考える機会になりました」（小林先生）

写真　授業動画を製作

夢
を
諦
め
さ
せ
な
い
た
め
に

問
わ
れ
る
進
路
指
導
の
力

高３支援 ─生徒の未来をともに創る─特集
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臨
時
休
業
期
間
中
、
本
校
で
も
多
く
の
教
師

が
登
校
日
に
、
あ
る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
生

徒
に
課
題
を
配
布
し
た
り
、
授
業
動
画
を
配
信

し
た
り
し
ま
し
た
。
た
だ
課
題
を
渡
す
の
で
は

な
く
、
学
習
の
モ
デ
ル
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
提
示

し
、
家
庭
学
習
の
リ
ズ
ム
が
つ
く
れ
る
よ
う
に

支
援
も
し
ま
し
た
（
図
）。
数
学
科
で
は
、
単

元
の
理
解
度
を
測
る
小
テ
ス
ト
を
登
校
日
に
配

布
し
、
自
宅
で
30
分
間
取
り
組
み
、
解
答
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
送
信
さ
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
５
月
末
ま

で
、
各
教
科
の
履
修
進
度
に
大
き
な
遅
れ
は
生

じ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
臨
時
休
業
中
の
課

題
の
提
出
状
況
や
授
業
動
画
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
か
ら
、
生
徒
の
学
力
差
は

や
は
り
生
じ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の

時
、
本
校
は
５
月
中
旬
ま
で
、
約
１
か
月
間
の

休
校
を
経
験
し
ま
し
た
。
生
徒
の
家
庭
の
被
災

の
程
度
は
様
々
で
し
た
が
、
避
難
所
生
活
で
勉

強
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
学
習
に
遅
れ
が
生
じ
る

生
徒
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
学

校
再
開
後
、
特
に
３
年
生
に
は
、
週
末
に
教
室

を
自
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
な
ど

を
通
じ
て
、
生
徒
の
学
習
を
支
え
ま
し
た
。
今

回
も
、
生
徒
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
朝
の
始
業

前
の
時
間
や
放
課
後
を
使
っ
た
学
び
直
し
の
場

を
設
け
る
こ
と
な
ど
を
、
必
要
に
応
じ
て
考
え

て
い
き
ま
す
。

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
な
ど
が
中
止

と
な
り
、
学
校
行
事
の
多
く
も
、
例
年
通
り
に

実
施
で
き
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
中
で
、
生

徒
た
ち
は
気
丈
に
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。で
も
、

そ
の
胸
の
中
に
は
、
割
り
切
れ
な
い
も
の
が
あ

る
は
ず
で
す
。
ク
ラ
ス
担
任
や
教
科
担
任
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
に
取
れ
て
い
な

い
状
態
で
、
も
し
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

「
第
２
波
」
が
襲
っ
て
き
た
ら
、
３
年
生
の
受

験
に
向
か
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
な
る
の

か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
悩
み
や
困
り
事
を
気

軽
に
相
談
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
生
徒
と
の
関

係
を
、
学
年
団
の
教
師
が
で
き
る
だ
け
早
く
築

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
目
標
に
向
か
っ
て
み
ん
な
で
頑

張
ろ
う
！
」
と
い
っ
た
、
学
校
・
学
年
と
し
て

の
ま
と
ま
り
を
感
じ
る
場
を
つ
く
る
こ
と
も
必

要
で
す
。
熊
本
地
震
の
時
に
は
、
地
震
の
翌
日

に
予
定
さ
れ
て
い
た
全
校
生
徒
で
行
う
バ
ス
遠

生
徒
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
、

必
要
な
場
を
つ
く
る

生
徒
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を

吸
い
上
げ
る
力
が
求
め
ら
れ
る

生
徒
の
力
を
借
り
、時
に
時
間
も
委
ね

な
が
ら
、生
徒
に
必
要
な
場
を
つ
く
る

熊
本
県
立
第
二
高
校
　
進
路
指
導
主
事
　
山や

ま

﨑さ

き

　一は
じ
め

2
熊
本
県
立
第
二
高
校

進
路
指
導
主
事

山
﨑

　一

　

や
ま
さ
き
・
は
じ
め

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
２
０
１
６
年
４
月
の
熊

本
地
震
発
生
時
は
、
同
校
で
３
学
年
担
任
を
務
め
て
い
た
。
数

学
科
。

２
人
の
教
師
に
尋
ね
る

未来に向けて
過去から学ぶ

震
災
に
よ
る
臨
時
休
業
を
経
験

10 June 2020
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足
を
、
１
学
期
の
終
業
式
の
日
に
実
施
し
ま
し

た
。
生
徒
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
行
事
と
い
う

理
由
だ
け
で
な
く
、「
学
年
を
超
え
て
生
徒
が

交
流
す
る
重
要
な
教
育
活
動
と
し
て
欠
か
す
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
教
師
ら
の
声
に
よ
っ

て
、
時
期
を
ず
ら
し
て
実
現
し
た
の
で
す
。
今

年
度
は
、「
３
密
」
を
避
け
る
た
め
に
バ
ス
遠

足
は
実
施
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
代
わ
り
に
何
が
で
き
る
の
か
、
先
生
方
と
話

し
合
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校

と
し
て
ど
ん
な
場
を
つ
く
れ
ば
よ
い
か
を
考
え

る
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
発
想
力
豊
か
な
生
徒
の
力

を
借
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、「
部

活
動
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
た
ち
の
た
め

に
、
何
か
思
い
出
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
や
り

た
い
」
な
ど
と
、
１
・
２
年
生
が
声
を
上
げ
る

こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
時

は
、
生
徒
の
ア
イ
デ
ア
と
思
い
を
丁
寧
に
吸
い

上
げ
て
、
よ
り
よ
い
形
で
実
現
で
き
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
が
、
私
た
ち
教
師
の
役

割
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
震
災
を
経
験
し
た
生
徒
に
向
き
合
う
際
、
私

た
ち
が
気
を
つ
け
た
の
は
、
危
機
感
を
煽
ら
な

い
こ
と
で
し
た
。
本
校
は
、
熊
本
県
内
で
も
特

に
震
災
に
よ
る
被
害
が
大
き
く
、
生
徒
た
ち
は

「
自
分
た
ち
は
他
校
の
生
徒
よ
り
も
学
習
が
遅

れ
て
い
る
」
と
、
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
私
た
ち
は
「
大
丈
夫
」「
間
に
合
う
」
と
、

生
徒
に
何
度
も
声
を
か
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
本
校
も
夏
季
休
業
を
短
縮
し
、

授
業
時
数
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
た

だ
、
そ
う
し
た
中
で
も
、
生
徒
が
自
由
に
使
え

る
時
間
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
部
活
動
の
仲
間
と
過
ご
す
時
間
、
教
師
と

進
路
に
つ
い
て
語
り
合
う
時
間
は
、
３
年
生
だ

か
ら
こ
そ
必
要
で
す
。
あ
く
ま
で
も
一
案
で
す

が
、
教
師
に
質
問
や
相
談
を
し
た
り
、
友
人
と

話
し
合
っ
た
り
す
る
た
め
の
、
生
徒
が
自
由
に

使
え
る
時
間
を
、
あ
え
て
時
間
割
の
中
に
見
え

る
形
で
設
け
、
生
徒
に
時
間
を
委
ね
る
の
も
よ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
焦
る
こ
と
は
な
い
」
と
、
生
徒
が
安
心
で

き
る
よ
う
に
、
前
例
に
縛
ら
れ
ず
、
生
徒
の
力

も
借
り
な
が
ら
、
本
校
と
し
て
の
よ
り
よ
い
３

年
生
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

＊文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール。

熊本県立第二高校
◎創立の精神は「自主積極・廉恥自尊・礼節協調」。
自由闊達な校風の中で次世代を担う人材を育成。
2003 年度から 4 期継続してＳＳＨ（＊）の指定
を受ける。普通科、理数科、美術科の３学科が協働・
融合し、科学的視点を取り入れた教育を展開する。
◎設立　1962（昭和 37）年
◎形態　全日制／普通科 ・ 理数科 ・ 美術科／共学
◎生徒数　１学年約 400 人
◎２０２０年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、筑波大、東京藝術大、東京大、広島
大、九州大、熊本大などに 236 人が合格。私立大
は、中央大、早稲田大、同志社大、立命館大など
に延べ 441 人が合格。
◎ URL https://kumamoto-d2hs.ed.jp/

家庭学習に円滑に取り組めるよう、５月の連休明けからの特別時間割を、全学年、全コース分、教務部が作成した。
熊本県教育委員会が、県立学校における臨時休業の長期化を見据えた学習支援に関する基本方針を出した際、同
校の特別時間割が実践例として紹介された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊学校資料をそのまま掲載。

図　臨時休業期間中の特別時間割

生
徒
を
焦
ら
せ
ず
、

時
に
は
生
徒
に
時
間
を
委
ね
る

 June 202011

高３支援 ─生徒の未来をともに創る─特集

0-01-J-22041-000 2020 年度VIEW21高校版 6月号 10頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
06/02
松下

再
念
校
06/11
木村 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-22041-000 2020 年度VIEW21高校版 6月号 11頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
06/02
松下

再
念
校
06/11
木村

再
2
念
校

06/15
木村 − −/−

− − −/−
−

P10-11_view21koukou-6g.indd   11 2020/06/15   12:04



　
東
京
都
・
私
立
新
渡
戸
文
化
高
校
は
、

２
０
１
９
年
度
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求

め
ら
れ
る
教
育
活
動
の
再
構
築
に
向
け
た

学
校
改
革
に
着
手
し
た
。
最
上
位
目
標
を

「
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
に
い
か
に
貢
献
す

る
か
」
と
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の

上
位
目
標
と
し
て
、「
自
律
的
学
習
者
の

育
成
」
を
設
定
。
社
会
と
の
接
続
や
学
習

意
欲
の
向
上
を
ね
ら
い
と
し
た
、
探
究
学

習
や
教
科
横
断
の
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
＊
１
）
な
ど
を
教
育
活
動
の
中
心
に
据

え
、
教
師
は
、
生
徒
と
の
対
話
を
通
じ
た

支
援
を
貫
い
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
同
校
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
の
た
め
、
20
年

３
月
２
日
か
ら
臨
時
休
業
に
入
っ
た
。
そ

の
数
日
後
に
は
、
生
徒
の
自
宅
に
課
題
を

送
付
す
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

ツ
ー
ル
を
紹
介
し
、
自
律
的
に
学
習
す
る

よ
う
、
生
徒
に
呼
び
か
け
た
。
一
方
で
、

臨
時
休
業
は
長
引
く
と
予
測
し
、
今
後
の

＊１　本誌 2020 年２月号「実践　アクティブ・ラーニング」（P.30-33）参照。　

統
括
校
長
補
佐

山
藤
旅
聞
　

さ
ん
と
う
・
り
ょ
ぶ
ん

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

2
年
目
。
理
科
。

高
１
学
年
主
任

高
橋
純
司
　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
じ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
社
会
科
。

東
京
都・私
立
新
渡
戸
文
化
高
校

◎
新
渡
戸
文
化
学
園
は
、
子
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
、

高
校
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
短
期
大
学
を
擁
す
る

総
合
学
園
。
そ
の
う
ち
高
校
は
、
１
９
２
７
年
、 

経

済
学
者
・
森
本
厚
吉
理
事
長
の
下
、
女
子
文
化
高
等

学
院
と
し
て
開
校
。
翌
年
、
新
渡
戸
稲
造
を
初
代
校

長
と
し
て
迎
え
る
。
普
通
科
に
は
、
美
術
・
音
楽
・

ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
・
特
進
医
療
理
系
・
特
進

文
系
の
６
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
共
通
履
修
科
目
の

ほ
か
に
、
コ
ー
ス
別
の
専
門
的
な
授
業
を
展
開
。

◎
設
立
　
１
９
２
7
（
昭
和
２
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
１
０
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
学
習
院
大
、
成
城
大
、

明
治
大
、
立
教
大
な
ど
に
延
べ
50
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　h
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臨
時
休
業
下
の
２
校
の
取
り
組
み

臨
時
休
業
下
で
も
、
大
学
入
試
や
就
職
活
動
を
控
え

た
高
３
生
の
学
び
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
、
教
師
は
生

徒
を
ど
の
よ
う
に
支
え
た
の
か
。
４
月
の
早
い
段
階

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
始
め
と
す
る
様
々
な
取
り

組
み
を
試
行
し
て
き
た
２
つ
の
高
校
に
、
実
践
の
ポ

イ
ン
ト
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
聞
い
た
。

現場の実践から
未来を見通す東

京
都
・
私
立
新に

と

べ

渡
戸
文
化
高
校

臨
時
休
業
を
生
徒
の
自
律
性
を
育
む
機
会
と
捉
え
、

生
徒
の
声
を
尊
重
し
な
が
ら
、

教
師
と
生
徒
が
学
び
を
共
創
す
る

「
自
律
的
学
習
者
の
育
成
」
を
教
育
活
動
の
目
標
の
１
つ
に
掲
げ
る
東
京
都
・
私
立
新
渡
戸
文
化
高
校
は
、

臨
時
休
業
下
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
教
育
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
、
改
め
て
全
教
師
で
共
有
。

取
り
組
み
の
１
つ
で
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、
生
徒
に
考
え
を
聞
く
こ
と
を
起
点
に
構
築
し
て
い
っ
た
。

先進事例 1す
べ
て
の
生
徒
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
を
整
え
る 今

後
に
生
き
る
！
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教
育
方
針
の
目
線
合
わ
せ
を
す
る
た
め
、

新
年
度
の
教
育
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
全
教
師
で
議
論
し
た
。
山さ

ん
と
う藤
旅り

ょ
ぶ
ん聞
統

括
校
長
補
佐
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
現
状
に
お
い
て
は
、『
生
徒
や
教
師
の

命
を
守
る
』
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
点
を

確
認
し
た
上
で
、
生
徒
が
自
宅
に
い
て
も

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
生
徒
に
必
要
な

学
び
は
何
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
全

教
師
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
（
図

１
）。
そ
し
て
、双
方
向
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
高
１
・
２
生
か
ら
は
、
感
染
へ
の
不
安

が
相
次
い
で
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
調
べ
学
習
を

教
科
学
習
に
先
行
し
て
行
っ
た
。
新
年
度

の
教
育
活
動
の
あ
り
方
の
検
討
中
心
メ
ン

バ
ー
だ
っ
た
高
１
学
年
主
任
の
高
橋
純じ

ゅ
ん

司じ

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
生
徒
は
、
京
都
大
学
の
山
中
伸
弥
教

授
が
発
信
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
調

べ
た
内
容
を
発
表
し
合
い
ま
し
た
。専
門

家
の
知
見
や
学
術
デ
ー
タ
に
触
れ
る
中

で
、『
自
分
が
感
染
し
て
い
る
と
思
っ
て
行

動
す
べ
き
』『
生
活
様
式
を
見
直
さ
な
い
と

い
け
な
い
』と
い
っ
た
意
見
が
多
く
出
ま

し
た
。当
事
者
の
１
人
と
し
て
今
回
の
事

態
に
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
を
、生
徒
一

人
ひ
と
り
が
考
え
て
い
ま
し
た
」

　
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
も
全
学
年
で
、安
心
・

安
全
な
場
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
当
初
10
人

で
行
っ
て
い
た
が
、「
全
員
が
話
せ
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
い
う
生
徒
の
声
を
受
け

て
、１
グ
ル
ー
プ
の
人
数
を
減
ら
す
な
ど
、

授
業
の
進
め
方
を
柔
軟
に
変
更
し
た
。
　

　
そ
う
し
て
４
月
が
終
わ
る
頃
、
高
１
・

２
生
か
ら
も「
教
科
の
授
業
を
受
け
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

５
月
か
ら
は
全
学
年
で
教
科
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

る
こ
と
が
難
し
い
家
庭
に
は
、
学
校
所
有

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与
す
る
な
ど
し

て
、
全
生
徒
が
家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

ツ
ー
ル
を
活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。

そ
し
て
、
４
月
３
日
の
登
校
日
に
、
生
徒

に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
の
ア
カ
ウ
ン

ト
を
配
布
。
翌
週
の
６
日
か
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
開
始
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
開
始
に
あ
た
っ
て

も
、
同
校
は
そ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
ま
ず

は
生
徒
の
声
に
耳
を
傾
け
た
。

　「
想
定
外
の
事
態
で
あ
っ
て
も
、
教
師

の
思
い
込
み
や
推
測
で
生
徒
に
必
要
な
学

び
を
決
め
て
は
な
ら
な
い
と
、
教
師
間
で

共
有
し
ま
し
た
」（
山
藤
先
生
）　

　「
教
科
の
授
業
を
し
て
ほ
し
い
」と
い
う

意
見
は
、高
３
生
か
ら
真
っ
先
に
上
が
っ

た
。そ
こ
で
、高
３
学
年
団
は
、す
ぐ
に
時

間
割
を
作
成
し
、教
科
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
始
め
た
。
同
校
に
は
、
希
望
進
路
に

応
じ
た
６
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、必

履
修
科
目
を
中
心
と
し
つ
つ
、
各
コ
ー
ス

独
自
の
科
目
も
時
間
割
に
組
み
込
ん
だ
。

希
望
進
路
に
応
じ
た
学
び
の
場
の
保
障

も
、
生
徒
の
安
心
に
直
結
す
る
た
め
だ
。

シ
ョ
ン
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー

ル
の
活
用
が
最
適
で
あ
る
と
い
う
考
え
に

至
り
、
４
月
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

実
施
が
決
ま
り
ま
し
た
」

　
早
急
に
教
育
活
動
に
利
用
で
き
る
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
洗
い
出
し
、
そ

れ
ら
を
初
め
て
使
う
教
師
の
た
め
に
研
修

を
実
施
。
実
際
の
授
業
は
、
ツ
ー
ル
活
用

経
験
者
と
未
経
験
者
が
ペ
ア
で
行
う
よ
う

に
し
た
。
デ
バ
イ
ス
は
、
生
徒
所
有
の
も

の
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
、
各
家
庭
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
を
確
認
。
デ
バ
イ
ス
を
用
意
す

３〜４月に教師が話し合ってきた問いをプリントにまとめ、生徒や保護者に配布
し、学校の教育方針への理解を深める一助とした。

＊学校資料を基に編集部で作成。

図１　「未来の授業づくりに向けて」教師が話し合った問い

生
徒
の
学
ぶ
意
欲
が

教
育
活
動
の
羅
針
盤

◎３月末　コロナ問題の長期化を予測して

Q.コロナ問題の長期化に向けて、学校は何を最上位目標にするか？
Q.生徒の「安全」のために学校はどうするか？
Q.生徒が「安心」して学べる環境をつくるために、学校としてどうするか？
Q.予測不可能な時代（今の状況を含む）を生き抜くために、「必要な力」
とはどんな力か？

Q.教科の課題をウェブサイトで掲示したり、郵送したりすることで、「必
要な力」を育めるのか？

Q.人（生徒）は、授業があって、課題があるから学ぶのか？
Q.オンラインツールを、何のために、どのように活用するか？
Q.いつ、生徒たちに今後の方針を伝えるか？

◎４月から　オンライン授業をスタートするにあたって

Q.ＩＣＴ環境が良好ではない生徒に、どのように対応するか？
Q.オンライン授業でできることは何か？　できないことは何か？
Q.オンライン授業を通して、生徒たちとどのような授業をつくっていける
か？

Q.学校が再開した時にもつながる授業デザインとは？
Q.今だからこそ、どんな授業に挑戦できるか？
Q.今までの授業のあり方で見直すことはないか？

高３支援 ─生徒の未来をともに創る─特集
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５
月
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
時
間

割
は
、
３
学
年
と
も
、
平
時
の
１
日
７
コ

マ
を
２
つ
に
分
け
、
第
１
週
を
１
日
４
コ

マ
、
第
２
週
を
１
日
３
コ
マ
と
し
、
２
週

間
で
平
時
の
１
週
間
分
と
し
た
。そ
し
て
、

１
コ
マ
は
30
分
間
と
し
、
14
時
ま
で
に
授

業
を
終
え
る
よ
う
に
し
た
（
写
真
）。

　「
長
時
間
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
画
面

を
見
て
い
る
と
、
生
徒
の
集
中
力
は
落
ち

て
い
き
ま
す
し
、
一
定
の
時
間
を
超
え
る

と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
の
利
用
は
有

料
に
な
り
ま
す
。
費
用
は
必
要
最
低
限
に

抑
え
る
方
針
で
し
た
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
ツ
ー
ル
の
利
用
が
無
料
の
時
間
内
に

収
ま
る
よ
う
、
１
コ
マ
を
30
分
間
と
し
ま

ス
に
応
じ
た
課
題
を
出
す
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
教
師
に
質
問
し
た

り
、
生
徒
同
士
で
学
び
合
っ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
自
習
室
を
、
毎

日
、
放
課
後
に
２
時
間
半
設
け
た
。
曜
日

ご
と
に
各
教
科
を
割
り
当
て
、
そ
の
担
当

教
科
の
教
師
が
常
駐
す
る
よ
う
に
し
た
。

そ
れ
は
、
生
徒
の
要
望
に
応
え
て
始
め
た

も
の
で
、
高
１
〜
３
生
が
学
年
を
問
わ
ず

集
う
、
学
び
の
場
に
な
っ
た
。

　「
生
徒
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
内
容
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
友
人
と
学
び
合

う
時
間
が
も
っ
と
ほ
し
い
と
い
う
声
が
上

が
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
自
習
室
を
設
け
ま
し

た
。
教
師
は
と
も
す
る
と
、
授
業
時
数
が

足
り
な
い
、
教
科
書
が
終
わ
ら
な
い
と

言
っ
て
、
課
題
を
増
や
そ
う
と
し
が
ち
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
常
に
生
徒
目
線
で
何

を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
、
教
師
間
で
声
を
か
け
合
っ
て

い
ま
す
」（
高
橋
先
生
）

　
高
３
生
か
ら
は
、「
自
由
時
間
を
活
用

し
、
苦
手
分
野
は
２
年
次
の
教
科
書
に

戻
っ
て
復
習
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
た
。
生
徒
が
自
分
で
考
え
て
行
動

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
き
た
こ
と
で
、
生

徒
は
自
身
の
学
力
や
学
習
の
状
況
を
メ
タ

認
知
し
、
自
分
に
必
要
な
学
習
を
進
め
て

い
る
。

　
１
学
期
中
の
学
習
に
つ
い
て
の
評
価
方

法
は
検
討
中
だ
。
基
本
的
に
は
、
全
学
年

と
も
、
単
元
テ
ス
ト
な
ど
に
よ
る
認
知
能

力
の
評
価
と
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
に

よ
る
非
認
知
能
力
の
評
価
を
１
対
１
と
し

て
、
全
体
の
評
価
と
す
る
予
定
だ
。

　
認
知
能
力
の
評
価
で
は
、
各
教
科
・
科

目
で
単
元
テ
ス
ト
な
ど
を
実
施
し
て
お

り
、授
業
内
容
の
定
着
度
を
測
っ
て
い
る
。

高
３
生
は
、
入
試
に
向
け
た
学
力
を
客
観

的
に
把
握
す
る
た
め
、
７
月
に
全
国
規
模

の
模
擬
試
験
の
自
宅
受
験
の
機
会
を
設
け

る
予
定
だ
。
そ
し
て
、
よ
り
重
視
し
て
評

価
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
や
課
題
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
に

表
れ
る
非
認
知
能
力
だ
。
　

　「
授
業
の
進
め
方
を
教
師
に
提
案
し
た

り
、自
分
で
学
習
計
画
を
管
理
し
た
り
と
、

臨
時
休
業
中
に
、
生
徒
の
非
認
知
能
力
は

大
き
く
伸
び
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
う

し
た
生
徒
を
見
て
、
自
律
的
学
習
者
の
育

成
を
目
指
し
な
が
ら
、
評
価
は
定
期
考
査

が
中
心
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
評
価
に
関
し
て
改
め
て
教
師
全
員
で

勉
強
し
、
今
後
の
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
ま
す
」（
山
藤
先
生
）

し
た
。
そ
の
た
め
、
生
徒
に
は
自
由
に
使

え
る
時
間
が
平
時
よ
り
も
増
え
ま
し
た
。

そ
の
時
間
を
い
か
に
活
用
す
る
か
が
重
要

に
な
る
と
、生
徒
に
伝
え
て
い
ま
す
」（
高

橋
先
生
）

　
平
時
よ
り
短
い
授
業
の
た
め
、
ど
の
教

師
も
授
業
内
容
を
厳
選
し
、
進
め
方
も

工
夫
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
高
３
学
年
の

英
語
で
は
、
対
面
授
業
で
行
っ
て
い
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も

取
り
入
れ
、
対
面
授
業
の
時
よ
り
も
そ
の

比
率
を
高
く
し
た
。
生
徒
同
士
の
学
び
合

い
に
よ
っ
て
、
理
解
不
足
の
部
分
を
補
い

合
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

　
課
題
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
で
問

題
を
出
す
と
取
り
組
み
状
況
な
ど
の
集
計

が
し
や
す
い
こ
と
を
利
用
し
、
そ
の
日
の

授
業
内
容
を
振
り
返
る
問
題
を
出
し
て
い

る
。生
徒
の
理
解
度
を
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
授
業
づ
く
り
や
生
徒
の
個
別
支
援
に

生
か
し
て
い
る
。さ
ら
に
平
時
と
同
様
に
、

解
答
に
際
し
て
教
科
書
や
辞
書
を
参
考
に

し
て
も
よ
い
と
指
示
を
出
し
て
、
出
題
の

意
図
を
見
抜
く
目
を
養
う
た
め
の
英
作
文

な
ど
も
課
し
て
い
る
。そ
れ
ら
の
問
題
の

正
答
率
を
確
認
す
る
と
、授
業
内
容
の
理

解
度
は
十
分
と
言
え
る
結
果
だ
っ
た
。

　
同
校
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
ほ
か

に
、国
語
・
数
学
・
英
語
と
、
６
つ
の
コ
ー

写真　大半の教師が自宅でオンライン授業を実施。オ
ンライン授業に不慣れな教師に、生徒がオンライン会
議ツールの使い方を教えることもあった。

平
時
よ
り
も
短
い
授
業
だ
か
ら
こ
そ

そ
の
後
の
学
習
を
よ
り
意
識
し
た
内
容
に

臨
時
休
業
下
で
も
育
ま
れ
て
い
た

非
認
知
能
力
の
評
価
も
重
視
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今
後
は
、
前
年
度
に
策
定
し
た
「
学
び

の
地
図
」（
図
２
）
を
基
に
、
自
律
的
学

習
者
の
育
成
に
向
け
た
評
価
方
法
を
検
討

し
て
い
く
考
え
だ
。

　「
本
校
で
は
、『
学
び
の
地
図
』
の
９
つ

の
要
素
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

Ａ
１
の
『
教
科
書
か
ら
学
ぶ
』
ば
か
り
を

評
価
し
が
ち
で
す
。
残
り
８
つ
の
要
素
の

評
価
方
法
に
つ
い
て
、
今
後
、
本
格
的
に

議
論
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、Ａ
３
の『
実

社
会
か
ら
学
』
ん
だ
り
、
Ｃ
３
の
『
社
会

貢
献
』
に
取
り
組
ん
だ
り
と
、
生
徒
の
学

び
の
過
程
は
多
様
で
あ
り
、
今
ま
さ
に
、

生
徒
は
Ａ
１
以
外
の
学
び
も
経
験
し
て
い

る
は
ず
で
す
。
そ
れ
ら
の
学
び
を
ど
の
よ

う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
も
、
同
時
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
」

（
山
藤
先
生
）

　
高
３
生
へ
の
進
路
指
導
に
つ
い
て
も
、

自
分
の
進
路
は
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
考

え
る
よ
う
、
教
師
は
常
に
生
徒

に
働
き
か
け
て
き
た
。
３
月
の

臨
時
休
業
に
入
っ
た
時
点
で
、

大
学
説
明
会
な
ど
が
中
止
に
な

る
こ
と
を
見
越
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
進
路
情
報

を
収
集
す
る
よ
う
に
伝
え
た
。

そ
し
て
、
４
月
に
は
、
担
任
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
個
人
面
談
を
実

施
し
、
志
望
校
や
入
試
方
式
な

ど
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
投
げ
か
け
た
。
す
る
と
、

推
薦
入
試
の
準
備
に
つ
い
て
担

任
に
相
談
す
る
生
徒
が
出
る
な

ど
、
自
ら
す
べ
き
こ
と
を
考
え
、

行
動
し
て
い
た
。

　「
今
後
、
再
び
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
れ
ば
、
大
学

入
試
の
状
況
が
変
わ
る
可
能
性
は
大
い
に

あ
り
ま
す
。
何
が
最
良
の
選
択
な
の
か
分

か
ら
な
い
中
で
も
、
生
徒
は
自
分
の
人
生

を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
徒
が
社
会
の
変
化
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
自
分
の
進
路
選
択
に
責
任
を
持
て

る
よ
う
、
教
師
が
一
緒
に
考
え
る
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
支
援
し
て
い
ま
す
」（
高
橋

先
生
）

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
に
よ
っ
て

充
実
し
て
き
た
の
が
、キ
ャ
リ
ア
教
育
だ
。

生
徒
の
提
案
に
よ
り
、
卒
業
生
や
社
会
人

を
ゲ
ス
ト
に
招
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

を
各
学
年
で
実
施
。
北
海
道
の
大
学
に
通

う
卒
業
生
、デ
ン
マ
ー
ク
に
住
む
留
学
生
、

千
葉
県
の
農
業
従
事
者
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
働
く
卒
業
生
な
ど
、
住
む
場
所
も
職
業

も
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
招
い
た
。
ゲ
ス
ト
の

経
験
を
聞
く
こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、
海

外
に
目
を
向
け
る
生
徒
も
出
て
き
て
い
る

と
い
う
。

　
ま
た
、
保
護
者
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
。
６
月
上
旬
に
行
っ
た
回
の
参
加
率
は

例
年
よ
り
も
非
常
に
高
く
、
今
後
も
、
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
保
護
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
て

い
く
考
え
だ
。

　
５
月
下
旬
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後

も
、
同
校
で
は
、
６
月
21
日
ま
で
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
継
続
し
、
６
月
第
４
週
か
ら

段
階
的
に
通
常
授
業
を
開
始
し
て
、
１
学

期
は
７
月
31
日
ま
で
を
予
定
し
て
い
る

（
６
月
１
日
現
在
）。そ
し
て
、平
時
に
戻
っ

た
後
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
週
１
日
程

度
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
の
チ
ャ
ッ
ト
機
能

を
使
え
ば
発
言
が
し
や
す
く
、
そ
れ
を
授

業
参
加
者
全
員
で
共
有
し
や
す
い
と
い
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ら
で
は
の
よ
さ

を
、
今
後
の
教
育
活
動
に
も
生
か
し
、
生

徒
の
学
び
を
支
え
て
い
く
考
え
だ
。

　「
休
業
前
と
同
じ
よ
う
に
学
校
行
事
や

部
活
動
な
ど
が
で
き
な
い
今
、
生
徒
は
何

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
何

か
が
生
徒
か
ら
出
て
く
る
の
を
待
ち
、
生

徒
が
発
す
る
言
葉
を
受
け
止
め
、
前
に
進

む
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
自
律
的
学
習
者

が
育
つ
と
考
え
、
教
師
と
し
て
す
べ
き
こ

と
を
決
断
し
て
き
ま
し
た
。
生
徒
が
見
え

て
い
な
い
視
点
を
ど
れ
だ
け
示
し
、
生
徒

が
し
た
い
こ
と
の
実
現
を
ど
れ
だ
け
支
援

で
き
る
の
か
を
、
今
後
も
自
分
た
ち
に
問

い
続
け
て
い
き
ま
す
」（
山
藤
先
生
）

＊学校資料をそのまま掲載。

図２　「学びの地図」

生
徒
が
自
身
の
選
択
に
責
任
を

持
て
る
よ
う
、
と
も
に
考
え
る

生
徒
の
成
長
の
糧
と
な
る
た
め
に

教
師
が
す
べ
き
こ
と
を
常
に
問
う

高３支援 ─生徒の未来をともに創る─特集
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福
岡
県
立
須
恵
高
校
は
、
臨
時
休
業
が

続
く
４
月
20
日
、
３
年
生
の
２
ク
ラ
ス

で
数
学
、
保
健
体
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
、
１
年
生
の
一
部
の
生
徒
で
オ
ン
ラ
イ

ン
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
実
施
。21
日
か
ら
は
、

学
年
統
一
時
間
割
で
午
前
と
午
後
各
１
科

目
、
翌
週
に
は
午
前
２
科
目
と
午
後
１
科

目
の
授
業
を
、
さ
ら
に
、
５
月
の
連
休
明

け
か
ら
は
、
朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
お
よ
び

午
前
と
午
後
の
各
２
科
目
の
授
業
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
施
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
の

体
制
を
急
ピ
ッ
チ
で
構
築
し
て
い
っ
た
。

　
同
校
で
は
、
臨
時
休
業
前
か
ら
全
教
師

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
布
さ
れ
て
い
た

が
、
授
業
で
の
そ
の
活
用
は
こ
れ
か
ら
と

い
う
状
態
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
４

月
か
ら
同
校
に
赴
任
し
た
荒
木
礼
子
校
長

は
、
新
年
度
早
々
に
県
下
の
公
立
高
校
の

臨
時
休
業
が
決
ま
っ
た
段
階
で
、
各
家

庭
へ
の
学
習
課
題
の
送
付
な
ど
と
並
行
し

て
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
＊
１
）
な
ど
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
を
、

県
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
進
め
た
。

　「
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
得

意
な
教
師
だ
け
が
す
れ
ば
よ
い
も
の
で
は

な
く
、
全
教
師
が
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る

と
考
え
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
を
単

に
臨
時
休
業
期
間
中
の
対
症
療
法
と
し
て

位
置
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
学
校
再
開
後

の
授
業
や
課
題
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
考

え
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
先
生
方
に
は
、『
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
み
れ
ば
、
必
ず
指
導

の
本
質
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
』
と
、

自
身
の
指
導
を
改
善
す
る
貴
重
な
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
と
呼
び
か
け
な
が
ら
、
一
方
で

『
携
帯
電
話
が
使
え
る
人
な
ら
、
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
も
使
え
ま
す
』
と
、
気
軽
に
使
っ
て
み

る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
」（
荒
木
校
長
）

　
荒
木
校
長
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
に
同

校
よ
り
も
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
福

岡
県
・
福
岡
市
立
福
岡
西
陵
高
校
（
和
田

美
千
代
校
長
）
が
実
施
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

指
導
に
関
す
る
校
内
研
修
に
、
複
数
の
教

師
と
参
加
。
そ
の
後
、
自
校
で
、
授
業
動

画
の
配
信
を
含
む
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
の
実

施
に
向
け
た
校
内
研
修
を
実
施
し
た
。
福

岡
西
陵
高
校
の
校
内
研
修
に
同
行
し
、
須

恵
高
校
で
の
校
内
研
修
で
主
導
的
な
役
割

を
果
た
し
た
の
が
、
今
年
度
か
ら
同
校
に

赴
任
し
た
深
江
一
美
先
生
だ
。
深
江
先
生

は
19
年
度
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
か
ら
北

海
道
の
私
立
札
幌
新
陽
高
校
に
１
年
間
長

期
派
遣
さ
れ
（
＊
２
）、
４
月
か
ら
須
恵

高
校
に
赴
任
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　「
札
幌
新
陽
高
校
の
校
長
に
は
、『
た
だ

学
ん
で
福
岡
県
に
帰
れ
ば
よ
い
の
で
は

な
く
、
福
岡
県
の
た
め
に
具
体
的
に
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す

福
岡
県
立
須
恵
高
校

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
を

対
面
授
業
に
も
生
か
し
な
が
ら
、

不
断
の
授
業
改
善
を
目
指
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
全
国
的
に
臨
時
休
業
が
続
い
て
い
た
４
月
20
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

学
習
支
援
を
始
め
た
福
岡
県
立
須
恵
高
校
。
多
く
の
教
科
・
科
目
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
た
そ
の
背
景
に
は
、

「
思
考
力
の
育
成
を
目
指
し
た
授
業
改
善
」
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。

先進事例 2授
業
改
善
の
延
長
線
上
と
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
急
速
に
推
進

＊１　PC・スマートフォン・タブレットで通話に参加できるビデオ通話アプリ／サービス。
＊２　本誌2020年 2月号「特集」（P.22〜 23）参照。

臨
時
休
業
下
の
２
校
の
取
り
組
み

現場の実践から
未来を見通す

今
後
に
生
き
る
！
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よ
』
と
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
札

幌
新
陽
高
校
で
先
進
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
経
験
も
生
か
し
、
北
海
道
で
得
た
知

識
や
人
脈
を
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
を
活
用
し

て
福
岡
県
の
学
校
教
育
に
還
元
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
」（
深
江
先
生
）

　
深
江
先
生
が
企
画
し
た
、
須
恵
高
校
の

教
師
対
象
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
活
用
研
修
で
は
、

授
業
で
の
使
い
方
を
理
解
す
る
前
に
、
ま

ず
は
生
徒
に
な
っ
た
つ
も
り
で
オ
ン
ラ
イ

止
め
て
お
り
、
入
試
へ
の
不
安
の
払
拭
に

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」

　
だ
が
、
学
習
内
容
が
生
徒
に
定
着
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
の
は
こ
れ
か

ら
だ
。
武
田
先
生
も
、「
長
期
間
、
通
常

の
授
業
か
ら
離
れ
て
い
る
３
年
生
の
学
力

を
客
観
的
に
把
握
す
る
に
は
、
１
学
期
中

の
模
擬
試
験
が
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を

果
た
す
」
と
語
る
。

　「
た
だ
し
、
入
試
を
控
え
る
３
年
生
に

お
い
て
も
、
判
定
だ
け
を
見
る
の
で
は
な

く
、
日
々
の
授
業
で
把
握
し
た
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
実
態
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
模

擬
試
験
の
結
果
を
分
析
し
、
３
学
年
団
と

し
て
の
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
へ
と
つ

授
業
（
P.
　

18
図
２
・
P.
　

19
図
３
）
を
行
う

よ
う
に
な
り
、
履
修
進
度
の
極
端
な
遅
れ

は
、
ど
の
教
科
・
科
目
も
出
な
か
っ
た
。

３
学
年
主
任
の
武
田
康
助
先
生
も
、「
各

教
師
が
自
分
に
合
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
、
無
理
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
指

導
を
実
施
し
て
い
る
」
と
話
す
。

　「
生
徒
は
１
日
最
多
で
４
コ
マ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
ま
す
が
、
視
聴
の
負

担
を
考
慮
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
説
明

な
ど
は
15
分
程
度
と
し
、
そ
の
ほ
か
の
時

間
は
、
オ
フ
ラ
イ
ン
の
状
態
で
プ
リ
ン
ト

な
ど
に
取
り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。
授
業
ア

ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、
大
学
入
試
を
控
え

て
い
る
３
年
生
も
、
概
ね
好
意
的
に
受
け

ン
授
業
を
楽
し
む
こ
と
を
重
視
し
た
。
す

る
と
、
複
数
の
教
師
か
ら
、「
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
い
っ
た

声
が
上
が
っ
た
た
め
、
深
江
先
生
は
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
の
使
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
図
１
）
を
作
成
し
、
校
内
に
配
布
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
が
始
ま
っ
た
４
月
20

日
の
段
階
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
教
師
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る
の
は
初
め

て
だ
っ
た
。
し
か
し
、
５
月
中
旬
に
は
ほ

と
ん
ど
の
教
師
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

授
業
動
画
や
課
題
の
配
信
、
双
方
向
型
の

３
学
年
主
任

武
田
康
助
　

た
け
だ
・
こ
う
す
け

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

研
究
部
長

俵
孝
太
郎
　

た
わ
ら
・
こ
う
た
ろ
う

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

教
頭溝田

陽
一
郎
　

み
ぞ
た
・
よ
う
い
ち
ろ
う

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

校
長荒木

礼
子
　

あ
ら
き
・
れ
い
こ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

新
た
な
学
び
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
チ
ー
フ

深
江
一
美
　

ふ
か
え
・
か
ず
み

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
国
語
科
。

福
岡
県
立
須
恵
高
校

◎
校
訓
に
「
進
取
、
敬
愛
、
鍛
練
」
を
掲
げ
、
生

徒
の
行
動
指
針
と
し
て
「
五
省
」
を
定
め
る
。
１

年
次
よ
り
特
進
ク
ラ
ス
、
２
年
次
よ
り
医
療
看
護

ク
ラ
ス
を
設
置
し
、
一
人
ひ
と
り
の
希
望
進
路
実

現
を
支
援
す
る
。「
職
業
探
索
活
動
」「
ア
カ
デ
ミ
ー

体
験
活
動
」
な
ど
、
多
様
な
進
路
学
習
の
機
会
を

１
年
次
か
ら
設
け
る
。

◎
設
立
　
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
佐
賀
大
、
北
九
州
市
立
大
、
九
州

歯
科
大
に
４
人
が
合
格
。私
立
大
は
、九
州
産
業
大
、

西
南
学
院
大
、
中
村
学
園
大
、
福
岡
大
な
ど
に
延

べ
２
９
９
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://sue.fku.ed.jp

生徒が投稿したノートの画像の共有方法や、画像への生徒の書
き込みの管理など、実際の授業を想定した内容にした。
＊学校提供資料をそのまま掲載。

図１　オンライン会議ツールの使用マニュアル

臨
時
休
業
中
の
知
識
の
定
着
度
を

単
元
ご
と
の
小
テ
ス
ト
で
確
認

高３支援 ─生徒の未来をともに創る─特集

 June 202017
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な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

　
臨
時
休
業
期
間
中
の
履
修
内
容
に
お
け

る
、
生
徒
の
知
識
・
技
能
の
習
得
の
状
況

は
、
各
教
科
・
科
目
で
実
施
す
る
単
元
テ

ス
ト
や
小
テ
ス
ト
で
把
握
し
て
い
く
と
、

溝
田
陽
一
郎
教
頭
は
説
明
す
る
。同
校
は
、

今
年
度
よ
り
定
期
考
査
を
廃
止
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
科
・
科
目
に
お
い
て
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
測
る
「
思
考
力
・
活

用
テ
ス
ト
」、
知
識
・
技
能
の
定
着
度
を

測
る
単
元
テ
ス
ト
お
よ
び
小
テ
ス
ト
を
実

施
し
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
育
成
し
て
い
く
。

　「
臨
時
休
業
中
の
生
徒
間
の
知
識
・
技

能
の
定
着
度
の
差
を
、ス
モ
ー
ル
・
ス
テ
ッ

プ
で
丁
寧
に
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒

の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
取
る
こ
と
で
、
学

習
の
遅
れ
を
迅
速
に
取
り
戻
し
て
い
く
考

え
で
す
」（
溝
田
教
頭
）

　
同
校
に
お
け
る
定
期
考
査
廃
止
を
始
め

と
す
る
改
革
は
、
約
５
年
前
か
ら
同
校
で

進
め
ら
れ
て
き
た
授
業
改
善
の
一
環
で
あ

る
と
、
研
究
部
長
の
俵
孝
太
郎
先
生
は
語

る
。
日
々
の
学
び
の
成
果
と
課
題
を
見
取

る
た
め
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
を
始

め
、
様
々
な
手
法
で
同
校
の
授
業
改
善
は

進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、「
テ
ス
ト

が
変
わ
る
こ
と
で
、
授
業
改
善
が
最
終
段

階
に
入
る
」
と
い
う
思
い
が
、
校
内
で
高

図２　オンライン授業の展開例（俵先生・３年生の地理Bの例）

上記の地理のほか、国語、世界史の授業の展開例がダウンロードできます

◎動画配信授業のメリットは、生徒が繰り
返し見られることです。一方、デメリットは、
配布したプリントなどに対する生徒の質問
は、別のツールを使わないと受けつけられ
ないことです。チャット機能を使って質問
を受けつけたこともありましたが、授業に
参加する生徒の数が少人数でないと対応が
難しいと感じました。並行して、オンライ
ン会議ツールを使って、ＫＰ法（紙芝居プ
レゼンテーション法＊１）を用いた授業は
ポイントがよく分かると、生徒に好評でし
た。オフライン、オンライン問わず、今後
の授業でも取り入れていきたいです。（武田
先生／地理歴史・公民科）

◎オンライン会議ツールを使った授業では、
生徒の通信量の負担を減らすために、ポイ
ントを絞った説明を心がけました。生徒か
らも、要点がつかみやすくなったと好評で
した。オンライン授業は自分の授業を進化
させるきっかけになりましたが、対面授業
に比べると、生徒の反応がつかみづらいの
で、自己満足に陥らないようにしなければ
いけないと思っています。今後は、ウェブ
上にドリル教材をアップし、生徒が自分の
理解度に応じて学び直しができるようにし
ていきたいです。授業動画の蓄積によって、
反転授業も進むでしょう。生徒一人ひとり
に対応できる授業へと変わっていく予感が
しています。（俵先生／地理歴史・公民科）

◎オンライン会議ツールを使ってチーム・
ティーチングに挑戦しています。１人の教
師が授業を行い、もう１人は生徒の反応や
チャットを見たり、生徒の様子を授業者に
伝えたりしています。授業後、「あの生徒は
こういう反応だった」などと、生徒の理解
度や授業構成について話し合う機会も増え
ました。また、生徒と同じ目線でほかの先
生の授業を見ることで、生徒がどのように
理解を深めていくのか、これまでとは違っ
た視点で確認できました。ツールの使い方
次第で、授業改善の可能性はまだまだ広がっ
ていきそうです。（深江先生／国語科）

＊1　公益社団法人日本環境教育フォーラ
ムの川嶋直氏が開発した思考整理とプレゼ
ンテーションの手法。

＊学校提供資料を基に編集部で作成。

【教科・科目】地理歴史・地理Ｂ　【分野・単元】自然と産業・資源・エネルギー　【設定時数】全６
時間中の１時間目　【単元目標】資源・エネルギーに関わる分布の特徴を理解する。また、資源・エ
ネルギーに関わる多様な問題点について多角的に考察し、解決策をまとめる

本授業での
学習内容

本授業で
身につけさせたい
資質・能力

オンライン授業の流れ オンライン授業の工夫点
①授業前、または
授業中に施した工夫点

②授業をしてみて、予想よりも
うまくいった点

③授業をしてみて、予想よりも
うまくいかなかった点・改善点

タイムライン

授業内容
from to

世界の
エネルギー
資源

9:00 9:03

【オンラインツールの
利用】＜導入＞
•出席確認 (１分 )
•前回の授業のアン
ケート回答の「問
い」への返答(１分)

•本時のめあて説明
(１分 )

①スライド資料提示の仕方。
②おおむねよい。
③伝えられる情報は限られる。

【知識、技能】
【思考力、判断力、表現
力】
資源・エネルギー問題の現
状や問題解決に向けた取り
組みなどについて多角的に
考察し、理解する。

9:03 9:08

【オンラインツールの
利用】＜展開＞
•1次エネルギーの生
産・消費（５分）

①自学ノートの作成。
②予習・授業・復習のサイクルを
身につけた生徒が増えた。
③自身の「問い」と解決策までは
なかなか難しい。

【知識、技能】
【思考力、判断力、表現
力】
資源・エネルギーの場所
の特徴や場所の結びつ
きなどに着目し、多角的
に考察し、表現する。

9:08 9:13
【オンラインツールの
利用】
•石炭の特徴（5分）

①複数のオンラインツールを使い、
質問しやすい環境づくり。
②おおむねよい。
③授業後の質問は、1つのオンラ
インツールに絞った方がよかっ
た。

【学びに向かう力、人間
性等】
自ら課題を設定し、関連
する地球的課題の要因
や動向などを多角的に
考察し、表現する。

9:13 9:48

【各自で自習】(35分 )
※生徒の質問があれ
ばオンラインツール
で回答

①配信時間を10 ～15 分で設定。
②おおむねよい。
③予習を行わないと難しいよう
だった。

9:48 9:50

【オンラインツールの
利用】＜まとめ＞
•まとめを行う(1分 )
•振り返りと授業ア
ンケート記入の指
示 (1分 )

①ＩＣＴ機器を2 台使い、随時
チャットなどで質問などが見ら
れるようにする。
②１人で行うので、生徒の反応が
見やすくなり、授業が進めやす
くなった。
③一斉授業が始まると、学校の機
器が足りなくなるかもしれない。

よりよい授業を模索し続ける
教師たちの声

＊地理、国語、世界史の授業展開例は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダ
ウンロードできます。「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。
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ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　「
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
て
も
、

授
業
で
は
ど
う
し
て
も
知
識
・
技
能
の
育

成
に
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
授

業
を
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育

成
す
る
授
業
に
し
て
い
く
に
は
、
定
期
考

査
を
変
え
る
し
か
な
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」（
俵
先
生
）

　
こ
こ
数
年
、
主
体
的
な
学
習
活
動
や
他

者
と
の
対
話
の
場
面
が
増
え
る
な
ど
、
同

校
の
授
業
改
善
は
順
調
に
進
ん
で
き
た
。

だ
が
、
学
校
再
開
後
は
、「
３
密
」
回
避

の
観
点
な
ど
か
ら
、
授
業
の
あ
り
方
も
変

わ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　「
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
教
師
の
一
方
的

な
説
明
ば
か
り
の
授
業
に
戻
っ
て
よ
い
と

は
、
も
ち
ろ
ん
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
想
定

外
の
出
来
事
を
乗
り
越
え
、
新
し
い
社
会

を
築
い
て
い
く
た
め
に
も
、
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
を
生
徒
に
育
む
こ
と
が
必

要
で
す
。
授
業
中
の
対
話
の
時
間
は
し
ば

ら
く
減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し

た
中
で
も
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
を
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
し
て
い
く
の

か
、
先
生
方
と
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
溝
田
教
頭
）

　
３
年
生
の
進
路
実
現
を
支
援
す
る
上
で

は
、
臨
時
休
業
中
の
指
導
経
験
を
対
面
授

業
に
生
か
す
こ
と
が
特
に
重
要
だ
と
、
同

校
の
教
師
た
ち
は
考
え
る
。
授
業
の
振
り

返
り
内
容
や
質
問
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
集
め

る
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
よ
さ
を
対
面
授

業
に
生
か
し
て
、
引
き
続
き
授
業
改
善
を

進
め
て
い
く
考
え
だ
。

　
学
校
全
体
で
授
業
改
善
の
取
り
組
み
を

積
み
重
ね
て
き
た
同
校
だ
か
ら
こ
そ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
指
導
を
「
授
業
や
課
題
の
あ
り

方
そ
の
も
の
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
」
と

捉
え
た
新
校
長
の
思
い
を
、
教
師
た
ち
は

違
和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。
荒
木
校
長
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
を

導
入
し
た
こ
と
で
、
教
師
同
士
の
話
し
合

い
の
場
面
が
一
層
増
え
た
こ
と
を
感
じ
て

お
り
、「
先
生
方
が
愚
痴
や
弱
音
を
こ
ぼ

し
な
が
ら
も
、
前
に
進
め
る
環
境
を
つ
く

る
責
任
を
強
く
感
じ
る
」
と
語
る
。

　「
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
は
手
探
り
の
部
分

が
ま
だ
ま
だ
多
く
、
各
教
科
・
科
目
の
特

性
、
そ
し
て
先
生
ご
と
に
合
う
ツ
ー
ル
、

合
わ
な
い
ツ
ー
ル
が
異
な
り
ま
す
。
今
年

度
の
３
年
生
の
進
路
実
現
を
支
援
す
る
た

め
に
も
、
私
た
ち
教
師
が
様
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
失
敗
し
た
こ
と
や

困
っ
て
い
る
こ
と
を
率
直
に
語
り
合
い
、

お
互
い
を
支
え
、
高
め
合
え
る
風
通
し
の

よ
い
職
場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
荒
木
校
長
）

武田先生の世界史Ｂの授業動画の一部。対面授業で使用
していたパワーポイントに音声による説明を挿入。要点
を絞った、コンパクトな構成となっている。
＊学校提供資料をそのまま掲載。

図３　オンライン授業の授業動画

教
師
が
本
音
を
吐
露
し
な
が
ら

改
善
を
進
め
ら
れ
る
学
校
に

３年生の進路指導における

オンライン活用
　同校では、例年５月上旬に３年生とその保
護者を対象に実施している進路説明会を、今
年度は６月２日にオンライン上で開催。日本
学生支援機構の奨学金の予約採用などに関す
る動画を製作・配信した。また、６月からは、
３年生に大学入試の出願に関する説明動画を
各クラスの教室で視聴させた上で、クラス担
任による対面の面談を実施していく。
　「３学年団では、５月中旬からオンラインと
電話での個人面談を実施しています。現時点
での志望など、基本的な情報のやり取りはで
きていますが、生徒と教師が成績票などの資
料を見ながら具体的な話をすることは、オン
ラインや電話では難しいというのが現状です。
また、それ以上に難しいのが、面談中のちょっ
とした言動から、生徒の内面を察知すること
です。６月からのクラス担任による面談では、
臨時休業によって生じていた、生徒と教師の
コミュニケーション・ギャップを、丁寧に埋
めていくことが求められそうです」（武田先生）

高３支援 ─生徒の未来をともに創る─特集

 June 202019
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テ
ー
マ

生
徒
の
実
態
か
ら
考
え
る
「
高
３
支
援
」

予
期
せ
ぬ
長
期
の
臨
時
休
業
や
、
部
活
動
の
大
会
、
学
校
行
事
等
の
中
止
や
延
期
を
経
験
し
た
高
３
生
が
、
そ
う
し
た
事
態
を
乗
り
越
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
進
路
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
目
の
前
の
生
徒
の
実
態
を
、

様
々
な
教
師
の
目
で
多
角
的
に
捉
え
た
上
で
、
自
校
の
生
徒
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
語
り
合
う
ツ
ー
ル
と
し
て
、
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

『VIEW21』高校版
2020年 6月号特集

NEXTを
語り合う
ワークシート

生徒の

教師の
自校の 社会の

できれば、まずは各自が今号の特集（P.2 〜 
19）を読む。それから、高３学年団などで本

ワークシートを複写、またはダウンロードし、「私が考える高３生の今後の課題」
の欄に各自が記入した上で集まる。そこでは、それぞれの教師が把握している
生徒の課題の共通点や差異について確認し、生徒の見取りを豊かなものにする
とともに、課題への具体的な対応策を組織としてすり合わせる。

ワークシートの使い方

でご覧ください。

進
路
観
・
志
望
理
由
の
深
ま
り
／
志
望
の
変
化

学
習
内
容
の
定
着
度
／
学
習
意
欲

私が考える高３生の今後の課題〔キーとなる問いを基に整理〕

生
徒
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
キ
ー
と
な
る
問
い

「
授
業
中
の
様
子
は
？
」「
課
題
の
取
り
組
み
状
況
は
？
」

「
定
期
考
査
や
模
擬
試
験
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
？
」

生
徒
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
キ
ー
と
な
る
問
い

「
面
談
時
の
様
子
は
？
」「
志
望
理
由
は
深
ま
っ
て
い
る
か
？
」

「
進
路
区
分
（
進
学
か
就
職
か
）
や
入
試
方
式
に
変
化
は
？
」

集の末尾のワークシートを用いながら、校内の参加者同士での対話を通じて、自校における「教育のこれから」を実
際に考えていただきます。ぜひ、校内の複数の先生方でご参加いただければと思います。
　ワークショップの日時などの詳細は、本誌８月号およびベネッセ教育総合研究所のウェブサイト内のコーナー

「VIEW21 express」などで後日お伝えいたします。

https://berd.benesse.jp/special/VIEW21express/

20 June 2020
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本ワークシートの目的は、自校の高３生の実態を、複数の教師の視点で丁寧に把握しながら、生徒
が進路実現の局面によりよい状態で臨めるような支援のあり方を考えることです。今回の特集に
登場した教師の中には、「生徒は一見、この状況を冷静に受け止めているようだが、内面では不安

や悩みを抱えていると思われる」と話す教師もいました。生徒一人ひとりの真の状態を把握するためには、授業や部活動の中での
ちょっとした言動を見逃さず、高３学年団で共有していくことが必要です。学年団の先生方に積極的に生徒の様子を話していただ
く中で、生徒も教師も経験したことがない今の状況下での「生徒理解」を深め、よりよい支援につなげていただければと思います。

ファシリテーター役の
先生へ　　

このマークのある図版は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME→教育情報→高校向け」

課題への具体的な対応策〔教師同士の対話を通じて、組織的な対応策を考える〕

個
人
と
し
て
既
に
実
践
し
て
い
る
対
応
策
は
？

今
後
、
組
織
と
し
て
実
践
し
て
い
き
た
い
対
応
策
は
？

個
人
と
し
て
既
に
実
践
し
て
い
る
対
応
策
は
？

今
後
、
組
織
と
し
て
実
践
し
て
い
き
た
い
対
応
策
は
？

　社会の不確実性が高まり、答えが1つではない問いに向き合うことが増えている今、学校においても、教師が互い
の考えや思いを共有する重要性は増しています。そこで、学校での「対話」の場づくりの一助にしていただくべく、４月
号から、特集の末尾にワークシートを掲載しています。
　本誌の次号 8月号は、「教育のこれから」を特集のテーマとする予定です。そして、同テーマにおける各校の今後の
課題を整理するためのオンライン・ワークショップを、９月に開催します。特集で取り上げた学校の教師などに登壇い
ただき、自校の取り組みの紹介と質疑応答を行った後、登壇者とVIEW21編集部のファシリテートにより、８月号特

2020年９月、対話を通じて
「教育のこれから」について考える
オンライン・ワークショップを開催

高３支援 ─生徒の未来をともに創る─特集

 June 202021
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地
域
の
進
学
校
で
あ
る
群
馬
県
立
桐き

生り
ゅ
う

高
校
は
、
２
０
２
０
年
３
月
、
生
徒
へ

の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
、
そ
れ

ら
を
育
成
す
る
教
育
活
動
を
可
視
化
し
た

「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０（
案
）」

を
策
定
し
た（
図
１
）。そ
の
き
っ
か
け
と 

な
っ
た
の
は
、
17
年
度
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
１
）

３
期
目
の
指
定
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
理
数

科
の
み
で
行
っ
て
い
た
探
究
学
習
を
普
通

科
に
も
拡
大
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
森
泉

孝
行
校
長
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
の
実
績
を
生
か
し
、
新
学

習
指
導
要
領
の
実
施
に
先
行
し
て
全
校
で

資
質
・
能
力
の
育
成
を
推
進
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
研
究
開
発
目
標
と

し
て『
主
体
性
、協
働
性
、問
題
解
決
能
力
、

創
造
力
の
育
成
』
を
掲
げ
、
探
究
学
習
を

軸
に
す
べ
て
の
教
育
活
動
で
そ
の
目
標
達

成
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
」

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
で
は
、
１
・
２
年
次
に

探
究
の
手
法
を
学
ぶ
科
目
「
探
究
基
礎
」

と
、
チ
ー
ム
で
課
題
を
設
定
し
て
探
究
す

る
科
目
「
探
究
」を
学
校
設
定
科
目
と
し

て
探
究
学
習
を
推
進
。
１
・
２
年
次
と
も

に
、年
度
末
に
は
大
学
教
員
や
他
校
の
教

師
、
保
護
者
を
招
く
発
表
会
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
た
。そ
し
て
、３
年
次
に
、２
年 ＊学校資料をそのまま掲載。

桐生高校「グランドデザイン2020（案）」

カリキュラム・
マネジメント
を通じて実現

学校教育
目標

授業・
指導改善

評価・検証授業・
指導実践

カリキュラム・
指導計画

教師間の対話を重ねるとともに、
生徒・保護者の声も取り入れながら、
育成を目指す資質・能力を明確化

群馬県立桐
き

生
りゅう

高校

◎校訓は、「独立自尊」「文武両道」。2007 年度、
文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール
（SSH）」の指定を受け、現在３期目。17年度か
ら全校で探究学習をスタート。21年度、群馬県
立桐生女子高校と統合予定。
◎設立　1917（大正６）年
◎形態　全日制／普通科（男子のみ）、理数科（男
女）／共学
◎生徒数　１学年約 240人
◎2020 年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、北海道大、筑波大、群馬大、
千葉大、一橋大、大阪大、神戸大、高崎経済大などに108人が合格。私立大は、
慶應義塾大、上智大、東京理科大、早稲田大などに延べ 546人が合格。
◎URL　http://www.nc.kiryu-hs.gsn.ed.jp/

今回

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

探
究
学
習
の
拡
大
・
改
善
か
ら

学
校
全
体
の
教
育
活
動
の
整
備
へ

図１

＊１　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。

22 June 2020
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次
の
探
究
学
習
の
ま
と
め
と
な
る
論
文
形

式
の
報
告
書
を
執
筆
す
る
。

　
探
究
学
習
の
全
校
実
施
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、「
探
究
基
礎
」

で
使
用
す
る
学
校
独
自
の
教
材
「
学
び
の

技
法
」だ
。そ
れ
は
、「
聞
く
力
」「
課
題
発

見
力
」「
情
報
収
集
力
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
力
」
な
ど
、
探
究
学
習
に
必
要
と

同
校
が
定
義
し
た
10
項
目
に
つ
い
て
、独

自
に
テ
キ
ス
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
を

ま
と
め
た
教
材
で
、大
学
生
向
け
の
探
究

学
習
の
書
籍
を
参
考
に
教
師
用
と
生
徒
用

の
２
種
類
を
作
成
。
教
師
用
に
は
、
授
業

の
進
め
方
や
時
間
配
分
な
ど
を
示
し
た
指

導
案
を
加
え
、指
導
の
標
準
化
を
図
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
教
育
目
標
達
成
の
た
め
に
学

校
全
体
で
指
導
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
せ
る
よ
う
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
担
当
者
や
各
学
年

主
任
ら
19
人
か
ら
成
る
「
資
質
・
能
力
育

成
部
」
を
設
置
。
週
１
回
の
会
議
で
、
各

学
年
の
指
導
状
況
を
共
有
し
た
。
一
例
を

挙
げ
る
と
、
18
年
度
の
１
年
生
は
、
１
学

期
に「
学
び
の
技
法
」
で
理
論
を
一
通
り

学
ん
だ
後
、２
学
期
に
地
元
桐
生
で
活
動

す
る「
探
究
」を
行
っ
た
。す
る
と
、理
論

の
習
得
後
、実
践
ま
で
時
間
が
空
い
た
た

め
、生
徒
は
理
論
を
使
い
こ
な
せ
な
か
っ

た
。そ
こ
で
、
翌
19
年
度
の
１
学
年
団
は
、

「
学
び
の
技
法
」
で
「
聞
く
力
」
を
指
導

し
た
翌
週
に
、「
探
究
」の
実
践
で
市
役
所

の
職
員
に
話
を
聞
く
活
動
を
行
い
、
両
者

の
連
動
を
図
っ
た
。
１
学
年
主
任
の
髙
島

喜
美
夫
先
生
は
、次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
19
年
度
の
１
学
年
で
は
、
理
論
を
学

ん
だ
直
後
に
そ
れ
を
実
践
で
き
る
活
動
を

設
け
、
生
徒
に
も
『
先
週
、
学
ん
だ
よ
ね
』

と
声
を
か
け
て
意
識
づ
け
し
、
学
習
内
容

が
定
着
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
前
年
度

の
課
題
を
踏
ま
え
た
改
善
が
で
き
る
こ
と

で
、探
究
学
習
は
年
々
進
化
し
て
い
ま
す
」

　
そ
の
よ
う
に
体
制
を
整
え
て
推
進
す
る

中
で
、
教
師
間
に
資
質
・
能
力
の
育
成
の

意
識
が
浸
透
し
て
い
っ
た
が
、一
方
で
そ

れ
が
探
究
学
習
の
枠
組
み
を
超
え
ら
れ
な

い
と
い
っ
た
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　「『
探
究
学
習
は
特
別
な
活
動
』
と
い
う

意
識
が
教
師
に
強
く
、
資
質
・
能
力
の
育

成
は
教
科
学
習
と
結
び
つ
け
て
捉
え
に
く

い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
探
究
学
習
だ

け
で
な
く
、教
科
学
習
や
学
校
行
事
な
ど
、

ど
の
教
育
活
動
で
ど
の
資
質
・
能
力
を
伸

ば
す
の
か
、
本
校
の
教
育
活
動
全
体
を
俯

瞰
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
だ
と

考
え
ま
し
た
」（
森
泉
校
長
）

　
19
年
１
月
、
19
年
度
中
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
策
定
を
目
指
し
、
同
校
は
動
き

出
し
た
。
ま
ず
、
資
質
・
能
力
育
成
部
で

３
学
年
主
任

山
田
精
一

や
ま
だ
・
せ
い
い
ち

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。
地
理
歴
史
科（
日
本
史
）。

校
長森泉

孝
行

も
り
い
ず
み
・
た
か
ゆ
き

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

資
質
・
能
力
育
成
部

岸
直
子

き
し
・
な
お
こ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。
英
語
科
。

教
務
主
任

七
原
登

な
な
は
ら
・
の
ぼ
る

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
国
語
科
。

１
学
年
主
任

髙
島
喜
美
夫

た
か
し
ま
・
き
み
お

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
保
健
体
育
科
。

２
学
年
主
任

星
野
亨

ほ
し
の
・
と
お
る

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
英
語
科
。

資
質
・
能
力
育
成
部
部
長

北
村
元
教

き
た
む
ら
・
も
と
の
り

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。
国
語
科
。

生
徒
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

育
み
た
い
資
質
・
能
力
へ
の
理
解
を
深
化

＊本記事の取材は、2020 年３月に実施しました。プロフィールは、取材時点のものです。

グランドデザイン策定のステップ図２

	2017年４月	 探究学習を全校に拡大
	 	 共通の教材を作成し、指導を標準化

	2019年１月	 資質・能力育成部で研修　❶
	 	 他校のグランドデザインの策定過程等を把握
	 ２月	 全教師による校内研修　❷

自校の現状を分析し、育てたい生徒像を共有。
教師のマインドセットを図る

	 ４月	 生徒会役員と資質・能力について検討　❸
卒業までに身につけたい資質・能力を話し合う

	 ５月	 職員会議後に校内研修　❹
文化祭で育成したい資質・能力を検討

	 ９月	 保護者（ＰＴＡ役員）にアンケートを実施　❺
子どもに身につけてほしい資質・能力を調査

	2019年11月	 全教師による校内研修　❻
	 	 一覧化した資質・能力を３観点で整理・精選
	2020年２月	 全教師による校内研修　❼

教科ごとに重視する資質・能力を設定
	 ３月	 グランドデザイン案を策定

校内研修は、VIEW21編集部が企画や運営を数回サポート。

＊学校資料、及び取材を基に編集部で作成。

資質・能力の育成を、教科学習や学校行事などでも
意識していくために、グランドデザインが必要では？

教師・生徒・保護者から挙がった資質・能力を一覧化
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研
修
を
実
施
（
Ｐ
．23
図
２
❶
）。
他
校
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
に
関
す
る
情
報

等
を
参
考
に
、
自
校
の
学
校
経
営
計
画
や

Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
掲
げ
る
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
踏
ま
え
て
、各
教
師
が
生
徒
に
育

み
た
い
資
質
・
能
力
と
そ
う
考
え
た
理
由

や
思
い
を
語
り
合
っ
た
。加
え
て
２
月
に

は
、全
教
師
参
加
の
研
修
を
実
施
（
図
２

❷
）。
数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
自
校
の
強
み
・
弱
み
や
自
校
を
取
り

巻
く
環
境
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
自
校
で
育
て
た
い
生
徒
像
を

考
え
た
。
そ
の
２
つ
の
研
修
に
よ
っ
て
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
へ
の
理
解
を
深
め
つ

つ
、教
師
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
図
っ
た
。

　
新
年
度
を
迎
え
た
４
月
に
は
、
生
徒
会

役
員
と
生
徒
会
担
当
の
教
師
が
、「
高
校

卒
業
ま
で
に
身
に
つ
け
た
い
資
質
・
能
力
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
っ
た
（
図
２
❸
）。

生
徒
か
ら
は
、「
企
画
力
」「
思
い
や
り
」

「
ユ
ー
モ
ア
力
」な
ど
、教
師
と
は
異
な
る

視
点
か
ら
の
資
質
・
能
力
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
５
月
に
は
、異
動
し
て
き
た
教
師
と
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
の
過
程
を
共
有
す

る
た
め
、改
め
て
全
教
師
参
加
の
研
修
を

実
施（
図
２
❹
）。翌
月
に
控
え
た
文
化
祭

で
育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
文
化
祭
後
に
は
、
生
徒
が
身
に

つ
け
た
と
思
う
資
質・
能
力
を
ア
ン
ケ
ー

ト
に
記
入
し
、
校
内
の
共
有
フ
ォ
ル
ダ
で

集
約
し
た
。教
師
か
ら
は
、「
生
徒
は
、
準

備
を
計
画
的
に
行
え
て
い
な
い
。
文
化
祭

の
目
的
を
深
く
考
え
て
い
な
い
か
ら
だ
ろ

う
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
文
化
祭
の
目

的
を
意
識
で
き
れ
ば
、
成
長
が
期
待
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。
資
質
・
能
力
育
成
部
の
岸
直
子

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
先
生
方
の
意
見
か
ら
、研
修
が
文
化
祭

の
意
義
や
目
的
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会

に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。文
化

祭
前
は
職
員
会
議
後
の
30
分
間
の
研
修
、

文
化
祭
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
の
み
で

し
た
が
、
実
施
し
た
意
味
が
あ
り
ま
し
た
」

　
資
質
・
能
力
育
成
部
部
長
の
北
村
元も

と
の
り教

先
生
は
、
自
身
も
変
化
し
た
と
語
る
。

　「
文
化
祭
当
日
に
は
雨
が
降
り
、
屋
外

で
行
う
予
定
だ
っ
た
仮
装
行
列
を
そ
の
ま

ま
実
施
す
る
か
ど
う
か
の
対
応
に
迫
ら
れ

ま
し
た
。
校
長
、
生
徒
会
役
員
、
係
担
当

の
生
徒
と
私
と
で
話
し
合
っ
た
結
果
、
生

徒
が
校
舎
内
を
練
り
歩
く
と
自
ら
決
断
し

ま
し
た
。
教
師
は
助
言
を
し
ま
し
た
が
、

生
徒
自
身
が
決
め
た
と
い
う
経
験
は
大
き

い
で
す
し
、
資
質
・
能
力
の
育
成
を
意
識

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
生
徒
に

判
断
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
保
護
者
に
も
意
見
を
聞
く
た
め
、
９
月

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
策
定
の
目
的
や
進
捗
状
況
を
説
明

し
、
我
が
子
に
高
校
卒
業
ま
で
に
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
（
図
２
❺
）。
す

る
と
、「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
。

仕
事
で
は
人
前
で
発
表
す
る
機
会
が
多

い
。
自
分
の
経
験
か
ら
、
若
い
時
に
身
に

つ
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
資
質
・

能
力
の
１
つ
」「
柔
軟
性
。
物
事
を
柔
軟 ＊学校資料をそのまま掲載。

３
観
点
で
資
質
・
能
力
を
整
理

各
教
科
の
重
点
項
目
も
挙
げ
る

2019年 11月時点の「育成したい資質・能力」図３

グランドデザインの柱となる３つの観点の検討図４

育成したい資質・能力 資質・能力
育成部

教職員
研修 生徒会 保護者

（PTA役員）
知識・技能

思考力・
判断力・
表現力等

思考力（論理的思考力） ○ ○ ○ ○
俯瞰力 ○
発想力 ○
質問力 ○ ○ ○
判断力 ○ ○ ○
交渉力 ○ ○ ○ ○
企画力 ○ ○
情報収集力 ○ ○
表現力（執筆力・プレゼン力） ○ ○ ○

学びに
向かう力・
人間性等

協働力 ○ ○ ○ ○
柔軟力 ○ ○ ○
忍耐力 ○ ○ ○
アドリブ対応力 ○ ○ ○
自己推進力 ○ ○ ○
チャレンジ精神 ○ ○
好奇心 ○
思いやり ○ ○
学び続ける力 ○ ○ ○
自己肯定感 ○ ○ ○
挑戦する力 ○ ○
行動力 ○ ○ ○
ユーモア力 ○ ○
決断力 ○
社会適応能力 ○ ○

教師・生徒・保護者が挙げた資質・能力のうち、より多かったものを一覧
化した。　　　　　　　　　　　　　　　　＊学校資料を基に編集部で作成。
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に
考
え
ら
れ
れ
ば
、
行
動
力
や
表
現
力
な

ど
、
ほ
か
の
資
質
・
能
力
の
向
上
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
必
要
な
資
質
・
能
力
と
い
う
視

点
で
回
答
し
た
保
護
者
が
多
か
っ
た
。
そ

れ
に
は
、
学
校
か
ら
の
情
報
発
信
や
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
と
、教
務
主
任
の
七な

な
は
ら原

登
先
生
は
語
る
。

　「
各
学
年
と
も
、
学
年
通
信
等
を
通
じ

て
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
や

新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
発
信
し
て
き

ま
し
た
。
保
護
者
は
そ
れ
ら
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
資
質
・
能
力
の
育
成
の
必

要
性
に
共
感
し
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
」

　
そ
し
て
、
収
集
し
た
教
師
・
生
徒
・
保

護
者
の
意
見
を
ま
と
め
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
形
に
す
る
工
程
に
入
っ
た
。

11
月
の
全
教
師
参
加
の
研
修
（
図
２
❻
）

で
は
、
教
師
・
生
徒
・
保
護
者
か
ら
多
く

挙
げ
ら
れ
た
資
質
・
能
力
（
図
３
）
を
「
資

質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
」
で
分
類
。
そ
れ

を
基
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
柱
と
な
る

観
点
を
決
め
る
た
め
、
８
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
各
メ
ン
バ
ー
の
案
を
共
有
し

た
上
で
グ
ル
ー
プ
の
案
を
作
成
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
案
を
、20
年
２
月
の
全
教
師

参
加
の
研
修（
図
２
❼
）で
共
有
し
、グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
案
を
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
自
校
の
教
育
理
念
に
最
も

合
っ
て
い
る
と
多
く
の
教
師
が
納
得
し
た

グ
ル
ー
プ
案（
図
４
）を
基
に
、「
確
か
な

学
力
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」「
豊
か
な
人

間
性
」の
３
つ
を
観
点
に
決
定
。
そ
し
て
、

教
科
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ

の
３
つ
の
観
点
で
資
質
・
能
力
を
分
類
し
、

そ
れ
ら
を
育
成
す
る
た
め
の
各
教
科
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
た
。

　
資
質
・
能
力
育
成
部
で
は
、
２
回
の
研

修
の
結
果
を
踏
ま
え
て
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
、
⓪
確
か
な
学
力
〜
⑭
社
会

適
応
能
力
に
集
約
。
そ
の
中
か
ら
担
当
教

科
で
育
成
を
重
視
す
る
資
質
・
能
力
を
各

教
科
主
任
に
挙
げ
て
も
ら
っ
た
（
図
５
）。

　
そ
う
し
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
案
（
Ｐ
．22
図
１
）
だ
。
３
学

年
主
任
の
山
田
精
一
先
生
は
、
そ
れ
ま
で

の
検
討
過
程
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
３
年
間
、
全
校
で
探
究
学
習
を
推
進

し
て
き
た
結
果
、
私
た
ち
教
師
の
主
体
性

や
協
働
性
な
ど
が
磨
か
れ
て
い
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
枚
岩
で
議
論

が
で
き
、
教
師
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
で
き
ま
し
た
」

　
20
年
度
は
早
々
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
完
成
さ
せ
、校
内
外
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、教
育
目
標
と
し
て
設
定
す
る
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
教

育
活
動
ご
と
に
具
体
的
に
提
示
し
、そ
れ

を
実
践
す
る
予
定
だ（
写
真
）。２
学
年
主

任
の
星
野
亨と

お
る

先
生
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
教
師
が
15
の
資
質
・
能
力
を
意
識
し
、

そ
の
育
成
に
つ
な
が
る
指
導
に
落
と
し
込

む
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、『
探
究
』

の
学
年
末
の
発
表
会
で
は
、
大
学
教
員
か

ら
厳
し
い
指
摘
を
受
け
、
泣
き
出
す
生
徒

も
い
ま
す
が
、
そ
の
挫
折
も
含
め
て
『
探

究
』
な
の
で
す
。
生
徒
が
自
分
の
資
質
・

能
力
を
メ
タ
認
知
し
、
自
身
の
成
長
に
向

け
て
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
教
師
が
ど
う
働

き
か
け
る
か
が
重
要
で
す
。
そ
う
し
た
指

導
を
学
校
全
体
で
で
き
る
よ
う
、
指
導
の

あ
り
方
を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

　
教
師
同
士
で
何
度
も
語
り
合
い
、
生
徒

や
保
護
者
の
声
を
丁
寧
に
聞
い
て
き
た
こ

と
は
、
21
年
度
に
控
え
る
群
馬
県
立
桐
生

女
子
高
校
と
の
統
合
に
も
生
き
て
い
く
だ

ろ
う
と
、
森
泉
校
長
は
語
る
。

　「
探
究
学
習
の
指
導
と
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
検
討
を
通
じ
て
、統
合
後
の
新
し

い
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
土
台
が

で
き
ま
し
た
。
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目

指
し
た
指
導
の
重
要
性
を
理
解
し
た
教
師

は
、
新
し
い
高
校
の
力
強
い
推
進
力
に
な

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

写真　資質・能力を育成するための各
教科や学校行事などでの具体的な取
り組みを、職員室の掲示板で共有した。

校
内
外
へ
の
周
知
と
具
体
的
な

活
動
へ
の
落
と
し
込
み
を
強
化

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

各教育活動で育成を重視する資質・能力図５

育成したい資質・能力 国語 地歴・公民 理科 数学 英語 体育・芸術 探究 部活動 行事
知識・技能 ⓪確かな学力 ○ ○ ○ ○ ○

思考力・
判断力・
表現力等

①思考力（論理的思考力） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
②発想力 ○ ○ ○ ○ ○
③質問力 ○ ○ ○ ○
④判断力 ○ ○ ○ ○ ○
⑤交渉力 ○ ○ ○ ○ ○
⑥表現力（執筆力・プレゼン力） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学びに
向かう力・
人間性等

⑦協働力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑧忍耐力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑨アドリブ対応力 ○ ○
⑩思いやり ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑪学び続ける力 ○ ○ ○ ○
⑫行動力 ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑬ユーモア力 ○
⑭社会適応能力 ○ ○ ○ ○ ○

＊学校資料を基に編集部で作成。
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２
０
１
５
年
９
月
か
ら
日
本
史
の
授
業
で
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
前
川
先
生
。

そ
れ
ま
で
、
教
師
に
よ
る
説
明
中
心
の
授
業
を
受
け
て

き
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
当
初
、
戸
惑
い
の
声
も
上
が
っ

た
と
い
う
。
だ
が
、
授
業
で
の
教
師
か
ら
の
イ
ン
プ
ッ

ト
の
時
間
が
明
ら
か
に
減
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
模

＊１　公益社団法人日本環境教育フォーラムの川嶋直氏が開発した思考整理とプレゼンテーションの手法

福
岡
県
・
私
立
明
光
学
園
中
学
校
・
高
校

◎
「
真
実
に
し
て
、
叡え

い

智ち

に
富
み
、
義
務
を
重
ん
ぜ
よ
」
を
校
訓
に
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
に
基
づ
く
全
人
教
育
を
展
開
。
地
球
的
視
野
で

物
事
を
思
考
し
、
実
行
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。
ま
た
、
様
々

な
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
実
践
的
な
語
学
力
を
育
む
。

◎
設
立
　
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
（
ソ
フ
ィ
ア
、
選
抜
英
語
、
総
合
進
学
、

総
合
音
楽
、
総
合
美
術
の
５
コ
ー
ス
を
設
置
）
／
女
子

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
80
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績（
現
浪
計
）　
国
公
立
大
は
、東
京
芸
術

大
、
九
州
大
、
佐
賀
大
、大
分
大
、
名
古
屋
市
立
大
な
ど
に
合
格
。私
立

大
は
、上
智
大
、法
政
大
、立
教
大
、同
志
社
大
、立
命
館
大
な
ど
に
合
格
。

◎U
R
L

　http://m
eiko.p-kit.com

/

福岡県・私立明光学園中学校・高校
前川修一　まえかわ・しゅういち　

教職歴 21年。同校に赴任して 13 年目。進路指導部長。
高校では、日本史、倫理のほか、
学校設定科目の「キャンパスデザイン」
（キャリア教育）を担当。
アクティブ・ラーニングの実践は２年目になる。

仲
間
と
普
遍
的
な
問
い
に
向
き
合
う
中
で

知
の
統
合
化
を
図
り
、

人
間
的
な
成
長
を
実
現
す
る

9: 50

授業開始の前に、前川先生が各グループに水性マーカー、模
造紙１枚、Ａ４サイズの白色用紙数枚、そして授業プリント
を配布。模造紙はポスター発表、白色用紙はKP法（紙芝居
プレゼンテーション法）（＊１）で使用する。学習の成果をど
ちらの手法で発表するかは、各グループが自由に選択できる。

●
２
年
生
「
日
本
史
」
の
授
業
に
は
、
志
望
進
路
が
異
な
る
複
数
の
コ
ー
ス
か

ら
生
徒
が
参
加
。
こ
の
日
は
元
禄
文
化
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、「
元
禄
期
の

文
学
」「
儒
学
の
興
隆
」「
諸
学
問
の
発
達
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
別
に
グ
ル
ー
プ

活
動
を
行
い
、
最
後
に
一
人
ひ
と
り
が
「
あ
な
た
が
元
禄
の
人
な
ら
、
文
化
と

ど
う
か
か
わ
っ
た
か
？
」
を
考
え
た
。（
P.
　29
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

日本史

実践

細
か
な
知
識
の
収
集
よ
り
も

「
思
考
の
ひ
っ
か
か
り
」
を
重
視

前
川
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

授業を進化！

思考を深化！

授業開始

本誌 2016 年 6 月号掲載

人気記事を Playback

P.26 ～29 は、本 誌 2016 年６月号 
「授業を進化！　思考を深化！　実践
アクティブ・ラーニング」（Ｐ.32～35）
を再掲載しています。

26 June 2020

0-01-J-22041-000 2020 年度VIEW21高校版 6月号 26頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
06/02
中田

再
念
校
06/11
木村 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P26-31_view21koukou-6g.indd   26 2020/06/11   14:46



試
や
校
内
テ
ス
ト
の
結
果
が
悪
化
す
る
こ
と
は
な
く
、

む
し
ろ
記
述
式
の
問
題
に
最
後
ま
で
解
答
す
る
生
徒
が

増
え
る
な
ど
、
思
考
に
粘
り
強
さ
が
生
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
生
徒
も
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　「
授
業
で
の
知
識
の
イ
ン
プ
ッ
ト
が
減
っ
て
も
成
績

が
落
ち
な
い
の
は
、授
業
内
で
『
思
考
の
ひ
っ
か
か
り
』

が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
今
日
の
授
業
だ
け
で
『
元
禄
文
化
が
整
理
さ
れ

た
』
と
言
い
切
れ
る
生
徒
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
授
業
の
１
シ
ー
ン
や
誰
か
の
言
葉
な
ど
、
何
か
心

に
残
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
後
日
、
定
期
考
査
な
ど
の

勉
強
で
教
科
書
や
プ
リ
ン
ト
に
戻
っ
た
時
に
、
理
解
の

進
み
方
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
授
業
で
行
う
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、生
徒
は
授
業
の
中
で
も
、他
者
と
も
っ

と
知
的
に
、
密
接
に
つ
な
が
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ

と
に
、
教
師
で
あ
る
自
分
自
身
が
気
づ
い
た
こ
と
も
大

き
な
成
果
だ
と
前
川
先
生
は
語
る
。

　「
ど
の
生
徒
も
学
び
た
が
っ
て
い
ま
す
し
、
自
分
の

考
え
を
話
し
た
が
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、授
業
の
ス
ピ
ー

ド
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
り
、
教
師
や
ほ
か
の
生
徒

の
目
を
気
に
し
た
り
し
て
、
思
う
よ
う
に
発
言
で
き
な

か
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。
グ
ル
ー
プ
活
動
に
慣
れ
た
今

で
は
、
生
徒
は
自
分
と
違
う
ペ
ー
ス
、
観
点
で
思
考
す

る
人
と
の
協
働
作
業
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
授
業
中
の

居
眠
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
教
壇
に
立
つ
私
も
、

生
徒
同
士
が
つ
な
が
っ
た
学
び
を
支
援
す
る
と
い
う
こ

れ
ま
で
に
は
な
い
喜
び
を
味
わ
え
て
い
ま
す
」

　
前
川
先
生
の
授
業
で
は
、「
個
別
で
の
知
識
の
収
集
」

よ
り
も
「
集
団
で
の
知
識
の
統
合
」
を
重
視
し
て
い
る
。

こ
の
日
も
、
前
川
先
生
に
よ
る
前
回
の
授
業
の
振
り
返

り
は
、
Ｋ
Ｐ
法
を
用
い
て
簡
潔
に
行
わ
れ
、
そ
の
分
、

グ
ル
ー
プ
で
の
ま
と
め
、
発
表
に
多
く
の
時
間
が
割
か

れ
た
。

　「
他
者
と
話
し
合
い
、
説
明
す
る
こ
と
で
、
知
が
統

合
さ
れ
、自
分
の
中
に
知
識
が
定
着
し
ま
す
。
だ
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
活
動
に
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
せ
た
い
の

で
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
一
番
重
要
な
こ

と
は
、
と
も
に
学
ぶ
他
者
が
存
在
す
る
こ
と
で
す
。
自

分
１
人
で
分
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
る
の
で
は
な
く
、

誰
か
と
相
談
し
た
り
、誰
か
に
説
明
し
た
り
す
る
な
ど
、

他
者
と
の
関
係
の
中
で
学
び
が
成
立
す
る
こ
と
に
大
き

な
意
味
が
あ
り
ま
す
」

　
今
回
の
授
業
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
異
な
る
テ
ー

マ
を
深
め
て
い
っ
た
た
め
、
個
々
の
生
徒
が
理
解
す
る

の
は
、
基
本
的
に
は
自
分
が
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
担

当
テ
ー
マ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
担
当

テ
ー
マ
を
じ
っ
く
り
考
察
し
て
歴
史
の
捉
え
方
を
つ
か

む
こ
と
で
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
聞
い
た
時
に

全
体
像
が
理
解
し
や
す
く
な
り
、
後
日
、
テ
ス
ト
勉
強

な
ど
で
教
科
書
や
プ
リ
ン
ト
に
戻
っ
た
時
の
全
体
理
解

が
一
気
に
深
ま
る
と
前
川
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
と
併
せ
て
、発
表
に
対

生徒が４、５人ずつ、合計３つのグループに分かれて、各
グループが「元禄期の文学」「儒学の興隆」「諸学問の発達」
の中から１テーマを担当してまとめる。前川先生は机間巡
視しながら、「大枠をつかめばいいよ」「教科書の内容をそ
のまま写しても意味がないよ」と生徒に声をかける。

10: 02 9: 52

前回の授業時に生徒が10文字以内で記述した「中学社会」
の記憶に基づく「元禄の印象」を、前川先生が白色用紙に箇
条書きし、それを黒板に貼りながら前時の振り返りを行った。
その後、この日の授業での最終的な問いである「あなたが
元禄の人なら、文化とどうかかわったか？」を生徒に提示。

仲
間
と
、
そ
し
て
教
師
と

学
び
合
い
な
が
ら
知
を
統
合
す
る

グループ活動 前時の振り返りと本時の問いの提示

27  June 2020
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す
る
私
の
質
問
を
聞
く
こ
と
で
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の

ま
と
め
た
内
容
が
理
解
で
き
た
り
、
全
体
像
に
関
心
を

持
っ
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
教
科
書
に
書

い
て
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
よ
う
な
質
問
で
は
な
く
、

人
間
の
営
み
を
普
遍
的
に
考
え
る
よ
う
な
問
い
を
心
が

け
て
い
ま
す
」

　
授
業
の
成
果
と
し
て
、「
思
考
の
ひ
っ
か
か
り
」
を

そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
川
先
生
は

「
10
文
字
以
内
で
の
記
述
」
を
し
ば
し
ば
生
徒
に
求
め

る
。
例
え
ば
、
今
回
の
授
業
の
冒
頭
で
行
わ
れ
た
前
回

の
授
業
の
振
り
返
り
で
は
、
元
禄
時
代
の
印
象
を
「
娯

楽
が
多
い
」「
学
問
が
発
達
」「
文
化
の
担
い
手
が
多
彩
」

な
ど
、
様
々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
し
た
が
、
そ
れ
ら
は

全
て
、
前
回
の
授
業
後
に
生
徒
が
提
出
し
た
「
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
」
の
中
か
ら
前
川
先
生
が
抽
出
し
た

も
の
だ
。

　「
10
文
字
以
内
と
区
切
る
の
は
、
だ
ら
だ
ら
と
考
え

さ
せ
た
く
な
い
か
ら
で
す
。
10
文
字
と
い
う
制
限
が
あ

る
こ
と
で
、
本
当
に
言
い
た
い
こ
と
、
大
切
な
こ
と
を

見
抜
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
ま
た
、
毎
回
の
授
業
で
提
示
す
る
「
問
い
」
も
、
生

徒
の
思
考
が
深
ま
る
も
の
で
あ
る
よ
う
、
十
分
配
慮
す

る
。
今
回
の
授
業
で
の
「
あ
な
た
が
元
禄
の
人
な
ら
、

文
化
と
ど
う
か
か
わ
っ
た
か
？
」
と
い
う
問
い
も
、「
深

く
考
え
た
く
な
る
よ
う
な
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
肝
心
」
と
前
川
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
歴
史
的
思
考
力
を
培
う
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、

現
代
的
な
視
点
で
す
。
だ
か
ら
、
私
は
『
自
分
だ
っ
た

ら
ど
う
す
る
か
』
を
よ
く
生
徒
に
問
い
ま
す
」

　
前
川
先
生
の
授
業
で
特
に
印
象
的
な
の
は
、
グ
ル
ー

プ
活
動
に
取
り
組
む
生
徒
が
盛
ん
に
声
を
か
け
合
う
こ

と
だ
。
活
動
の
終
盤
、
発
表
に
向
け
て
ま
と
め
を
行
う

実際に絵巻物を見ながら授業を行うこともある。「絵画資料
は、生徒が考えたくなる問いを立てるのに便利」という前
川先生。16年度は、絵画資料を生かしたアクティブ・ラー
ニングの研究を進めるという。

10: 20

深
く
考
え
た
く
な
る
問
い
を
投
げ
か
け

短
い
言
葉
で
ま
と
め
さ
せ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

各グループ最大3分で発表を行う。ポスター発表を選んだの
は１グループ、KP 法を選んだのは 2グループ。グループの発
表が終わる度に、前川先生は間違いがあれば指摘し、さらに、
「なぜ、同じ儒学がこんなにいろいろな派に分かれたの？」な
どと、教科書には答えが載っていない質問を生徒にぶつけた。

10: 15

グループ活動開始から10分が過ぎた頃から、各グループで
の発表準備が佳境を迎える。各グループは、「あ、ごめん！」
「大丈夫、大丈夫！」、「やばい！」「ＯＫ、いけるよ！」な
どと声をかけ合いながら作業を進める。前川先生は「細か
いことは書かないでいいよ！」とさらに声をかける。

グ
ル
ー
プ
意
識
の
徹
底
で

安
心
・
安
全
な
学
び
の
場
が
で
き
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

各グループの発表 グループ活動が佳境に
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授業デザインシート

【教科・科目】日本史Ｂ	
【分野・単元】幕藩体制の展開	
【テーマ・作品】元禄文化	

【設定時数】10 時間中の９時間目	
【本時全体の目標】元禄文化の特徴をつかむ

時
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
書
き
損
じ
た
生
徒
が
「
ご

め
ん
！
」
と
口
に
す
る
と
、ほ
か
の
生
徒
が
次
々
に
「
い

い
よ
！
」「
大
丈
夫
！
」
と
即
座
に
返
し
、別
の
グ
ル
ー

プ
で
は
、「
時
間
、
ま
だ
あ
る
よ
」
な
ど
と
互
い
に
励

ま
し
合
う
声
が
聞
こ
え
た
。

　「
短
時
間
で
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
る
た
め
に
は
、
下

書
き
を
し
て
い
る
と
間
に
合
い
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
ん
ど

ん
と
書
き
進
め
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。最
初
は
、

な
か
な
か
手
が
動
か
ず
、
時
間
内
に
ま
と
め
ら
れ
な
い

グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
で
協

力
し
て
１
つ
の
も
の
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
意
識
が
徹

底
し
て
く
る
と
、
作
業
が
は
か
ど
る
よ
う
に
な
り
、
声

か
け
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
授
業
で
は
、
自

分
の
力
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
の
力
で
問
い
に
向
き
合

え
ば
よ
い
の
だ
と
私
が
繰
り
返
し
説
明
す
る
こ
と
で
、

授
業
は
生
徒
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
場
へ
と
変
容
し

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、『
ご
め
ん
』『
大
丈
夫
』
と
い
っ

た
や
り
取
り
が
可
能
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
認

め
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ

た
場
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
よ
り
よ
い
意
見
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
も
、
生
徒
は
体
験
的
に
理
解
し
て
い
ま
す
」

　
教
科
の
学
び
と
社
会
で
生
き
る
た
め
の
力
の
育
成
が

並
行
し
て
い
る
こ
と
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
魅
力
で
あ
る
と
語
る
前
川
先
生
。

　「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
む
前
は
、

そ
れ
が
遠
回
り
の
指
導
の
よ
う
に
思
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
の
人
間
的
な
成
長
と
い
う
意
味

で
は
、一
番
の
近
道
な
の
だ
と
今
は
確
信
し
て
い
ま
す
」

＊前川先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

学習内容

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標（身に
つけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の

「学力の３要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための指導内容
教師による
発問・働きかけ
の内容

教師が特に
観察・配慮
すべき点

授業の目的と目標

この授業の目的、及
び目標を理解し、授
業の達成点をどこに
置くか確認する。

•技能
•主体性

【教師】この授業の目的、及び目標を理解できる
よう、授業の達成点をどこに置くか分かりやすく
提示する。　
【生徒】この授業の目的、及び目標を理解し、授
業の達成点がどこか確認する。

短く端的に、分か
りやすく提示する。

先週の問いとその答え
を共有する

•振り返る力
•オープンクエスチョ
ンにより促される
歴史的思考力

•思考力

【教師】前時に考えたことを共有させ、元禄という
時代を「自分事」として考えさせ、歴史的思考力
を培う。
【生徒】自分以外の生徒がどう考えたのか認識す
ることにより、自分の考えをさらに深める。

前時の問いに
みんながどう
答えたか見て
みよう。

本時の導入につな
がっている点を共
有する。

元禄文化の特色
（講義）及び
本日の問い

•傾聴することによ
り思考を整理する
力
•オープンクエスチョ
ンにより促される
歴史的思考力

•知識
•思考力

【教師】KP 法（紙芝居プレゼンテーション法）を
用いて、元禄文化の特色について簡単に講義す
る。本日の問いを投げかける。　　
【生徒】講義を傾聴し、疑問点を整理する。出さ
れた本日の問い（「あなたが元禄の人なら、文化
とどうかかわったか？」）を考え始める。

あなたが元禄
の人なら、文
化とどうかか
わったか？

KP 法を用いて、文
化全体の概観が次
の作業につながる
ように心がける。

元禄文化の諸要素　
「文学」「儒学」「諸学問」

について学ぶ①
【エキスパート活動】

仲間と協力して知識
を整理し、アウトプッ
トに努め、課題を解
決する力

•知識
•思考力
•判断力
•主体性
•多様性
•協働性

【教師】グループ学習・発表のやり方を説明し、机
間巡視とともに適宜介入して作業を促す。
【生徒】４人グループをつくり、元禄時代の「文学」
「儒学」「諸学問」についてまとめ、グループで発
表の準備をする。発表の仕方については、ポスター
または KP 法（紙芝居プレゼンテーション法）の
どちらかを選ぶ。

何を見てもよ
いです。時間
内に終わらせ
よう。図式化
大歓迎！

作業する人としな
い人に分かれない
ように、細かく分
担させる。

元禄文化の諸要素
「文学」「儒学」「諸学問」

について学ぶ②
【ポスターツアー
（KPPT）】

仲間と協力して知識
を整理し、課題に対
する答えを表現する
力

•表現力
•主体性
•多様性
•協働性

【生徒】４人グループでポスターまたは KPPT（KP
法によるポスターツアー）の方法で数分ずつ発表
する。発表しないグループは傾聴し、適宜質問す
る。
【教師】生徒からの質問が出ない場合は適宜、オー
プンクエスチョンによる質問を投げかけ、次時ま
でに考えさせる。

なぜ、儒学は
多くの学派に
分かれたの？
（などの質問
を適宜ぶつけ
思考を促す）

発表するグループ
と、聴く側のグルー
プが学び合えるよ
うに質問を促し、
思考がさらに深ま
るよう教師からも
質問する。

確認テスト

•知識を整理し、定
着する力
•仲間と協力して、
問題を解決する力

•知識
•思考力
•判断力

【生徒】　
•まず個人で思考する。
•分からなかったら仲間に聞く。聞かれた生徒は
自分の考えを説明する。
•チームで満点を目指す。

チームで満点
を目指そう！

チームで満点を取
れるよう促し、達
成感を持たせる。

リフレクション
•課題を考える力
•全体を振り返り、
整理する力

•思考力
•主体性

【生徒】　
•全体を振り返り、知識の定着を図る　
•次時への課題・関心につなげる

「質より量」を意識
させ、なるべく多く
の言葉を記させる。

前川先生の授業に、その後どのような変化が？
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本
誌
２
０
１
６
年
６
月
号
の
本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
た

前
川
修
一
先
生
は
、
現
在
、
福
岡
県
立
あ
り
あ
け
新し

ん
せ
い世
高

校
に
勤
務
し
て
い
る
。
前
回
の
取
材
後
か
ら
、
授
業
展
開

の
基
本
構
造
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
指
導
方
法
の
面
で

は
い
く
つ
か
の
新
し
い
試
み
を
行
っ
て
き
た
。

　
そ
の
1
つ
が
、16
年
９
月
頃
か
ら
取
り
入
れ
て
い
る「
看

図
ア
プ
ロ
ー
チ
」
だ
。
そ
れ
は
、
授
業
の
導
入
に
絵
や
写

真
な
ど
の
史
料
を
提
示
し
、
生
徒
に
「
こ
の
絵
の
登
場
人

物
は
何
を
し
て
い
る
と
思
う
？
」
な
ど
と
問
い
か
け
、
い

く
つ
か
の
選
択
肢
の
中
か
ら
答
え
さ
せ
て
い
く
方
法
だ
。

　「
絵
や
写
真
を
見
て
、
自
分
な
り
に
想
像
し
て
選
択
肢

を
選
ぶ
こ
と
は
、
予
備
知
識
が
な
く
て
も
で
き
ま
す
。
授

業
の
導
入
に
用
い
る
こ
と
で
、
学
力
に
関
係
な
く
、
す
べ

て
の
生
徒
が
無
理
な
く
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」

　
加
え
て
同
時
期
に
、
単
元
ご
と
に
メ
イ
ン
・
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｑ
）
と
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
・
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
（
Ｆ
Ｑ
）
を
設
定
し
、
そ
の
２
つ
を
場
面
に
応
じ
て
使

い
分
け
て
生
徒
に
問
い
か
け
る
こ
と
も
取
り
入
れ
た
。
Ｍ

Ｑ
は
、
そ
の
単
元
で
学
ぶ
べ
き
テ
ー
マ
を
端
的
に
示
し
た

問
い
で
、
Ｆ
Ｑ
は
、
そ
の
単
元
で
の
学
び
を
通
じ
て
、
生

徒
に
社
会
の
あ
り
方
や
自
身
の
生
き
方
を
考
え
て
も
ら
う

福岡県立ありあけ新世高校
◎校訓「自律・自彊・飛躍」の下、「新世生よ、
人生のプロデューサーたれ！」を校是とし、充実
した高校生活を送ることによって、社会で自立で
きる力を育む。
◎設立　2003（平成15）年　◎形態　全日制・総
合学科／定時制・普通科／共学　◎生徒数　全校
生徒 502人　
◎2020年度進路実績　進学124人、就職 30人。
◎URL　http://ariakeshinsei.fku.ed.jp/Default2.aspx

福岡県立ありあけ新
しんせい

世高校

前川修一　まえかわ・しゅういち　

教職歴 25 年。同校に赴任して２年目。教務主任。定
時制１学年担任。地理歴史・公民科。担当科目である
日本史の授業にアクティブ・ラーニングの視点をいち早
く導入。学校を超えて多様な教師が集まり、授業改善
について考える研修会を継続的に開催することで、全
国の高校教師のネットワークづくりにも貢献している。

単元名
メイン・クエスチョン

（ＭＱ）
ファンダメンタル・クエスチョン

（ＦＱ）

文化の
始まり

旧石器・縄文・弥生の
各文化を分けるものは何
か？

人は、なぜ便利な暮らしを
追い求めようとするのか？

農耕社会
の成立

倭の小国の王たちは、
なぜ中国に使者を送った
のか？

外国（人）とつき合う時に
大事なことは何か？

古墳と
ヤマト政権

古墳時代を３つに区分す
る理由は何か？

リーダーが部下を従わせる
時に気を配ることは何か？

飛鳥の
朝廷

飛鳥の朝廷が目指した
国づくりは、具体的にど
んなことか？

外国とのつき合いは、国内
政治にどのような影響をも
たらすか？

＊『歴史教育「再」入門』（前川修一・梨子田喬・皆川雅樹編、清水書院、
2019.12）を基に編集部で作成。

図 1 メイン・クエスチョンとファンダメンタル・クエスチョンの例

よ
り
根
源
的
な
問
い
で

歴
史
を
「
自
分
事
」と
し
て
捉
え
さ
せ
、

自
ら
思
考
を
深
め
る
力
を
育
む

日本史

実践

生
徒
が
よ
り
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、

授
業
の
導
入
を
工
夫
し
、問
い
を
使
い
分
け
る

前
回
の
取
材
後
か
ら
の
授
業
の
変
化

追跡！　授業のその後

2016 年 6月号に登場
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た
め
の
よ
り
根
源
的
な
問
い
だ
（
図
１
）。

　「
歴
史
を
遠
い
過
去
の
出
来
事
と
し
て
で
は
な
く
、
自

分
の
あ
り
方
や
生
き
方
に
も
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
『
自

分
事
』
と
し
て
捉
え
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
生
徒
に
Ｍ
Ｑ

と
一
緒
に
Ｆ
Ｑ
も
問
い
か
け
て
い
ま
す
。
生
徒
が
授
業
後

に
提
出
す
る
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
見
る
と
、
回
数

を
重
ね
る
ご
と
に
記
述
量
が
増
え
、
そ
の
内
容
も
、
授
業

で
学
ん
だ
こ
と
を
現
代
の
社
会
問
題
や
自
分
の
生
き
方
に

結
び
つ
け
て
記
述
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
考
え
を
深

め
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
」

　
前
川
先
生
の
現
任
校
で
あ
る
定
時
制
高
校
に
は
、
学
ぶ

意
欲
を
な
か
な
か
持
て
な
い
生
徒
が
少
な
く
な
い
。
そ
う

し
た
生
徒
が
、
授
業
に
「
参
加
」
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を

「
理
解
」「
習
得
」
し
、
そ
の
内
容
を
「
活
用
」
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
授
業
を
い
か
に
つ
く
れ
ば
よ
い
の
か
。

前
川
先
生
は
赴
任
当
初
、
生
徒
の
状
況
に
即
し
た
授
業
デ

＊１　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、そこ
で得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。　＊２　「新しい時代にふさわしい
高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について（答申）」のこと。

ザ
イ
ン
を
新
た
に
考
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

授
業
を
進
め
る
う
ち
に
、定
時
制
で
求
め
ら
れ
る
指
導
は
、

明
確
に
体
系
化
し
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
、
既
に
前
任
校

で
実
践
し
て
い
た
も
の
と
同
じ
だ
と
気
づ
い
た
。そ
こ
で
、

授
業
を
４
段
階
に
整
理
し
、
各
段
階
に
適
し
た
方
法
を
工

夫
し
て
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
た
（
図
２
）。

　「
次
第
に
学
び
に
意
欲
的
に
な
っ
て
い
く
生
徒
の
姿
を

見
て
、
生
徒
の
学
び
の
段
階
に
応
じ
て
、
き
め
細
か
く
支

援
し
て
い
け
ば
、
ど
の
よ
う
な
学
校
で
あ
っ
て
も
、
限
ら

れ
た
授
業
時
間
内
で
よ
り
深
い
学
び
へ
と
誘
う
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」

　
前
川
先
生
は
、
14
年
の
高
大
接
続
改
革
答
申
（
＊
２
）

で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
が
提
唱
さ
れ
た
頃

か
ら
、そ
の
実
践
研
究
を
進
め
て
き
た
。背
景
に
は
、教
師

に
よ
る
講
義
型
の
授
業
だ
け
で
は
、生
徒
の
学
習
意
欲
や

思
考
力
を
伸
ば
す
こ
と
へ
の
行
き
詰
ま
り
感
が
あ
っ
た
。

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授

業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
多
様
な
教
育
関
係
者

と
情
報
交
換
を
重
ね
、
ま
た
、
書
籍
な
ど
で
最
新
の
指
導

理
論
や
方
法
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
効
果
が
期
待
で
き
そ

う
な
方
法
を
、
積
極
的
に
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。

看
図
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
協
同
学
習
の
研
究
者
と
し
て
知
ら

れ
る
鹿し

か
な
い内
信の

ぶ
よ
し善
教
授
（
現
・
天
使
大
学
）
か
ら
直
接
学
び
、

そ
の
方
法
を
習
得
し
た
。

　
福
岡
県
の
公
立
高
校
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
影
響
で
、
５
月
17
日
ま
で
臨
時
休
業
だ
っ
た
。

１
学
年
担
任
の
前
川
先
生
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を

使
っ
た
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
行
う
中
で
、
学
級
づ
く
り
の
導

入
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
有
効
性
を
感
じ
た
と
語
る
。

　「
定
時
制
に
は
、過
去
に
不
登
校
を
経
験
す
る
な
ど
、
人

と
の
か
か
わ
り
が
苦
手
な
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、
ほ
か
の
生
徒
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
な

く
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
た
め
、
新
し
い

人
間
関
係
に
徐
々
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
」

　
看
図
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
で
用
い
る
史
料
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
示
す
こ
と
が
で
き
た
り
、生
徒
同
士
の
意
見
交
換
も
、

生
徒
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
行
う
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
授
業
に
お
い

て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
有
効
性
を
実
感
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
今
ま
で
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

展
開
す
る
こ
と
は
、
十
分
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、学
校
が
再
開
し
た
今
、授
業
時
数
の
確
保
が
課
題

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
前
川
先
生
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　「
仮
に
授
業
時
数
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
通
じ
て
、
授
業
で
学
ん

だ
内
容
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
自
ら
問
い
を
深
め
て
い

け
る
力
を
身
に
つ
け
た
生
徒
は
、
限
ら
れ
た
授
業
時
数
の

中
で
も
深
い
学
び
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
授
業

を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、強
く
感
じ
て
い
ま
す
」

活用

図２ 授業展開の各段階と主な方法

段階 主な方法

看図アプローチ
授業に参加しやすくなるよう、ビジュアルテキス
トを基に、選択肢で生徒に問いかける。問いを重
ねるごとに、より本質的で深い学びにつなげる。

知識構成型ジグソー法（＊１）
史料を基に、生徒同士の対話的な学びで、学習内
容の理解を深めることを目指す。
MQ・FQ
２つの問いを使い分け、生徒に当事者意識を持た
せて、思考を深めさせる。

KP法（紙芝居プレゼンテーション法）
教師が説明するだけでなく、生徒自身に学んだこ
とをまとめ、発表させることで、習得を確かなも
のにし、また、習得事項を活用する力を育む。

参加

理解

習得

＊前川先生の取材を基に編集部で作成。

教
育
関
係
者
と
の
情
報
交
換
や
書
籍
な
ど
で

学
び
、
新
た
な
方
法
を
積
極
的
に
導
入

授
業
の
変
化
の
背
景

自
ら
問
い
を
深
め
る
力
が
あ
れ
ば
、

限
ら
れ
た
時
間
で
も
深
い
学
び
は
で
き
る

今
後
の
展
望
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宮
城
県
気け

仙せ
ん

沼ぬ
ま

高
校
は
、
２
０
１
８
年
の
同
気
仙
沼

西
高
校
と
の
統
合
に
備
え
て
、新
た
な
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
き
た
。地
域
の
実
情
や
生
徒
の
課
題
を
整
理
し
、

育
て
た
い
生
徒
像
を
語
り
合
う
中
で
、
課
題
の
１
つ
に

挙
が
っ
た
の
が
、進
路
選
択
に
お
い
て
主
体
性
が
乏
し

い
生
徒
が
多
い
こ
と
だ
っ
た
。研
究
企
画
部
Ｓ
Ｇ
Ｈ
主

任
の
鈴
木
悠
生
先
生
は
、
当
時
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「こ
の
地
域
に
は
大
学
が
な
く
、
都
市
部
か
ら
離

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
昔
か
ら
生
徒
に
と
っ
て
大

学
は
身
近
な
存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
も
、
教
師
か
ら
の
情
報
提
供
を
待
つ
だ
け
の
受
け

宮城県気仙沼高校と同鼎
かなえ

が浦高
校が統合して開校。2018 年度、
同気仙沼西高校と統合し、市内唯
一の県立普通科高校となった。防
災教育や志教育、地方創生につな
がる学習、自主参加形式の英語学
習など、多様な教育活動を展開。

設立	 2005（平成 17）年

形態	 全日制・定時制／普通科／共学

生徒数	 １学年約 240人

2020年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、北海道教育大、
弘前大、岩手大、東北大、宮城教育大、山形大、福島大、東京海洋大、
宮城大などに 42人が合格。私立大は、東北学院大、慶應義塾大、
東京理科大、法政大、明治大、早稲田大などに延べ182人が合格。

住所	 〒988-0051　宮城県気仙沼市常楽 130

電話	 0226-24-3400

Web site	 https://kesennuma-h.myswan.ed.jp

No.267

P R O F I L E

学
校
で
し
か
で
き
な
い
学
び
と
し
て
、

探
究
学
習
を
教
育
活
動
の
柱
に

地
域
の
課
題
と
向
き
合
う

探
究
学
習
を
学
校
全
体
で
推
進
し
、

自
ら
考
え
行
動
す
る
生
徒
を
育
成

宮
城
県
気け

仙せ
ん

沼ぬ
ま

高
校

探
究
学
習

変革のステップ

• 進路選択において主体性が乏しい生徒が多かった

•進路の多様化に対応し、地域を「内」と「外」か
ら見る視点を養う必要があった

背景と課題

実践内容

• 生徒の主体性が向上し、自主的な活動が活発に。
卒業後に学びたいこと、進みたい道が明確になり、
教科学習にも能動的に取り組むようになった

•学校全体に探究学習を推進する機運が高まった

成果と展望

•生徒や地域の課題を整理し、育てたい生徒像を議
論　教師間で話し合い、育成を目指す9つの資質・
能力を設定

•１年生全員が対象の「地域社会研究」を導入	
ＳＧＨ（＊1）の指定を受け、１年生全員が学校
設定科目「地域社会研究」で探究学習に取り組む

•生徒の様子から探究学習の指導を模索　生徒一人
ひとりと向き合い、生徒の状況や考えに合わせて
声かけ・働きかけを工夫しながら、探究学習の指
導のあり方を体得

＊1　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。
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身
の
生
徒
が
多
く
、
進
路
選
択
で
は
、
偏
差
値
以
外

の
尺
度
を
持
た
な
い
生
徒
や
保
護
者
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
本
校
に
は
、
進
学
な
ど
で
地

域
を
離
れ
た
後
も
『
外
』
か
ら
地
域
に
貢
献
す
る
人

材
と
、
就
職
で
地
域
に
残
っ
た
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た

り
し
て
、『
内
』
か
ら
地
域
を
支
え
る
人
材
の
両
者
を

育
成
す
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。
地
域
を
外
と
内
か
ら

見
る
視
点
を
育
む
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、変
化
し
続
け
る

社
会
や
大
学
入
試
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
質
・

能
力
を
し
っ
か
り
と
育
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
、探
究

学
習
を
教
育
活
動
の
柱
に
据
え
た
と
、統
合
前
か
ら
同

校
の
教
頭
を
務
め
て
い
た
狩か

の野
秀
明
校
長
は
語
る
。

　「
生
徒
に
、
自
ら
情
報
を
収
集
す
る
経
験
を
積
ま

せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
知
識
・
技
能
は
、

学
校
外
の
学
習
で
も
習
得
で
き
ま
す
が
、
答
え
が
１

つ
で
は
な
い
問
い
に
つ
い
て
、
生
徒
同
士
が
話
し
合

い
、
合
意
形
成
を
し
な
が
ら
答
え
を
見
い
だ
す
探
究

学
習
は
、
学
校
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
統
合
後
は
学

力
や
希
望
進
路
が
一
層
多
様
化
す
る
と
予
想
さ
れ
ま

し
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
学
び
を
学
校
全

体
で
推
進
す
べ
き
だ
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
」

　
同
校
は
、
全
国
の
探
究
学
習
の
先
進
校
を
視
察
し
た

上
で
、
自
校
に
お
け
る
探
究
学
習
の
検
討
を
始
め
た
。

ま
ず
、
育
成
を
目
指
す
９
つ
の
資
質
・
能
力
を
設
定
し
、

教
育
活
動
ご
と
に
各
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
場
面
を

示
し
た
「
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
表
」（
図
１
）
を
作
成
。

１
年
次
は
、
全
員
が
学
校
設
定
科
目
「
地
域
社
会
研
究
」

で
、
希
望
進
路
に
よ
っ
て
３
つ
の
類
型
に
分
か
れ
る
２

年
次
以
降
は
、「
創
造
類
型
」
が
「
課
題
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
」、

そ
の
他
の
類
型
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
、
探

究
学
習
を
行
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
た
。
そ
し
て
、
Ｓ

Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
た
16
年
度
、
探
究
学
習
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
そ
の
進
め
方
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

　
１
年
次
の
地
域
社
会
研
究
で
は
、
防
災
・
産
業
・
人
間
・

文
化
・
自
然
の
５
領
域
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
、
同
じ

領
域
を
選
ん
だ
生
徒
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
地
域

に
関
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
研
究
す
る
。
ま
ず
、
５

月
に
行
わ
れ
る
５
領
域
の
各
専
門
家
に
よ
る
講
演
で
、

地
域
の
課
題
へ
の
理
解
を
深
め
る
。
生
徒
が
本
気
で
取

り
組
む
た
め
に
は
、
実
際
の
社
会
課
題
に
触
れ
る
こ
と

身
近
な
地
域
か
ら
課
題
を
見
い
だ
し
、

地
域
と
連
携
し
て
研
究
に
取
り
組
む

育てる
資質・能力

事業名・
事業内容

基礎的・基本的な知識・技能
思考力

批判的思考力・科学的思考力 総合的思考力・未来思考力

•基盤となる精選された知識・
技能

•学ぶ力（学ぶ意義や学び方）
の育成

•合理的、客観的な情報や公平
な判断に基づいて本質を見抜
き、建設的・発展的に思考・
判断する力

•自然や社会システムを理解し、
目的や課題を明らかにして、
多面的・総合的に考える力
•過去や現在を踏まえ、ある
べき未来像を創造し、シミュ
レーションして計画する力

地
域
社
会
研
究
（
１
年
）

①科学的研究の
過程の理解
①科学的研究の
仕方を学ぶ
①地域理解講座
①発表会（ポス
ターセッショ

①［海］海とのかかわりで、地
域の基本的な課題を理解する

①［課題設定］中学校での学習
や予備調査・講義に基づいて
地域課題を設定する

①［研究計画］具体的な研究計
画を立てる

①［海］海とかかわる地域課題
について、教科横断的に知識
を使い、科学的に研究する

①［課題設定］科学的に解決可
能な課題を設定する

①［研究実行］科学的手法を理
解する

①［まとめ・発信］科学的に、
分かりやすくまとめ、未解決
な課題を明確化する

教
頭高

瀬
琢
弥
　た
か
せ
・
た
く
や

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
生
徒

の
心
に
火
を
つ
け
、
地
域
復
興
の
人
材
を
育
成
し
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
を
目
指
す
」

進
路
指
導
部
長

菅
原
裕
行
　す
が
わ
ら
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
25
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。数
学
科
。

「
生
徒
が
自
分
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
進
路

指
導
を
通
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」

研
究
企
画
部
Ｓ
Ｇ
Ｈ
主
任

鈴
木
悠
生
　す
ず
き
・
ゆ
う
せ
い

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
理
科
。

「
理
想
を
抱
く
こ
と
。
生
徒
の
、
世
界
の
未
来
に
種

を
ま
く
。
よ
い
も
の
を
み
ん
な
で
」

研
究
企
画
部
、
地
域
社
会
研
究
担
当

揚
野
耕
平
　あ
げ
の
・
こ
う
へ
い

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
英
語
科
。

「
生
徒
と
の
対
話
を
重
視
し
、生
徒
が
主
体
性
を
持
っ

て
何
事
に
も
挑
戦
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
」

主
幹
教
諭
、
研
究
企
画
部
長

小
松
代
晃
匡
　こ
ま
つ
し
ろ
・
て
る
ま
さ

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
。「
創
造
性
豊
か
で
、高
い
志
を
持
っ

た
人
材
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
た
い
」

校
長狩

野
秀
明
　か
の
・
ひ
で
あ
き

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
教
師

が
夢
を
語
ら
ず
、
誰
が
語
る
の
か
。
全
国
に
誇
れ

る
学
校
を
、
今
い
る
先
生
方
と
つ
く
り
た
い
」

「スモールステップ表」では、教育活動ごとに９つの資質・能力それぞれを育成する場面を明確化した。
＊学校資料を基に編集部で作成。「スモールステップ表」の全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
（https://berd.benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

育成を目指す９つの資質・能力と「スモールステップ表」（抜粋）図１

［育成を目指す資質・能力］　①基礎的・基本的な知識・技能、②批判的思考力・科学的思考力、③
総合的思考力・未来思考力、④語学力（英語力も含む）、⑤言語的コミュニケーション力、⑥情報活
用力、⑦多様性、⑧協働性、⑨行動力
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が
不
可
欠
と
考
え
、市
役
所
や
地
元
企
業
、震
災
の
復
興

支
援
に
携
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
講
演
を
依
頼
し
た
。

　
７
月
ま
で
に
研
究
領
域
と
テ
ー
マ
を
決
定
。
10
月
の

中
間
発
表
会
ま
で
の
活
動
を
「
研
究
活
動
α
」、
中
間

発
表
会
で
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
そ
の
後
の
活
動
を
「
研

究
活
動
β
」
と
し
、
連
携
先
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
を
訪
れ
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
り
、
東
北
大
学

や
東
北
工
業
大
学
な
ど
を
訪
問
し
て
研
究
者
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
り
し
て
、
研
究
を
深
め
て
い
く
。
研

究
テ
ー
マ
は
、「
さ
ん
ま
の
不
漁
の
原
因
と
改
善
」「
仮

設
店
舗
の
復
興
は
順
調
な
の
か
」
な
ど
だ
。

　「
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
よ
う
と
い
う
意
識

が
、
こ
の
地
域
に
は
根
づ
い
て
お
り
、
復
興
に
向
け

て
、
以
前
に
も
増
し
て
連
携
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
校
の
多
く
の
卒
業
生
が
地
域
で
活
躍
し
て
お
り
、

企
業
な
ど
に
『
内
と
外
の
両
面
か
ら
地
域
を
支
え
る

人
材
を
育
て
た
い
』
と
い
う
思
い
を
伝
え
る
と
、
ど

こ
も
連
携
を
快
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
」（
鈴
木
先
生
）

　
１
月
の
学
年
発
表
会
で
は
、各
グ
ル
ー
プ
の
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
連
携
先
の
市
役
所
な
ど
の
関
係

者
に
加
え
、
保
護
者
も
交
え
た
大
勢
の
来
場
者
を
前
に
、

生
徒
は
堂
々
と
発
表
し
、
質
疑
に
も
答
え
る
（
写
真
）。

　「
発
表
内
容
を
見
る
と
、
身
近
な
地
域
か
ら
課
題
を

見
い
だ
す
こ
と
で
、
生
徒
の
探
究
が
よ
り
深
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
毎
年
、
異
な
る
研
究
テ
ー
マ
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
気
仙
沼
は
学
び
の
宝
庫
な
の
だ

と
生
徒
も
教
師
も
実
感
し
て
い
ま
す
」（
狩
野
校
長
）

　
２
・
３
年
次
の
探
究
学
習
は
、
１
年
次
の
地
域
社
会

研
究
を
土
台
に
、
個
人
で
取
り
組
む
。
創
造
類
型
の
課

題
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
地
域
の
課

題
を
設
定
し
て
、
そ
の
方
策
を
探
り
、
３
年
次
に
そ
の

成
果
を
英
語
の
論
文
に
ま
と
め
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
う
。
研
究
企
画
部
長
の
小こ

松ま
つ

代し
ろ

晃て
る
ま
さ匡

先
生
は
、

課
題
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
の
指
導
方
針
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
２
・
３
年
次
は
、大
学
の
研
究
室
と
も
連
携
し
て
、

よ
り
学
術
的
な
研
究
に
取
り
組
み
、
校
外
の
発
表
会

に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
魅
力
を

題
材
に
し
た
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
の
開
発
な
ど
を
通
じ
て

地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
19
年
度
の
２
年
生
の
２

人
が
、『
全
国
高
校
生
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ワ
ー

ド
』（
＊
２
）の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

成
果
も
出
て
い
ま
す
」

　
18
年
度
の
気
仙
沼
西
高
校
と
の
統
合
後
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の

指
定
も
あ
っ
て
、
学
校
の
教
育
活
動
の
軸
と
し
て
定
着

し
た
探
究
学
習
だ
が
、
当
初
は
、
多
く
の
教
師
が
探
究

学
習
の
指
導
は
未
経
験
で
あ
り
、
職
員
会
議
で
指
導
方

針
な
ど
を
共
有
し
て
も
、
戸
惑
い
や
不
安
の
声
が
多
か
っ

た
。
そ
う
し
た
中
で
推
進
力
と
な
っ
た
の
が
、「
分
か
ら

な
い
な
ら
、
生
徒
と
一
緒
に
学
ぼ
う
」
と
い
う
教
師
の

姿
勢
だ
。
若
手
教
師
も
ベ
テ
ラ
ン
教
師
も
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
向
き
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ
た

声
か
け
や
働
き
か
け
の
内
容
と
方
法
を
考
え
た
。
そ
う

し
て
徐
々
に
探
究
学
習
の
指
導
法
を
身
に
つ
け
て
い
っ

た
と
、
進
路
指
導
部
長
の
菅
原
裕
行
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
目
の
前
の
生
徒
を
見
て
、『
よ
い
点
に
着
目
し
て

い
る
』『
こ
う
い
う
場
面
で
つ
ま
ず
く
の
か
』
と
い

っ
た
気
づ
き
を
積
み
重
ね
る
う
ち
に
、
次
第
に
機
を

捉
え
て
生
徒
に
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
う
し
て
引
き
出
し
が
増
え
て
い
く
と
、
教
師

が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
れ
ば
、
生
徒
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
反
応
が
返
っ
て
く
る
の
か
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
職
員
室
で
は
、
各
教
師
の
そ
う
し
た
経
験
や
学

び
を
共
有
し
、
学
校
全
体
の
財
産
と
し
て
い
ま
す
」

　
評
価
の
指
針
を
明
確
に
示
し
た
こ
と
も
、
指
導
の
充

実
に
つ
な
が
っ
た
。
例
え
ば
、
１
年
次
の
地
域
社
会
研

究
で
は
、「
各
イ
ベ
ン
ト
で
の
評
点
」「
研
究
活
動
α
・

β
に
お
け
る
自
己
評
価
と
教
師
に
よ
る
評
価
」「
学
年

発
表
会
で
の
全
体
評
価
」
の
３
つ
の
場
面
で
、
そ
れ
ぞ

れ
評
価
の
観
点
別
に
到
達
目
標
を
示
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
作
成
し
た
（
図
２
）。
そ
れ
を
生
徒
に
も
示
し
、
自

分
で
目
標
を
設
定
し
て
主
体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
自
己
評
価
の
場
を
設
け
た
。
研
究
企

画
部
の
揚
野
耕
平
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
段
階
的
に
到
達
目
標
を
示
し
た
こ
と
は
、
自
己

写真　学年発表会には、連携先の市役所などの
関係者ら、大勢が来場。生徒たちは、それまで
に学んだポスターセッションの技法を用いて、来
場者の質疑にも臨機応変に対応していた。

生
徒
の
活
動
に
寄
り
添
い
、

探
究
学
習
の
指
導
の
あ
り
方
を
模
索

＊２　探究学習・マイプロジェクトに取り組んだ全国の高校生を対象に行われる学びの祭典。地域や学校、子どもや大人といった枠を超えて参加者が学び合う。
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肯
定
感
が
低
か
っ
た
生
徒
に
と
っ
て
も
、
自
分
な
り

に
努
力
し
、
少
し
で
も
レ
ベ
ル
が
上
が
る
こ
と
で
自

信
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

自
分
た
ち
だ
け
で
は
探
究
を
進
め
ら
れ
な
い
グ
ル
ー

プ
に
は
、
参
考
と
な
り
そ
う
な
書
籍
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
紹
介
し
た
り
、
気
づ
き
を
促
す
投
げ
か
け
を
し

た
り
す
る
な
ど
、
教
師
が
伴
走
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
学
年
発
表
会
後
、『
頑
張
っ
て
よ
か
っ

た
で
す
』
と
、
晴
れ
や
か
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る

生
徒
に
、
大
き
な
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
」

分
の
強
み
だ
と
自
覚
で
き
て
い
な
い
生
徒
も
い
る
。

　「入
試
前
に
自
信
を
失
い
、
相
談
に
来
た
生
徒
に
、

探
究
学
習
の
努
力
を
振
り
返
ら
せ
て
励
ま
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
面
談
以
外
に
も
、
生
徒
が
身
に
つ
け
た

資
質
・
能
力
を
自
覚
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
が
、今
後
の
課
題
の
１
つ
で
す
」（
菅
原
先
生
）

　
生
徒
と
地
域
と
の
か
か
わ
り
も
深
ま
っ
て
い
る
。
18

年
度
は
、
３
年
生
の
有
志
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
資
金
を
集
め
、
地
域
住
民
と
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
。
20
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
た
臨
時
休
業
中
に
、
２
・
３
年
生
の
有
志
が
地

域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
探
究
学

習
の
成
果
を
発
信
す
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
文
化
祭
」
を
開

催
し
た
。
高
瀬
琢
弥
教
頭
は
、
自
ら
必
要
な
こ
と
を
考

え
、
行
動
し
て
い
る
生
徒
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

　「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、

地
域
の
祭
り
が
中
止
に
な
っ
た
と
聞
き
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
発

信
を
模
索
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。
生
徒
の
主
体

的
な
活
動
が
、
校
内
外
に
活
気
を
生
ん
で
い
ま
す
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
臨
時

休
業
が
今
後
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
同
校
は
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ー
ル
も
活
用
し
な
が
ら
探
究
学
習
を
進
め
る
考
え
だ
。

　「外
部
講
師
の
講
演
な
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

す
る
予
定
で
す
が
、
対
話
や
発
表
と
い
っ
た
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
活
動
は
、
実
体
験
が
一
層
大
切
に
な
る
と
考

え
、
実
施
の
方
向
で
動
い
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

と
オ
フ
ラ
イ
ン
の
特
性
を
見
極
め
て
使
い
分
け
、
探

究
学
習
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
」（
揚
野
先
生
）

　
生
徒
の
そ
う
し
た
変
化
が
、
学
校
全
体
の
雰
囲
気
を

変
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

　「当
初
、
学
年
発
表
会
の
準
備
は
、
担
当
の
教
師

だ
け
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
ほ
か
の
教
師

も
集
ま
り
、
椅
子
を
並
べ
る
な
ど
、
協
力
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
変
化
に
も
、
探

究
学
習
が
学
校
全
体
の
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
鈴
木
先
生
）

　　
探
究
学
習
に
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
に
は
様
々
な

変
化
が
見
ら
れ
る
と
、
菅
原
先
生
は
語
る
。

　「探
究
学
習
で
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
テ
ー
マ
に

向
き
合
い
、
必
死
に
情
報
を
集
め
、
考
え
を
ぶ
つ

け
合
う
経
験
を
積
む
に
つ
れ
、『
も
っ
と
知
り
た
い
』

と
い
う
意
欲
が
高
ま
り
、『
自
分
で
行
動
を
起
こ
す
』

こ
と
の
や
り
が
い
を
実
感
し
た
の
で
し
ょ
う
。
大
学

に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
自
ら
行
う
生
徒
が
増
え
、

教
科
学
習
に
も
主
体
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
志
望
校
の
入
試
で
求
め
ら
れ
る
力
と

自
身
の
現
状
を
捉
え
て
、
そ
の
差
を
埋
め
よ
う
と
努

力
す
る
姿
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
苦
手
の
数
学
を
頑

張
っ
て
い
る
生
徒
の
１
人
は
、『
探
究
学
習
で
の
大
変

さ
に
比
べ
た
ら
大
丈
夫
で
す
』
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
」

　
探
究
学
習
を
通
じ
て
、
大
学
で
学
び
た
い
学
問
が
決

ま
っ
た
り
、
研
究
内
容
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
推
薦
・
Ａ

Ｏ
入
試
の
受
験
を
希
望
し
た
り
す
る
生
徒
も
増
え
て
い

る
。そ
の
一
方
で
、探
究
学
習
で
積
み
重
ね
た
経
験
が
自

宮城県気仙沼高校

１年次「地域社会研究」の「研究活動α・β」のルーブリック表（抜粋）図２

観点 5 4 3 2

課題
設定
（a）

地域に関係のある
テーマを課題とし、問
題の背景を総合的な
視点で捉え、論点が
明確である。

地域に関係のある
テーマを課題とし、問
題の背景を部分的に
しか捉えていないが、
論点が明確である。

地域に関係のない
テーマを課題とし、問
題の背景を部分的に
しか捉えていないが、
論点が明確である。

地域に関係のない
テーマを課題とし、問
題の背景を調べてお
らず、論点が不明確
である。

情報の
内容
（a、b）

アンケートやインタ
ビュー、フィールドワー
ク等から得られたオリ
ジナルのデータも適
切に処理・加工して
使っている。

アンケートやインタ
ビュー、フィールドワー
ク等から得られたオリ
ジナルのデータを使っ
ているが、処理・加工
に不備が見られる。

他人が作成したデー
タを適切に選び、加
工している。

他人が作成したデー
タを加工しているが、
適切なデータではな
い。

評価の観点 aは、「地域課題を理解している。また、研究手法を身につけている（①知識・技能）」、
bは、「批判的・科学的思考力を身につけている（②思考・判断・表現）」、cは、「主体的に解
決しようとする態度を身につけている（③主体的に学習に取り組む態度）」としている。
＊学校資料を基に編集部で作成。「ルーブリック表」の全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
（https://berd.benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。

主
体
的
に
行
動
す
る
生
徒
た
ち

校
内
外
で
自
主
的
な
活
動
が
活
発
に
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改良会議実施校北海道旭川東高校
◎学校標語「シマレガンバレ」「挙
校大和」を掲げ、校訓「生をよろ
こべ　矩にしたがえ　全力をつく
せ」の下、品性と礼節を重んじな
がら自由を謳歌する校風を誇る。

「地域医療を支える人づくりプロ
ジェクト」の医進類型指定校。
◎設立　1903（明治 36）年
◎形態　全日制・定時制／普通

科／共学
◎生徒数　１学年約 240 人
◎ 2020 年度入試合格実績（現
役のみ）　国公立大は、旭川医科
大、北海道大、東北大、東京工
業大、京都大などに 152 人が合
格。私立大は、慶應義塾大、上
智大、東京理科大、 早稲田大など
に延べ 321 人が合格。
◎ URL
http://www.ah.hokkaido-c.ed.jp/

今回、
改良するのは
ココ！

探究学習計画書は、探究学習に取り組
むグループまたは個人単位で作成す
る。探究テーマと学問や教科学習との
つながり、探究活動によってもたらさ
れる価値、そして中間発表までの活動
計画を、アドバイザー役の教師のサ
ポートを受けながら記入する。

改良！指
導ツール

進
路
指
導
主
事

花
尻
健
明 
は
な
じ
り
・
た
け
あ
き

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
数
学
科
。

２
０
１
７
年
か
ら
３
回
、
本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
る
。

教
務
主
任

柴
田
朝
幸 

し
ば
た
・
と
も
ゆ
き

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
国
語
科
。「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
担
当
。

教
務
部

中
川
清
文 

な
か
が
わ
・
き
よ
ふ
み

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
保
健
体
育
科
。

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
担
当
。

北海道
旭川東高校

Before

探究学習と大学の学問、高校で学ぶ教科学習とがつながっ
ていることを実感させたい。

1年次に学んだ探究学習の基礎的な方法や、思考ツール
の活用が、2年次の探究学習につながるようにしたい。

課題

1

2

校内の教師同士による対話を通して、自校の指導ツールの改良を図る本コーナー。
今号は、北海道旭川東高校の、２年次の「総合的な探究の時間」で活用している
探究学習の計画書について検討した。

２年次の「総合的な探究
の時間」である　「アカ

デメイア探究」では、個人またはグルー
プでテーマを設定した後、約２か月間の
探究学習に取り組む。計画書を通して、
探究学習の価値、学問や教科学習とのつ
ながりを生徒に広く捉えさせたい。

ねらい

36 June 2020
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生徒にとって
「発表」は確か
に探究学習の
ゴールではあり
ますが、実際に

は、発表を経てさらに深まっ
たり、広がったりすることが
あるはずです。計画書に、探
究学習中や発表後の気づきや
変化を記入させることで、探
究はそれぞれの内面で続いて
いるということを意識させた
いと思いました。

教師がリードし
て立派な発表を
つくり上げるの
ではなく、生徒
の主体的な活動

を重視して「大いなる不完全
燃焼」を歓迎しようというの
が、本校の探究学習における
教師のスタンスです。生徒の
探究がもっと深く、広くなる
ような、探究を終わらせない
問いかけはどのようなものか、
さらに考えていきたいです。

計画書に生徒の
思考の変遷を書
かせるようにし
たことで、アド
バイザーである

私たちは、生徒に新しい気
づきや考えの変化をもたらし
たい気持ちがより高まると思
います。教師が探究学習にど
のようにかかわるのか、生徒
に対してどんな役割を担うの
か、計画書の改良によって明
確になったように思います。

どのような対話を
通じて改良できたのかは、
次ページで！！

■探究の深まりと広がりを促す思考ツール活用例

探究の状況 生徒への声かけ 思考ツール例

•分からないことをそ
のままにしてしまう

•自分が今持ってい
る知識や考えの中
だけで収束してしま
う

•分からないことが
あると挫折しそうに
なる

「何が分からないの
か、具体的にどこが
分からないかを深掘
りしてみよう」

「分からないことが
あったら、角度を変え
て何度も考え直してみ
よう」

「仲間の力も借りて、
いろいろな角度から
考えてみると、ある時
突破できるかも」

ブレーンストーミング

オズボーンのチェック
リスト

•試行錯誤をためら
い、当たり障りのな
い展開で終わらせ
ている

•失敗の痕跡の残ら
ないノートを目指し
てしまい、今の時
点での考えから抜
け出せない

•どこかで聞いてきた
ような「正解」をよ
く理解しないまま
再現しようとする

「集めた情報を整理し
たり、分析したりする
中で驚きはあったか
な？」

「試行錯誤を経た探
究の足跡を、先生に
話すことはできる？」

「答えが分からない
テーマについて探究し
ているドキドキ感を味
わおう」

ロジックツリー

ＫＪ法

（3）探究計画
①目的（どんな価値を提案するために探究を行うのか）　

計画書作成時の考え

アドバイザーの先生との対話による深まりや気づき

クラスメートとの対話による深まりや気づき

レポート作成時の考え

1. 探究テーマと関連する学問

探究テーマ

関連に気づいた学問分野
（計画書作成時）

関連に気づいた学問分野
（レポート作成時）

関連に気づいた学問分野
（中間発表時） 計画書で見て取れる生

徒の探究学習の課題
と、１年次に学習した
思考ツールが活用でき
る局面を対応させたガ
イドを作成する。

計画書作成時の考え
を、探究学習を進める
過程での他者との対話
を通じて得られた気づ
きを基に、生徒に更新
させ、その足跡を記録
させる。

生徒用 教師用

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

探究学習計画書２年生

After
計画書作成時に考えた内容が、そ
の後の探究学習の過程における教
師やクラスメートとのやり取りを通
じて、どのように深まっていったの
かを記録させるようにする。

生徒が自身の探究学習の課題に気
づき、思考ツールを使って問題を
解決できるよう、教師のかかわり
方を例示し、アドバイザー役の教
師に共有する。

1 2改良ポイント
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荻
原
　
計
画
書
は
、
生
徒
に
考
え
さ
せ
た
い
内
容
が
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
計
画
書
の
改
良
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
す

る
た
め
、
先
生
方
が
探
究
学
習
に
お
い
て
認
識
し
て
い
る
問

題
を
確
認
し
、
そ
の
問
題
は
計
画
書
を
ど
の
よ
う
に
改
良
す

れ
ば
解
決
す
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

花
尻
　
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
「
問
題
解
決
」

と
、
新
し
い
価
値
を
提
案
す
る
「
価
値
創
造
」
と
い
う
、
２

つ
の
社
会
貢
献
の
視
点
か
ら
、
生
徒
に
は
自
分
の
生
き
方
を

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、「
問
題
解
決
」「
価
値
創
造
」
と
い
う
視
点
で
自
分

の
探
究
が
ど
の
よ
う
に
深
ま
っ
た
の
か
を
、
も
っ
と
自
覚
で

き
る
取
り
組
み
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
探
究
学

習
が
大
学
の
学
問
や
高
校
の
教
科
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
に
も
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

柴
田
　
探
究
テ
ー
マ
を
も
っ
と
深
く
、
も
っ
と
多
角
的
に
見

つ
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
は
探
究
テ
ー
マ
を

設
定
す
る
前
に
、
思
考
ツ
ー
ル
を
習
得
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
習
得
し
た
思
考
ツ
ー
ル
を
実

際
の
探
究
学
習
で
も
っ
と
生
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

花
尻
　
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
や
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
な
ど
の
思

考
ツ
ー
ル
が
、
生
徒
の
中
で
は
知
識
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て

い
て
、
思
考
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
探
究
が
深
ま
っ
て

い
く
イ
メ
ー
ジ
が
、
十
分
持
て
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

柴
田
　
た
だ
、
教
師
が
生
徒
に
「
こ
の
思
考
ツ
ー
ル
を
使
い

な
さ
い
」
と
与
え
る
の
は
よ
く
な
い
気
が
し
ま
す
。
自
分
の

探
究
を
深
め
た
り
広
げ
た
り
す
る
上
で
、
ど
ん
な
壁
に
直
面

し
て
い
る
の
か
、
そ
の
壁
を
打
破
す
る
た
め
に
ど
ん
な
思
考

ツ
ー
ル
を
使
う
と
よ
い
の
か
、生
徒
に
模
索
さ
せ
た
い
で
す
。

中
川
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
の
教
師
と
語
り
合
う
中
で
、
生
徒

が
自
分
の
探
究
の
深
ま
り
や
広
が
り
を
自
覚
し
、
探
究
を
進

め
て
い
く
手
段
と
し
て
主
体
的
に
思
考
ツ
ー
ル
を
選
択
で
き

れ
ば
、
生
徒
は
、
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
自
分
が
成
長
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
よ
ね
。
そ
の
た
め
に
は
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
役
の
教
師
が
、
生
徒
は
ど
ん
な
壁
に
直
面
し
が

ち
か
、
そ
の
際
に
ど
ん
な
言
葉
で
自
覚
を
促
す
と
よ
い
か
を

整
理
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

荻
原
　
私
た
ち
社
会
人
も
、
仕
事
の
中
で
思
考
ツ
ー
ル
を
使

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

問
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
に
気
づ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

改良会議
先生方の

対話のダイジェスト

実 録

北海道旭川東高校◎２年生　探究学習計画書
改良！指

導ツール

他
者
と
か
か
わ
る
中
で
探
究
が
深
ま
り
、

広
が
る
経
験
を
記
録
さ
せ
る
こ
と
で
、

生
徒
が
自
身
の
成
長
を
実
感

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

高
大
領
域
担
当

荻
原
香
織

お
ぎ
は
ら
・
か
お
り

今
回
は
、
編
集
部
と
学
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

げ
て
の
改
良
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
進
め
方
に
は

不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
指
導
ツ
ー
ル
の
改
良
と

い
う
本
題
に
入
る
前
に
、
全
員
で
探
究
学
習
の
目

標
や
、
課
題
を
目
線
合
わ
せ
す
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
、
後
半
の
会
議
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
の
だ

と
思
い
ま
す
。
短
時
間
で
も
対
話
の
場
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

改
良
会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

探
究
学
習
の
壁
を
自
覚
さ
せ
、思
考
ツ
ー
ル
に
つ
な
げ
る
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そ
う
し
た
気
づ
き
を
促
す
教
師
の
役
割
は
重
要
で
す
ね
。

柴
田
　
生
徒
に
対
す
る
「
探
究
突
っ
込
み
ポ
イ
ン
ト
」
を
、

私
た
ち
が
あ
ら
か
じ
め
持
っ
て
お
く
こ
と
で
、
生
徒
を
適
切

な
思
考
ツ
ー
ル
の
活
用
へ
と
誘
え
そ
う
で
す
。

中
川
　
計
画
書
を
提
出
し
て
か
ら
成
果
発
表
ま
で
２
か
月
程

度
と
、
本
校
の
探
究
学
習
は
短
期
集
中
型
で
す
。
た
だ
、
探

究
学
習
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
や
生
ま
れ
た
疑
問
な
ど
が
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
具
体
化
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
探
究
テ
ー
マ
と
教
科
と
の
つ
な
が
り
な
ど

は
、探
究
学
習
の
最
中
は
も
ち
ろ
ん
、成
果
発
表
の
後
に
な
っ

て
気
づ
く
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
記
録
す
る
機
会
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

柴
田
　
昨
年
度
、
探
究
学
習
の
成
果
発
表
を
見
た
あ
る
先
生

が
、「
成
果
発
表
後
の
質
疑
応
答
を
生
か
し
て
、
さ
ら
に
探

究
が
続
い
て
い
け
ば
、
深
ま
り
も
広
が
り
も
増
し
そ
う
だ
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
の
教
師
や
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
な
ど
に
向
け
た
ミ
ニ
発
表
と
質
疑
応
答
の
場
を
複
数

回
つ
く
り
、
そ
こ
で
の
気
づ
き
を
記
録
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

荻
原
　
計
画
書
に
活
動
前
の
見
通
し
だ
け
で
な
く
、活
動
中
、

活
動
後
の
思
考
の
深
ま
り
や
そ
の
変
遷
も
記
録
さ
せ
れ
ば
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
機
能
も
持
た
せ
ら
れ
ま
す
ね
。

花
尻
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
の
教
師
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の
や

り
取
り
が
、
自
分
の
探
究
学
習
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

て
き
た
の
か
、
対
話
の
足
跡
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は

対
話
的
な
学
び
の
価
値
を
理
解
し
、
そ
の
後
の
自
身
の
学
び

方
を
発
展
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

中
川
　
探
究
学
習
の
成
果
は
、
日
々
の
教
科
学
習
や
進
路
選

択
の
場
面
で
こ
そ
、
生
徒
に
実
感
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
生

徒
の
興
味
・
関
心
の
深
ま
り
や
広
が
り
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
よ
う
な
声
か

け
、
か
か
わ
り
が
必
要
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

探
究
学
習
に
か
か
わ
る
ほ
ど
、
そ
の
面
白
さ
と
指
導
の
難
し
さ
を
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
高
校
在
学
中
は
も
ち
ろ
ん
、５
年
後
、10
年
後
も
、

そ
の
価
値
が
生
き
続
け
る
よ
う
な
活
動
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

本
質
を
見
失
わ
ず
、
発
想
を
広
げ
る
楽
し
さ
を
生
徒
に
味
わ
わ
せ
る
た

め
、「
多
角
的
な
突
っ
込
み
」
を
た
く
さ
ん
し
て
い
き
た
い
で
す
。
教
師

同
士
で
も
、
多
角
的
な
突
っ
込
み
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
会
議
で
、
対
話
を
通
じ
て
改
善
案
が
見
え
て
く
る
プ
ロ
セ
ス
を

体
験
で
き
ま
し
た
。
自
信
を
持
っ
て
生
徒
に
、「
探
究
学
習
は
、
他
者
と

の
や
り
取
り
を
通
じ
て
深
ま
る
も
の
だ
よ
」
と
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける学校及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの学校の
ご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を
お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

改良会議を振り返って 探
究
学
習
で
の
気
づ
き
を
長
い
時
間
軸
で
記
録
さ
せ
る
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貧
困
の
撲
滅
は
、
ま
さ
に
普
遍
的
な
願

い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
貧
困
に
は
大
き

く
分
け
て
絶
対
的
貧
困
と
相
対
的
貧
困
が

あ
り
、
前
者
は
国
際
的
な
貧
困
ラ
イ
ン
と

定
義
さ
れ
る
、
１
日
１
・
90
ド
ル
未
満
で

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
口
の

割
合
が
指
標
と
な
り
ま
す
。
後
者
は
、
あ

る
国
で
の
生
活
や
文
化
の
水
準
と
比
較
し

て
困
窮
し
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
目
標
１

　
健
康
的
な
毎
日
は
、
豊
か
な
人
生
の
土

台
と
な
る
も
の
で
す
。
目
標
３
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
健
康
上
の
問
題
を
な
く
す
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
主
な
指
標
に
は
、
乳

幼
児
の
死
亡
率
や
伝
染
病
の
感
染
者
数
、

衛
生
環
境
、
医
療
体
制
な
ど
に
関
す
る
項

目
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
９
年
の
国
連
の

報
告
か
ら
世
界
の
状
況
を
見
る
と
、
乳
幼

児
死
亡
率
が
低
下
し
、
平
均
寿
命
が
伸
び

で
は
、
そ
の
両
方
の
貧
困
に
終
止
符
を
打

つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
優
先
さ
れ
る
の
は
、
食
料
や
衣
料

品
、
医
薬
品
な
ど
、
生
活
に
絶
対
に
欠

か
せ
な
い
物
の
入
手
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い

困
窮
状
態
で
あ
る
絶
対
的
貧
困
の
解
決
で

す
。
開
発
途
上
国
に
は
、
そ
の
よ
う
な
極

度
の
貧
し
さ
に
苦
し
む
人
々
が
い
ま
だ
に

多
く
存
在
す
る
の
が
現
実
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
絶
対
的
貧
困
を
な
く
す

た
め
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
な
ど
を
通
し
て
、

経
済
発
展
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
支
え

る
な
ど
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
着
実
に

前
進
し
て
い
ま
す
。
マ
ラ
リ
ア
や
結
核
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
な
ど
、
既
存
の
感
染
症
に
つ
い
て

も
、
感
染
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
生
に
よ
り
、
新
た
な
問
題
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
を
含
め
、
多

く
の
国
が
、
今
回
の
よ
う
な
新
規
の
感
染

症
の
急
速
な
拡
大
に
十
分
対
応
で
き
る
医

療
体
制
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
露

呈
し
ま
し
た
。
医
療
資
源
の
整
備
は
、
平

時
を
基
準
と
し
て
よ
い
の
か
、
検
討
す
べ

き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
気
候
変

＊1　所得格差を示す指標であり、完全な所得分配ができている場合は０となる。格差は０〜１の間で示す。

世
界
的
に
平
均
寿
命
が
上
昇

新
規
感
染
症
で
新
た
な
課
題
も

世
界
の
状
況

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
貧
困
の
解
消
が
目
標
の
１
と
、
誰
も
が
健
康
的
な
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
標
の
３
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
１
は
神
戸
大
学
、
目
標
３
は
岡
山
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

目
標
３

あ
ら
ゆ
る
年
齢
の
す
べ
て
の
人
々
の

健
康
的
な
生
活
を
確
保
し
、福
祉
を
促
進
す
る

目
標
１

あ
ら
ゆ
る
場
所
の

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
貧
困
を
終
わ
ら
せ
る

絶
対
的
貧
困
は
減
少
し
た
が
、

紛
争
や
感
染
症
に
よ
る
懸
念
も

世
界
の
状
況

解　説

解　説
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る
援
助
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
２
０
１
９
年
の
国
連
の
報
告
を
見

る
と
、
全
世
界
で
の
絶
対
的
貧
困
は
着
実

に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
今
回

の
よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
や
紛
争
、
災
害
な
ど
の
ク
ラ
イ
シ

ス
が
起
こ
る
と
、
状
況
が
逆
戻
り
し
て
し

ま
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
な
ど
の
先
進
国
で
は
、
絶
対
的
貧

困
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
相
対
的
貧
困
は
存
在
し
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
格
差
や
不
平
等
の
問
題
で
す
。
相
対

的
貧
困
は
、
各
国
が
様
々
な
指
標
を
用
い

て
測
定
し
て
い
ま
す
が
、
生
活
の
豊
か
さ

は
個
人
の
実
感
も
関
係
す
る
た
め
、
目
標

動
な
ど
に
よ
り
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
世
界
は
新

た
な
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
国
際
協

力
体
制
の
構
築
は
大
き
な
課
題
で
す
。

　
目
標
３
の
日
本
の
状
況
は
、「
国
連
ハ

イ
レ
ベ
ル
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
」（
＊

２
）
で
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
乳
幼

児
死
亡
率
や
医
師
密
度
、
交
通
死
亡
率
な

ど
、
達
成
し
て
い
る
指
標
も
多
く
、
お
お

む
ね
優
秀
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
日
本
で
は
、
独
自
の
指
標

を
設
定
す
る
の
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
目
を
向
け
た
い
の
は
、
慢
性
疾
患
へ

の
対
応
で
す
。
慢
性
疾
患
は
、
長
期
に
わ

た
っ
て
健
康
や
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま

設
定
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。近
年
は
、

日
本
で
も
、
所
得
の
不
平
等
さ
を
測
る
ジ

ニ
係
数（
＊
１
）な
ど
を
指
標
と
し
て
、「
格

差
」
の
広
が
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
社
会
構
造
の
変
化
や
高

齢
化
、
非
正
規
労
働
者
の
増
加
な
ど
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
も

進
み
、
非
正
規
労
働
者
へ
の
被
用
者
保
険

の
適
用
拡
大
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

強
化
な
ど
に
よ
り
、
格
差
縮
小
が
図
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
働
き
方
改
革
な
ど
、
生
活

の
あ
り
方
を
見
直
す
動
き
も
、
状
況
の
改

善
に
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
雇
用
市
場
や
就
労
形
態
は
ま
だ
硬

直
的
で
、
格
差
縮
小
を
一
層
推
し
進
め
る

た
め
に
は
、ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
、

よ
り
柔
軟
な
働
き
方
を
実
施
し
た
り
、
社

会
全
体
で
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
文
化
が

醸
成
さ
れ
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
高
校
時
代
に
貧
困
問
題
に
興
味
を
持
っ

た
ら
、
日
本
と
世
界
の
双
方
に
目
を
向
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
比
較
す
る
こ
と

で
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

す
が
、
治
療
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
疾
患
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

患
者
の
活
動
困
難
な
部
分
を
補
う
方
法

は
、
科
学
技
術
を
活
用
す
れ
ば
開
発
可
能

で
あ
り
、
そ
う
し
た
支
援
は
、
本
人
や
家

族
の
主
観
的W

ell-being

（
＊
３
）を
高

め
る
た
め
に
も
重
要
で
す
。
日
本
は
、
そ

の
指
標
の
評
価
が
低
く
、
諸
外
国
よ
り
も

自
殺
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
一
人
ひ
と
り

のW
ell-being

の
向
上
が
課
題
で
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
日
本
は
世
界
の
問
題
解

決
に
貢
献
し
な
が
ら
、
自
国
の
課
題
に
向

き
合
う
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
だ
と
考

え
ま
す
。

　
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
常
で
見
つ

け
た
違
和
感
を
見
過
ご
さ
ず
、
そ
の
違
和

感
は
ど
う
し
て
生
じ
た
の
か
、自
ら
問
い
、

答
え
を
自
ら
調
べ
、探
し
、考
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
あ
ふ
れ
る
情
報
か
ら
ま
っ

と
う
な
答
え
を
探
し
、
見
つ
か
ら
な
け
れ

ば
新
た
に
本
当
の
答
え
を
創
り
出
し
て
い

く
技
を
磨
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
社
会
の

問
題
と
向
き
合
い
、
建
設
的
に
乗
り
越
え

る
た
め
の
能
力
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

＊２　国連では、「持続可能な開発のためのハイレベル政治フォーラム」が開かれており、各国が自国のSDGsの取り組みについて報告する「自発的国家レビュー」が行わ
れている。日本は、2017年にレビューを行い、「国連ハイレベル政治フォーラム報告書」はその報告書となる。　＊３　自分自身で満足、良好、幸せなどと感じること。

慢
性
疾
患
の
生
活
支
援
や

W
ell-being

に
も
目
を
向
け
る

日
本
の
状
況

神
戸
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
　
教
授

関
根
由
紀
　

せ
き
ね
・
ゆ
き

岡
山
大
学
大
学
院
ヘ
ル

ス
シ
ス
テ
ム
統
合
科
学

研
究
科
　

教
授
、
副
理
事

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
担
当
）

狩
野
光
伸
　

か
の
・
み
つ
の
ぶ

専
門
分
野
は
、社
会
保
障
法
、
Ｅ
Ｕ
法
。
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
自
由
大
学
法
学
部
卒
業
、
東
京
大
学
大
学

院
法
学
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
国
際

労
働
機
関
事
務
局
本
部
法
務
官
な
ど
を
経
て
、

２
０
０
４
年
、神
戸
大
学
助
教
授
、12
年
か
ら
現
職
。

専
門
分
野
は
、
医
療
科
学
。
臨
床
・
研
究
・
教
育

に
尽
力
し
た
後
、
２
０
１
２
年
か
ら
岡
山
大
学
教

授
。
17
年
、
副
理
事
に
就
任
し
、学
内
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
を
牽
引
。
同
大
学
の
「
第
１
回
ジ
ャ

パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
受
賞
に
貢
献
。

解説者

解説者

Ｐ．
　

42
〜
43
で
、
目
標
１
の
達
成
に
向

け
た
［
神
戸
大
学
］
の
学
び
を
紹
介

し
ま
す
。

Ｐ．
　

44
〜
45
で
、
目
標
３
の
達
成
に
向

け
た
［
岡
山
大
学
］
の
学
び
を
紹
介

し
ま
す
。

格
差
問
題
の
解
決
に
は
、
硬
直

し
た
社
会
制
度
の
打
破
が
必
要

日
本
の
状
況
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神
戸
大
学
は
、
全
学
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
を
目
指
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
法
律
や
行
政
の
側
面
か

ら
社
会
の
広
範
な
仕
組
み
づ
く
り
に
か
か

わ
る
法
学
部
法
律
学
科
は
、
学
問
の
特
性

上
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の「
目
標
１　
貧
困
を
な
く

そ
う
」
を
始
め
と
し
た
、複
数
の
目
標
に

対
応
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
１
・
２
年
次
は
、
法
律
や
政
治
、
国
際

関
係
な
ど
の
基
礎
を
幅
広
く
学
び
、
３
年

生
進
級
時
に
司
法
、
企
業
・
行
政
、
政
治
・

国
際
の
３
コ
ー
ス
か
ら
１
つ
を
選
択
す

る
。
法
学
部
法
律
学
科
４
年
の
西
尾
健
吾

さ
ん
は
、
高
校
の
授
業
で
世
界
の
貧
困
問

題
に
関
心
を
持
ち
、同
学
科
に
入
学
し
た
。

　「
高
校
時
代
、
貧
困
問
題
な
ど
の
複
雑

で
国
際
的
な
問
題
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
法

学
と
国
際
関
係
学
の
ど
ち
ら
を
専
攻
す
べ

き
か
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
本
学
科
が
そ

の
両
方
を
学
ん
だ
上
で
コ
ー
ス
を
選
択
で

き
る
こ
と
を
知
り
、
志
望
し
ま
し
た
」

　
西
尾
さ
ん
は
、
２
年
次
に
、
国
際
関
係

を
理
解
し
、
分
析
す
る
上
で
必
要
な
概
念

や
モ
デ
ル
を
学
ぶ
「
国
際
関
係
論
基
礎
」

を
履
修
し
、
貧
困
問
題
の
背
景
に
は
内
戦

や
テ
ロ
、
移
民
問
題
と
い
っ
た
根
深
い
問

題
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
３

年
生
以
降
は
政
治
・
国
際
コ
ー
ス
に
進
み
、

国
際
関
係
を
よ
り
深
く
学
ん
で
い
る
。

　
貧
困
問
題
に
か
か
わ
り
の
深
い
法
分
野

の
１
つ
に
、
保
障
の
必
要
な
人
へ
の
給
付

や
支
援
に
関
連
す
る
制
度
設
計
・
運
用
に

か
か
わ
る
社
会
保
障
法
が
あ
る
。

　
同
学
科
の
２
～
４
年
生
向
け
に
関
根
由

紀
教
授
が
開
講
し
て
い
る
「
社
会
保
障

法
」
で
は
、
医
療
保
険
や
公
的
年
金
、
労

働
保
険
、
介
護
保
険
な
ど
に
か
か
わ
る
法

律
を
取
り
上
げ
て
社
会
保
障
の
各
制
度
の

基
本
的
構
造
と
考
え
方
の
習
得
を
目
指
す

（
目
標
１
）。
そ
し
て
、　
同
じ
く
関
根
教

授
が
担
当
す
る
「
社
会
保
障
法
演
習
」
で

は
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
土
台
に
設
定
さ
れ

た
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
学
生
が
個
々
に
調

査
を
行
い
、
成
果
や
提
案
の
発
表
を
し
た

上
で
、
学
生
間
の
質
疑
応
答
や
討
論
に
よ

り
、
考
察
を
深
め
る
。

　
同
学
科
４
年
の
川
島
由
紀
さ
ん
は
、
実

生
活
に
関
係
の
深
い
労
働
法
な
ど
の
法
律

を
学
び
た
い
と
考
え
、３
年
次
に
は
企
業
・

行
政
コ
ー
ス
に
進
ん
だ
。
３
年
次
後
期
に

「
社
会
保
障
法
演
習
」
を
履
修
し
、
外
国

人
と
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
関
係
に
つ

い
て
調
査
し
た
。

　「
私
が
担
当
し
た
テ
ー
マ
の
１
つ
が
、

非
定
住
外
国
人
へ
の
生
活
保
護
の
適
用
を

認
め
る
べ
き
か
と
い
う
も
の
で
し
た
。
最

初
は
認
め
な
い
の
が
自
然
だ
と
思
い
ま
し

た
が
、
過
去
の
判
例
の
調
査
や
議
論
を
通

し
て
、
定
住
し
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
た
人

に
も
生
き
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
べ
き

だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
目
標

10
）。
同
じ
法
律
の
条
文
に
対
す
る
見
解

法
律
や
行
政
の
側
面
か
ら

貧
困
の
な
い
社
会
を
目
指
す

社
会
保
障
制
度
の
構
造
を
学
び
、

多
様
な
ケ
ー
ス
に
基
づ
き
議
論

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

法
学
部
法
律
学
科

政
治
・
国
際
コ
ー
ス
４
年

西
尾
健
吾

に
し
お
・
け
ん
ご

大
阪
府
立
千
里
高
校
卒
業
。
国

際
機
関
へ
の
就
職
を
志
望
。

法
学
部
法
律
学
科

企
業
・
行
政
コ
ー
ス
４
年

川
島
由
紀

か
わ
し
ま
・
ゆ
き

兵
庫
県
立
尼
崎
稲
園
高
校
卒
業
。

金
融
業
界
へ
の
就
職
を
志
望
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

深
い
議
論
を
重
ね
る
中
で
法
学
的
思
考
を
身
に
つ
け
、

国
内
外
の
多
様
な
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ

神
戸
大
学
　

法
学
部
　

法
律
学
科

この学びに関する
他の SDGsの目標

42 June 2020
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に
参
加
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
た
２
週
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修

で
は
（
写
真
１
）、国
際
労
働
機
関
（
以
下
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
研
修
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。
そ

の
時
の
感
想
を
西
尾
さ
ん
は
、
次
の
よ
う

に
話
す
。

　「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
は
、
児
童
労
働
の
廃
止

や
安
全
な
労
働
の
推
進
な
ど
を
広
め
る

こ
と
で
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
（
　

d
e
c
e
n
t 

w
o
r
k
、
働
き
が
い

の
あ
る
、
人
間
ら
し
い
仕
事
）
を
す
べ
て

の
人
に
実
現
す
る
（
目
標
８
）
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
貧
困
問
題
を
広

く
学
び
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
目

標
８
全
体
の
観
点
か
ら
も
貧
困
に
つ
い
て

深
め
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」（
西
尾
さ
ん
）

　
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
て
学
ぶ
た
め
に
、

西
尾
さ
ん
は
、
３
年
次
９
月
か
ら
３
月
ま

で
、
同
大
学
の
交
換
留
学
制
度
を
利
用
し

て
イ
ギ
リ
ス
の
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
に
留
学

し
、
国
際
関
係
学
を
学
ん
だ
。

　
中
で
も
関
心
を
持
っ
た
の
が
、
ア
フ
リ

カ
の
発
展
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
背
景
に

あ
る
貧
困
問
題
な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る

授
業
だ
。
西
尾
さ
ん
は
、
ア
フ
リ
カ
地
域

に
お
い
て
男
女
平
等
の
教
育
や
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
普
及
さ
せ
、
貧
困
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
提
言
を
、
英
語
に
よ
る
論

文
に
ま
と
め
た
（
写
真
２
）。

　「
卒
業
ま
で
に
、
自
分
の
提
言
の
妥
当

性
を
検
証
で
き
る
よ
う
、
女
性
の
地
位
向

上
と
貧
困
の
関
係
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。
留
学
を
通
し
て
、
日
本
と

は
異
な
る
状
況
を
肌
で
感
じ
、
ま
た
、
各

国
の
社
会
制
度
や
法
律
に
も
触
れ
、
世
界

は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
、

留
学
前
以
上
に
痛
感
し
ま
し
た
。将
来
は
、

国
際
機
関
へ
の
就
職
や
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
視
野
に
入
れ
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
西
尾
さ
ん
）

＊　EUの社会文化・法・政治・経済的側面について専門的かつ分野横断的に研究する能力や、高度な語学力の習得を目指すプログラム。国際文化・国際人間科学・法・経済の学部・
研究科の学生が対象。

が
、学
生
に
よ
っ
て
異
な
る
点
が
面
白
く
、

法
学
の
学
び
で
は
物
事
を
多
面
的
に
捉
え

る
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」（
川

島
さ
ん
）

　
そ
の
よ
う
に
、
同
学
科
で
は
、
多
く
の

演
習
科
目
で
議
論
中
心
の
学
び
を
取
り
入

れ
て
お
り
、
法
学
を
駆
使
し
て
問
題
提
起

や
よ
り
よ
い
世
界
を
つ
く
る
た
め
の
提
案

が
で
き
る
力
を
育
成
し
て
い
る
。

　
現
在
の
川
島
さ
ん
の
関
心
は
、
政
府
が

す
べ
て
の
人
に
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
保
障
す
る
収
入
を
無
条
件
に

支
給
す
る
仕
組
み
で
あ
る
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

イ
ン
カ
ム
制
度（
目
標
３
）へ
と
広
が
っ
た
。

　「
日
本
の
社
会
保
障
法
を
学
ぶ
中
で
、

海
外
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
も
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
関
根
教
授
は
そ

の
分
野
に
も
詳
し
い
の
で
、
４
年
次
後
期

に
、
関
連
す
る
演
習
科
目
を
履
修
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
川
島
さ
ん
）

　
同
学
科
は
、
国
際
教
育
に
も
力
を
注
い

で
い
る
。
西
尾
さ
ん
は
、２
年
生
の
時
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
育
成

を
目
的
と
し
た
同
大
学
の
「
Ｅ
Ｕ
エ
キ

ス
パ
ー
ト
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
＊
）」

　
法
学
は
暗
記
事
項
が
多
い
学
問
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
実
は
、
考
え
方
や
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
な
学
問
で
す
。
法

律
は
多
様
な
解
釈
が
可
能
な
た
め
、
法
学
は

過
去
の
判
例
と
比
較
し
な
が
ら
自
分
の
考
え

を
生
み
出
し
、
他
の
学
生
と
議
論
し
て
高
め

合
い
、
学
ぶ
も
の
だ
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た

学
び
を
通
じ
て
培
っ
た
法
学
的
な
思
考
力

は
、
現
実
の
状
況
を
多
角
的
に
捉
え
て
問
題

提
起
を
し
た
り
、
よ
り
よ
い
方
策
を
提
案
し

た
り
す
る
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

私
の
授
業
や
研
究
室
で
は
多
様
な
意
見
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
に
重
き
を
置
き
、
留
学
生
や

海
外
の
国
際
機
関
か
ら
招
い
た
講
師
と
の
意

見
交
換
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
後
の
進
路
は
、法
律
専
門
職
の
ほ
か
、

国
際
機
関
へ
の
就
職
や
公
務
員
、
民
間
企
業

な
ど
、多
様
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
と
し
て
も
、
世
界

が
目
指
す
社
会
の
方
向
性
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
観
点
を
持
つ
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

授
業
で
は
、
法
学
の
学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
関

連
づ
け
る
発
信
を
積
極
的
に
行
い
、
知
識
や

ス
キ
ル
、そ
し
て
、世
界
に
貢
献
す
る
ビ
ジ
ョ

ン
を
備
え
た
学
生
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

法
学
研
究
科

教
授関根

由
紀

せ
き
ね
・
ゆ
き

写真２　家庭内の男女平等が家
族単位での貧困の削減につなが
ると仮説を立て、提言した。

写真１　西尾さんが参加したヨーロッパ研
修では、ILO 訪問のほか、ベルギーのルー
ヴェン大学法学部を訪問し、ゼミで日本の
雇用保険について発表した。

留
学
先
で
海
外
の
事
情
を
学
び
、

貧
困
撲
滅
に
向
け
た
提
言
を
作
成

現
実
の
状
況
を
多
角
的
に
捉
え
て

解
決
策
を
導
く
思
考
力
を
育
む

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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岡
山
大
学
工
学
部
情
報
系
学
科
で
は
、

高
度
情
報
化
社
会
を
担
う
技
術
者
を
育
成

し
て
い
る
。
同
学
科
を
卒
業
し
、
現
在
、

大
学
院
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
統
合
科
学
研
究

科
（
＊
１
）
博
士
前
期
課
程
１
年
の
林
倖こ

う

生せ
い

さ
ん
は
、
入
学
の
動
機
を
次
の
よ
う
に

話
す
。

　「
高
校
時
代
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
独

学
で
学
び
、
ゲ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
技
術
の
仕
組
み
に
興
味
を

持
ち
、
自
分
も
人
の
役
に
立
つ
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　
１
年
次
は
、
教
養
教
育
科
目
に
加
え
、

広
く
工
学
を
理
解
す
る
た
め
の
全
学
科
共

通
の
専
門
基
礎
科
目
を
学
ぶ
。
２
年
次
の

３
学
期
か
ら
は
選
択
し
た
コ
ー
ス（
＊
２
）

に
基
づ
き
、
学
科
専
門
科
目
を
履
修
。
３

年
次
は
、
よ
り
専
門
的
な
科
目
や
課
題
解

決
型
の
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
林
さ

ん
と
同
じ
研
究
科
で
博
士
前
期
課
程
２
年

の
小
林
誠
さ
ん
は
、
同
大
学
が
学
部
横
断

的
に
設
置
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

特
別
コ
ー
ス
」
も
履
修
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

　「
工
学
を
社
会
で
役
立
て
る
に
は
、
持

続
可
能
性
に
目
を
向
け
、
よ
り
広
い
視

野
で
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
と
と
も

に
、
社
会
貢
献
度
の
高
い
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」（
小
林
さ
ん
）

　　
４
年
次
に
は
研
究
室
に
所
属
し
、
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
と
卒
業
研
究
に
取
り
組
む
。
林

さ
ん
は
、
阿
部
匡ま

さ

伸の
ぶ

教
授
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

セ
ン
ト
リ
ッ
ク
情
報
処
理
研
究
室
に
入
っ

た
。

　「
３
年
次
ま
で
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

や
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
幅
広
く
学

ぶ
う
ち
に
、
情
報
技
術
の
土
台
と
な
る
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
深
め
る
よ
り
も
、
情
報
技

術
を
活
用
す
る
面
で
人
の
役
に
立
つ
研
究

を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」（
林
さ
ん
）

　
同
研
究
室
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

人
間
の
感
情
を
表
現
し
た
音
声
を
出
力
す

る
音
声
信
号
処
理
や
、
人
間
の
行
動
を
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
記
録
す
る
ラ
イ
フ
ロ
グ

な
ど
、
人
間
の
特
徴
を
工
学
的
に
捉
え
、

日
常
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

　
林
さ
ん
が
、
４
年
次
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
重
症
度

を
診
断
す
る
た
め
に
、
イ
ン
ソ
ー
ル
型
圧

力
セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
歩
行
デ
ー
タ
を
分

析
す
る
と
い
う
研
究
だ
（
図
１
）。

　「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
は
、
運
動
障
害

が
出
現
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

医
師
が
患
者
の
歩
行
の
様
子
を
時
間
を
か

け
て
確
認
し
、
重
症
度
を
診
断
で
き
れ
ば

よ
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
医
師
へ
の
負

＊１　工学・医歯薬学・保健学・人文社会学などの専門分野の垣根を超えた学際的な教育・研究を行う。　＊２　同学科には、計算機工学コースと知能ソフトウェアコースがある。
　

高
度
情
報
化
社
会
を
担
う

技
術
者
を
育
成

歩
行
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
重
症
度
を
診
断

大
学
院
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
統
合

科
学
研
究
科
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ

ン
ト
リ
ッ
ク
情
報
処
理
研
究
室

博
士
前
期
課
程
１
年

林 

倖
生
　

は
や
し
・
こ
う
せ
い

大
学
院
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
統
合

科
学
研
究
科
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ

ン
ト
リ
ッ
ク
情
報
処
理
研
究
室

博
士
前
期
課
程
２
年

小
林 

誠

こ
ば
や
し
・
ま
こ
と

山
口
県
立
山
口
高
校
卒
業
。
岡
山
大
学
工
学
部
情
報
系
学

科
卒
業
。

岡
山
県
立
倉
敷
青
陵
高
校
卒
業
。
岡
山
大
学
工
学
部
情
報

系
学
科
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

幅
広
い
工
学
の
知
識
と
技
能
を
生
か
し
、

健
康
や
福
祉
に
役
立
つ
技
術
の
開
発
を
目
指
す

岡
山
大
学
　

工
学
部
　

情
報
系
学
科
　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
情
報
処
理
研
究
室

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

この学びに関する
他の SDGsの目標
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ム
（
図
２
）
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
そ

れ
は
、
感
圧
セ
ン
サ
ー
が
つ
い
た
手
袋
型

の
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
入
力
デ
バ
イ
ス
を
装
着

し
、
太
も
も
な
ど
を
タ
ッ
プ
す
る
と
、
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
音
声
が
出
力
さ
れ
る
仕
組

み
だ
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
発
話
が
困
難
な

人
が
場
所
・
場
面
を
選
ば
ず
に
利
用
で
き

る
利
点
が
あ
り
（
目
標
８
）、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
不
平
等
を
な
く
す

こ
と
（
目
標
10
）
を
目
指
し
て
い
る
。

　「
入
力
デ
バ
イ
ス
の
製
作
に
は
電
気
回

路
の
知
識
が
必
要
で
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

学
ん
で
い
な
か
っ
た
分
野
だ
っ
た
た
め
、

電
気
通
信
系
学
科
の
友
人
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
、回
路
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
」（
小

林
さ
ん
）

　
実
証
実
験
で
は
、
入
力
デ
バ
イ
ス
の
セ

ン
サ
ー
が
小
さ
く
、
反
応
が
悪
い
こ
と
が

あ
る
、コ
ー
ド
が
長
く
、１
人
で
は
装
着
し

に
く
い
と
い
っ
た
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、研
究
室
や
ゼ
ミ
で
の
発
表
で
、

先
輩
か
ら
受
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
、
研
究

を
深
め
る
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
言
う
。

　「
定
期
的
に
実
験
を
行
い
、
入
力
速
度

を
評
価
し
た
ら
ど
う
か
と
助
言
を
も
ら
い

ま
し
た
。
よ
り
速
度
の
速
い
シ
ス
テ
ム
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
実
用
化
に
近

づ
く
は
ず
で
す
。
研
究
成
果
の
見
せ
方
を

よ
り
工
夫
し
ま
す
」（
小
林
さ
ん
）

　
小
林
さ
ん
は
、
大
学
院
修
了
後
は
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
、
情
報
技
術
を

幅
広
い
分
野
で
生
か
せ
る
企
業
に
就
職
予

定
だ
と
言
う
。
林
さ
ん
は
、
大
学
院
で
研

究
を
続
け
、
修
了
後
は
情
報
技
術
を
社
会

貢
献
に
役
立
て
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
私
の
研
究
室
で
は
、
人
間
が
よ
り
心
地
よ

く
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、

医
学
な
ど
、他
の
学
問
と
連
携
し
て
目
標
３

の
達
成
に
貢
献
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　
研
究
で
大
事
な
の
は
、
未
知
の
問
題
に
対

し
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
そ
の
解
決
法
を

見
い
だ
し
、
自
ら
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く

力
で
す
。
そ
う
し
た
力
を
高
め
る
上
で
、
学

生
時
代
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
を
テ
ー
マ
に
し
た
課

題
解
決
型
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
非
常

に
有
効
で
す
。
取
り
組
み
の
過
程
で
、
自
分

は
社
会
で
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
そ
こ

で
気
づ
い
た
自
分
の
存
在
価
値
は
、
研
究
を

深
め
る
上
で
、
重
要
な
指
針
と
な
り
ま
す
。

担
が
大
き
す
ぎ
ま
す
。
そ
こ
で
、
診
断
を

支
援
す
る
ツ
ー
ル
を
開
発
し
て
、
医
療
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
（
目
標
３
）」

（
林
さ
ん
）

　
小
林
さ
ん
も
４
年
次
か
ら
同
研
究
室
に

入
り
、
医
工
連
携
の
取
り
組
み
に
関
心
が

高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
学
院
に
進
学
し

た
。
現
在
は
、
舌
の
摘
出
で
発
話
が
困
難

に
な
っ
た
人
の
た
め
の
会
話
支
援
シ
ス
テ

２
０
２
１
年
４
月
に
新
生
「
工
学
部
」を
設
置

　
本
学
部
は
、
２
０
２
１
年
４
月
に
環
境
理

工
学
部
と
統
合
す
る
予
定
で
す
。
世
界
の
課

題
に
幅
広
く
目
を
向
け
る
た
め
に
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
s
関
連
科
目
」
と
「
数
理
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
科
目
」
を
必
修
と
し
、
広
く
工
学
の

基
礎
を
学
べ
る
の
が
特
徴
で
す
。
そ
し
て
、

「
S
o
c
i
e
t
y
5.
0
」
の
実
現
を
通
し

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を
さ

ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

インソール型圧力センサーによる歩行データの分析図1

歩行中に、足裏にある
下記の 8 つのポイン
トにかかる力の偏りを
計測できるセンサー。
投薬効果の客観的な測
定などへの活用が期待
できる。

感圧センサーを用いた
ウエアラブル入力デバイスの開発

図２

両手の各指に数字を割り当て、指先の連続する
動きから一連の指の動きが示すアルファベット
を推定して言葉に置き換えた上で、音声に変換
する。研究は小林さんを含む研究室の２人で担
当し、小林さんは入力デバイスの開発、もう１
人は指から得られる入力情報を利用して、言葉
や文章を推定する翻訳システムの開発を担当し
ている。

デバイス

指先に感圧センサー

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

不
平
等
を
な
く
す
研
究
を
行
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
達
成
に
貢
献
す
る
人
材
に

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ工

学
部
長
　

岡
山
大
学
工
学
部
情
報

系
学
科
　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ン
ト
リ
ッ
ク

情
報
処
理
研
究
室
教
授

阿
部
匡
伸

あ
べ
・
ま
さ
の
ぶ
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新型コロナウイルスの感染拡大を受け、３月から多くの学校が臨時休業となり、現場の教師は、同僚との対話の
場が十分に得られない状態が続いた。そうした中、本誌の前号で告知した「若手教師・教育創造MTG」の

第1回が４月下旬、オンラインで開催され、次代を担う全国の若手教師16人
（公立高校教師14人、私立高校教師２人）が、関心のあるテーマについて語り合った。

若手教師・教育創造MTGミーティング

第１回オンラインミーティング・リポート

意欲あふれる16人の若手が、
協働的に学びを深める！

　
16
人
の
メ
ン
バ
ー
が
初
め
て
集
っ
た
今

回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
メ

ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
自
己
紹
介
か
ら
始

ま
っ
た
。
臨
時
休
業
が
続
く
中
、
オ
ン
ラ

イ
ン
指
導
の
校
内
研
修
会
を
経
て
授
業
動

画
を
作
成
し
た
り
、
担
任
ク
ラ
ス
の
生
徒

に
電
話
を
か
け
て
様
子
を
聞
い
た
り
す
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
今
で
き
る
こ
と
を
模

索
し
、
取
り
組
む
姿
が
語
ら
れ
た
。

　
今
回
、
メ
ン
バ
ー
は
、「
全
国
の
若
手

教
師
と
話
し
合
っ
て
み
た
い
課
題
」
を
、

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
が
準
備
し
た
チ
ャ
ッ

ト
ツ
ー
ル
で
事
前
に
伝
え
合
い
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
そ
の
内
容
を

踏
ま
え
て
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」「
地
域

と
連
携
し
た
探
究
学
習
」「
進
路
指
導
（
体

制
づ
く
り
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
な

ど
）」
の
３
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
具
体
的
な
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
に
つ
い
て
は
、「
知

識
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
生
徒
に
気
づ
き

の
感
動
や
そ
の
共
有
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
中
で
は
ど
う
す
れ
ば
保
障
で
き
る
か
」

と
い
っ
た
、
臨
時
休
業
下
の
率
直
な
問
題

提
起
が
さ
れ
た
。
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
実
践
を
重
ね
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
大

人
数
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
、
自
分

の
考
え
や
思
い
を
率
直
に
話
し
づ
ら
い
生

徒
も
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
の

中
に
は
、
少
人
数
に
分
け
た
グ
ル
ー
プ
活

動
が
可
能
な
も
の
が
あ
り
、
ま
ず
は
少
人

数
で
意
見
交
換
を
し
て
か
ら
、
全
体
の
活

動
に
移
る
と
、
意
見
を
言
い
や
す
く
な
る

と
思
う
」
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
。

　「
地
域
と
連
携
し
た
探
究
学
習
」
に
つ

い
て
は
、「
調
べ
学
習
で
終
わ
ら
せ
ず
、

そ
の
地
域
で
の
自
分
の
あ
り
方
・
生
き
方

ま
で
探
究
学
習
を
深
め
る
に
は
」「
地
域

の
課
題
に
興
味
が
持
て
ず
、
別
の
テ
ー
マ

で
取
り
組
み
た
い
生
徒
が
い
た
ら
ど
う
対

応
す
る
か
」
な
ど
、
探
究
学
習
の
本
質
に

か
か
わ
る
よ
う
な
課
題
が
共
有
さ
れ
た
。

そ
し
て
、「
進
路
指
導
」
で
は
、「
教
師
の

多
忙
化
が
進
む
中
で
、
進
路
指
導
の
体
系

化
や
、
教
師
、
生
徒
を
巻
き
込
ん
だ
指
導

の
目
線
合
わ
せ
の
難
し
さ
に
悩
ん
で
い

る
」
と
い
っ
た
声
に
対
し
て
、「
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
単
な
る
活
動
の
記
録
箱
と
す

る
の
で
は
な
く
、そ
こ
か
ら
自
分
と
大
学
、

自
分
と
社
会
の
接
点
が
深
ま
っ
た
部
分
を

生
徒
に
抽
出
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
生
徒

の
進
路
観
が
ど
の
よ
う
に
深
ま
っ
た
か
に

つ
い
て
、
教
師
の
指
導
の
目
線
合
わ
せ
が

進
ん
で
い
く
」
と
い
っ
た
、
自
校
の
実
践

を
踏
ま
え
た
助
言
も
見
ら
れ
た
。

ＮＥＸＴリーダーが
オンライン＆オフラインで
集まり、語り合う

ま
ず
は
、
お
互
い
の
課
題
感
や

置
か
れ
て
い
る
状
況
を
知
る
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メ
ン
バ
ー
が
お
互
い
を
知
る
こ
と
が
最

大
の
目
標
だ
っ
た
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
約
２
時
間
の
対
話
の
終

了
時
に
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
先
生
の
話
を

聞
く
こ
と
で
、
興
味
・
関
心
が
広
が
っ
た

気
が
す
る
。
こ
の
場
を
活
用
し
て
多
く
の

こ
と
を
積
極
的
に
学
ん
で
い
き
た
い
」「
全

国
の
先
生
方
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
情
報
共
有

が
で
き
る
の
は
、
予
測
不
可
能
な
状
況
が

続
く
今
、大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
上
が
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
と

並
行
し
て
、
メ
ン
バ
ー
が
自
由
に
交
流
で

き
る
場
と
し
て
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
が
準

備
し
た
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
上
に
早
速
、
多

く
の
メ
ン
バ
ー
が
関
心
を
寄
せ
る
「
授
業

実
践
」「
探
究
学
習
」「
進
路
指
導
」
の
３

つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
設
け
ら
れ
、
自
校
の

取
り
組
み
の
紹
介
や
指
導
ツ
ー
ル
の
共
有

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
上
の
仮
想
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
活
用
し

た
授
業
実
践
に
関
す
る
課
題
の
洗
い
出
し

（
写
真
下
）
や
、
探
究
学
習
に
関
す
る
メ

ン
バ
ー
主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
話
な
ど
、

主
体
的
な
活
動
が
続
い
て
い
る
。

　
第
２
回
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
メ
ン
バ
ー
共
通
の
課
題
や
具
体
的
な

方
策
に
つ
い
て
、
よ
り
深
め
て
い
く
予
定

だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
の
情
報
交
換
や

自
主
的
な
対
話
が
始
ま
る

メンバー主催の
自主的なオンライン対話で出された

探究学習の課題 

高校生向けのオンライン探究教材プラット
フォームの作成

探究学習における教師のチーム化（どのように
ほかの教師を巻き込むか）

探究学習の評価（ルーブリックの作成、キャリ
ア・パスポートの活用、外部評価導入）

SDGsと生徒の興味・関心の接続

臨時休業時に実践可能な探究活動のアイデア

探究学習における地域人材活用（地域との関
係づくり）

生徒の探究学習を深める教師のかかわり方

写真上／全国の16人の若手教師と
VIEW21 編集部による第 1回ミー
ティングは、オンライン会議ツール
を使って開催された。
写真下／ミーティング終了後、メン
バーが授業実践に関する課題をオ
ンライン上でブレーンストーミン
グしたもの。
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　ベ
ネ
ッ
セ
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
新

学
習
指
導
要
領
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
資

質
・
能
力
の
育
成
と
評
価
に
つ
い
て
、
教

育
現
場
で
の
取
り
組
み
状
況
と
先
生
方
が

抱
え
て
い
る
課
題
感
を
調
査
し
た
（
図
１

参
照
）。
育
て
た
い
生
徒
像
や
資
質
・
能

力
の
設
定
・
検
討
準
備
は
進
ん
で
い
る
一

方
、「
学
び
に
向
か
う
力
の
育
成
と
評
価
」

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
評
価
す

る
た
め
の
問
題
作
成
」
の
課
題
感
は
高
い

ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
後
、

指
導
要
録
に
お
い
て
観
点
別
学
習
状
況
の

評
価
の
記
載
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」「
学

び
に
向
か
う
力
」
を
組
織
的
に
育
成
・
評

価
す
る
取
り
組
み
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
る

中
、
育
て
た
い
資
質
・
能
力
を
、
各
教
科

の
特
性
を
踏
ま
え
、
学
校
全
体
で
ど
の
よ

う
に
指
導
・
評
価
し
て
い
く
の
か
。

　今
回
は
、
自
校
で
育
て
た
い
資
質
・
能

力
を
踏
ま
え
、
各
教
科
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
定
義
を
策

定
し
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
を
含
め
た
多
面

的
評
価
に
学
校
全
体
で
取
り
組
む
広
島
県

立
呉く

れ

三み

津つ

田た

高
校
を
紹
介
す
る
。

出典／2020 年３月実施　ベネッセ教育情報センター「学校の教育・入試改革への対応状況と意識調査」

テーマ

資質・能力の育成に向けた、
ペーパーテスト改善と多面的評価

資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
を

育
成
・
評
価
す
る
た
め
に

は
じ
め
に

新課程に向けての課題感と取り組み状況図１

新学習指導要領の実施に向けた準備が本格化する中、学校現場は様々な課題に直

面することが予測される。本コーナーでは、実践事例や有識者インタビューなど

を通じて、現場の疑問や課題を解決し、自校の実践につなげる情報を提供する。

新課程に向けての課題感 新課程に向けての取り組み状況

年度 特に課題に
感じる

課題に
感じる

あまり課題
に感じない 課題はない 組織的な

取り組み
多くの先生
の取り組み

ごく一部の
先生の
取り組み

未着手 不明

自校で育てたい
資質・能力の設定

2018 27% 49% 19% 5% 30% 14% 30% 23% 4%

2019 20% 48% 26% 6% 39% 11% 26% 19% 6%

2020 17% 51% 25% 6% 48% 16% 24% 9% 3%

カリキュラム・マネジメント
の視点による指導計画・単
元計画

2018 28% 55% 15% 2% 23% 13% 39% 23% 3%

2019 21% 57% 19% 2% 27% 13% 34% 21% 6%

2020 19% 56% 23% 2% 30% 16% 33% 15% 5%

「高校生のための学びの基
礎診断」などの外部アセス
メントを活用した指導改善

2018 19% 58% 22% 2% 11% 20% 41% 21% 6%

2019 11% 48% 36% 6% 25% 10% 28% 32% 5%

2020 8% 43% 43% 7% 31% 14% 26% 25% 5%

思考力・判断力・表現力を
評価するための問題作成

2018 30% 56% 13% 1% 10% 19% 47% 19% 4%

2019 29% 59% 12% 1% 13% 26% 49% 9% 3%

2020 23% 59% 16% 1% 14% 33% 43% 6% 3%

学びに向かう力の育成と評
価

2018 25% 59% 15% 1% 11% 22% 39% 22% 6%

2019 25% 59% 15% 1% 13% 21% 44% 17% 6%

2020 25% 59% 14% 1% 14% 27% 39% 13% 6%

多様な活動履歴の蓄積
（ポートフォリオの活用）

2018 45% 42% 11% 2% 18% 8% 28% 44% 2%

2019 31% 51% 17% 2% 40% 14% 36% 10% 1%

2020 13% 53% 30% 4% 44% 19% 26% 10% 2%

各教科の観点別学習状況
の評価の導入・実践

2018

2019

2020 14% 49% 33% 4% 26% 17% 26% 23% 7%
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岡お
か

嵜さ
き

先
生
　
思
考
力
の
育
成
は
生
徒
の
進

路
実
現
を
支
援
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と

い
う
認
識
の
下
、
全
校
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
12
年
度
か
ら
思
考
力
を
測
る
問
題

を
定
期
考
査
に
入
れ
て
い
ま
す
。
本
校
の

生
徒
に
必
要
な
思
考
力
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ま
ず
は

各
教
科
で
、「
本
校
の
生
徒
が
頭
を
ひ
ね

る
問
題
を
作
っ
て
み
よ
う
」
と
、
作
問
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
に

作
っ
た
問
題
を
基
に
、「
こ
の
問
題
で
は

ど
ん
な
力
を
測
れ
る
の
だ
ろ
う
」
と
、
さ

ら
に
教
科
団
で
議
論
し
ま
し
た
。
そ
う
し

て
２
年
か
け
て
、
各
教
科
で
思
考
力
の
定

実践事例
定
期
考
査
で
思
考
力
を
測
る
問
題
を
出
す
こ
と
で
、

日
々
の
授
業
が
変
わ
り
、
思
考
力
の
育
成
が
共
通
認
識
と
な
る

A1

義
を
固
め
て
い
き
ま
し
た
。

大
林
校
長
　
本
校
は
以
前
か
ら
、
実
技
教

科
を
含
む
全
教
科
の
定
期
考
査
で
論
述
問

題
を
出
す
の
が
通
例
で
あ
る
な
ど
、
身
に

つ
け
た
知
識
を
断
片
化
し
た
ま
ま
生
徒
の

中
に
と
ど
め
て
お
い
て
は
い
け
な
い
と
い

う
共
通
理
解
が
教
員
間
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
思
考
力
の
育
成
に
学
校
全
体

と
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

定
義
し
た
思
考
力
を
測
れ
る
よ
う
に
、
定

期
考
査
を
変
え
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

定
期
考
査
を
変
え
れ
ば
、
先
生
方
の
日
々

の
授
業
も
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
各

教
科
の
思
考
力
の
定
義
が
、
生
徒
の
状
況

を
踏
ま
え
て
、
毎
年
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ

る
ほ
ど
、
思
考
力
の
育
成
が
全
教
科
団
に

浸
透
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

主
幹
教
諭

岡
嵜
友
一
　

お
か
さ
き
・
と
も
か
ず

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

15
年
目
。
英
語
科
。

校
長大林

秀
則
　

お
お
ば
や
し
・
ひ
で
の
り

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

教
務
主
任

川
本
啓
正
　

か
わ
も
と
・
よ
し
ま
さ

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
地
歴
公
民
科
。

広
島
県
立
呉
三
津
田
高
校

◎
「
質
実
剛
健
」
を
校
訓
と
し
、
地
域
、
日
本
、

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
い
る
。
特
に
課
題
発
見
・
解
決
型
学
習
に
力
を

入
れ
、「
実
践
力
」
を
育
む
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
０
６
（
明
治
39
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、筑
波
大
、京
都
大
、大
阪
大
、神
戸
大
、

広
島
大
、
九
州
大
な
ど
に
１
２
２
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、

立
命
館
大
な
ど
に
４
５
６
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　h
ttp

://w
w

w
.k

u
re

m
itsu

ta
-h

.
hiroshim

a-c.ed.jp

※教科等により割合に差はあるが、このような構成例を基準としている。
＊学校提供資料を基に編集部で作成。

思考力・判断力・表
現力を測る問題の
10% は、正解が1
つではない問題と
し、段階別目標準
拠型評価を行う

知識・技能

50 %

思考力・判断力
・表現力

50 %

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
改
善
で
、

思
考
力
を
問
い
、
学
び
を
促
す
授
業
へ

広
島
県
立
呉
三
津
田
高
校

一
部
の
教
師
の
取
り
組
み
に
な
り
が
ち
な
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
を

ど
の
よ
う
に
学
校
全
体
に
広
げ
た
の
か
？

広
島
県
立
呉
三
津
田
高
校
で
は
、
２
０
１
２
年
度
よ
り
、
生
徒
の
思
考
力
を
育
成
す
る
た

め
に
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
改
善
を
進
め
て
い
る
。
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
を
基
に
、
各
教
科
で
思
考
力
を
定
義
。
そ
の
上
で
、
現
在
、
定
期
考
査
で
は
、
思
考
力

を
測
る
問
題
を
必
ず
１
題
は
出
題
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
図
２
）。
同
校
の
ペ
ー
パ
ー
テ

ス
ト
改
善
と
そ
の
先
に
あ
る
授
業
改
善
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

Q1

呉三津田高校の定期考査の構成（例）図２
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『VIEW21 』高校版４月号にてご案内いたしました Web セミナー「生徒の前向きな学びを引き出す指導デザイン」は
2020 年７月３日開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大を受け、実施を延期する運びとなりました。
詳細が決まり次第、『ハイスクールオンライン』の「入試改革／新課程ページ」にてお知らせいたします。

お知らせ

川
本
先
生
　本
校
に
赴
任
し
た
当
初
は
、

思
考
力
を
測
る
問
題
を
作
成
す
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
。
教
科
書
の
内
容
を
論
述
さ

せ
る
問
題
で
あ
れ
ば
す
ぐ
に
作
成
で
き
る

の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
知
識
を
問
う
て
い

る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
断
片
的
な
知
識
を
体

系
化
し
て
答
え
る
問
題
が
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
教
科
団
の
先
生
方
と
の
話
し
合
い

を
通
し
て
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

岡お
か

嵜さ
き

先
生
　本
校
の
サ
ー
バ
ー
に
は
、
過

去
の
定
期
考
査
の
問
題
が
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
先
生
方
は
過
去
の
問
題
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
思
考
力
を
測
る
問
題
を

練
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
各
教
科

会
で
お
互
い
が
作
っ
て
い
る
問
題
を
共
有

し
な
が
ら
、
教
科
団
と
し
て
絶
え
ず
作
問

力
を
高
め
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

大
林
校
長

　本
校
で
は
、
定
期
考
査
の
後

で
、各
教
科
か
ら
思
考
力
を
測
る
「
良
問
」

を
１
問
選
び
、
教
科
を
超
え
て
共
有
し
て

い
ま
す
。「
思
考
力
の
育
成
」を
切
り
口
に
、

す
べ
て
の
教
師
が
お
互
い
の
学
力
観
を
知

り
、
ま
た
、
良
問
を
作
る
同
僚
を
尊
敬
し

合
う
こ
と
が
で
き
る
、
素
晴
ら
し
い
場
だ

と
思
い
ま
す
。

川
本
先
生
　思
考
力
を
測
る
問
題
が
作
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
、
思
考
力
を
育

成
す
る
授
業
が
で
き
る
こ
と
は
一
体
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
本
校
の
授
業
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
生
徒
に
「
学
習
の
ね
ら
い

に
沿
っ
て
、
授
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
思

考
力
を
発
揮
す
る
場
面
が
あ
る
か
」「
こ

の
授
業
は
、
も
っ
と
学
習
し
た
く
な
る
よ

う
、
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
湧
か
せ
て
く

れ
る
と
思
う
か
」
を
聞
き
ま
す
。
生
徒
の

授
業
の
捉
え
方
、
教
師
の
授
業
の
つ
く
り

方
も
、
当
然
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
私
も
世

界
史
の
授
業
で
使
用
す
る
プ
リ
ン
ト
の
中

に
、「
こ
の
出
来
事
は
Ａ
国
の
立
場
か
ら

ど
う
評
価
す
る
か
」
な
ど
、
思
考
を
深
め

る
問
い
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

教
科
、
さ
ら
に
学
校
全
体
で
「
良
問
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

生
徒
が
思
考
力
を
発
揮
す
る
場
面
を
日
々
の
授
業
に
つ
く
る

A2

＊学校提供資料を基に編集部で作成。

思
考
力
を
測
る
問
題
を
作
問
す
る
力
を

ど
の
よ
う
に
し
て
高
め
て
い
く
か
？

Q2

地理歴史科・地理Bにおける思考力を測る問題（２学年２学期中間考査）図３

社会的事象の持つ意味や事象間の関係性などについて，
相対化した知識や概念，資料を根拠に多角的・論理的に説明する力

 
なぜボツワナでは経済の多角化が進まないのか

 
　地理好きの裕樹くんはいつも暇があれば，『地理統計』
を読んでいます。巻末のボツワナの欄を読んでいると，
政治・経済の項目に，「畜産主体の農業国だったが，ダイ
ヤモンドの採掘により経済が発展した。輸出品はダイヤ
モンド，銅，ニッケル等。現在経済の多角化を進めている。」
と書いてありました。これを読んでボツワナに関心を持っ
た裕樹くんは，ボツワナの貿易品を調べてみました。調
べた結果，輸出品の 81.8%（2015 年）がダイヤモンド
であることがわかりました。その事実を知った裕樹くん
が，あなたのところにやって来てこう言いました。
　「なぜボツワナって経済の多角化を進めているのに，モ
ノカルチャー経済から脱出できていないの？」
　次の資料を活用し，裕樹くんの質問に答えなさい。

 

4 途上国が経済の多角化を進める方法として，外国資本の導入があることに気付き，それが進まない３つの要因について，提示された資料のすべてを用いて論
理的に述べている。

3 途上国が経済の多角化を進める方法としての外国資本の導入について言及していない，または海外資本の導入が進まない要因を２つしか述べられていない。

2 途上国が経済の多角化を進める方法としての外国資本の導入について言及せず，海外資本の導入が進まない要因を２つしか述べていない。または，途上国
が経済の多角化を進める方法としての外国資本の導入について言及しているが，海外資本の導入が進まない要因を１つしか述べていない。

1 途上国が経済の多角化を進める方法としての外国資本の導入について言及せず，海外資本の導入が進まない要因を１つしか述べていない。または，途上国が
経済の多角化を進める方法としての外国資本の導入について言及しているが，海外資本の導入が進まない要因が述べられていない。

0 無答もしくは誤答

発展途上国の中には工業化を進めるため，輸出加工区などを設置して「輸出指向型工業」を
進めているところがある。工業化の進む中国やタイなどはその例である。

アフリカにおける 1人当たり GNI（国民総
所得）ランキング（ドル）（2015 年）
　１　セーシェル（14,760）
　２　モーリシャス（9,610）
　３　ガボン（9,210）
　４　ボツワナ（6,510）
　５　南アフリカ共和国（6,050）

アフリカのおもな国の人口（万人）（2015年）
　☆　エジプト　　　…　8,895
　☆　ガーナ　　　　…　2,767
　☆　ケニア　　　　…　4,550
　☆　ボツワナ　　　…　219
　☆　ナイジェリア　…　16,472

思考力の定義

授業における言語活動例（キークエスチョン）

問題

採点基準

獲得した知識を、時代や地域
を超えて相対化させる見方・
考え方を問う探究的な問題

ボツワナ
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『ハイスクールオンライン』トップページ＞入試改革／新課程 からアクセス

川
本
先
生
　各
教
科
の
シ
ラ
バ
ス
に
は
４

観
点
の
評
価
の
割
合
や
方
法
を
明
記
し
、

思
考
力
を
始
め
と
す
る
資
質
・
能
力
に
関

す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
シ
ラ
バ
ス
と
と
も

に
生
徒
に
配
布
し
て
、
授
業
の
振
り
返
り

な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
振

り
返
り
を
分
析
し
、
問
い
を
立
て
る
力
に

課
題
意
識
を
持
っ
た
先
生
が
、
高
次
な
問

い
を
立
て
る
力
を
育
む
よ
う
に
授
業
展
開

を
改
善
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

岡お
か

嵜さ
き

先
生
　シ
ラ
バ
ス
で
示
し
て
い
る

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
定
期
考
査
の
評
価
基

準
に
も
生
か
さ
れ
ま
す
。
定
期
考
査
の
前

に
は
、
思
考
力
を
測
る
問
題
に
つ
い
て
評

価
基
準
を
作
成
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
授
業

で
の
理
解
度
な
ど
も
踏
ま
え
て
教
科
団
で

す
り
合
わ
せ
を
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
答

案
を
実
際
に
採
点
す
る
中
で
は
、
評
価
基

準
を
見
直
し
、
採
点
を
し
直
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
大
学
入
試
に
鑑
み

る
と
、
生
徒
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
本
先
生
　定
期
考
査
の
返
却
時
の
生
徒

へ
の
声
か
け
も
変
わ
り
ま
し
た
。「
教
科

書
で
は
別
の
ペ
ー
ジ
に
載
る
事
象
の
つ
な

が
り
を
定
期
考
査
で
問
う
た
よ
う
に
、
今

後
の
授
業
で
も
知
識
の
体
系
化
を
意
識
し

て
学
ん
で
ほ
し
い
」
な
ど
と
、
生
徒
に
学

び
方
に
つ
い
て
語
り
か
け
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
教
師
・
生
徒
が
共
有
し
、

思
考
力
を
育
む
「
学
び
方
」
を
生
徒
に
語
り
か
け
る

A3

＊学校提供資料を基に編集部で作成。

思
考
力
の
評
価
の
基
準
は
ど
の
よ
う
に
策
定
し
、

生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
か
？

Q3

6月下旬
リリース予定

理科・生物における思考力を測る問題（３学年２学期中間考査）図４

 
自走できる学びを目指し，既知の科学的原理・法則を十分に活用するとともに，
仲間と協働して未知の科学現象に果敢に挑む力

 
『種』の定義に基づき，かつ種分化の過程（進化の過程）を考慮に入れて
類似した２つの生き物が別種であることを証明してみよう

 
　系統分類の考え方では祖先から受け継がれてきた原始形質と種分化によって新たに生まれた派生形質とを区別して考え
る。派生形質の共通性と相違性を整理することで系統分類が行われる。新たな派生形質が遺伝的に固定されたものであれ
ばその形質を持つ生物は新種の可能性が高まる。
　また，「種」とは「共通した形態的・生理的な特徴を持つ個体の集まりで，同種内では自然状態での交配が可能であり
生殖能力を持つ子孫を作ることができる。」と定義されている。
　さらに「ハーディ・ワインベルグ」の法則が適用できるメンデル集団では代を重ねても遺伝子頻度は変化せず進化が起
こらないことが知られている。
　黒蜜田高校の生物部の行信君は学校の近くを流れる六合川で採集したアシハラガニの中に少し変わったカニ（Ｘ）が混
じっていることを発見した。ネットや図鑑で検索したところ，どこにも該当する種類は見つからなかった。

（問）このカニＸがアシハラガニから種分化によって生まれた別種であることを証明するための具体的な手立てについて
リード文を参考にして３つ挙げるとともに，どのような結果になれば別種と判断できるかその根拠を簡潔に記述せよ。

 
■手立てについて（3点）

配点 １点 ２点 ３点

採点基準
形態的視点，生態的視点，遺伝的視
点の３つのうち１つを解答している

形態的視点，生態的視点，遺伝的視
点の３つのうち 2つを解答している

形態的視点，生態的視点，遺伝的視
点の３つのうち 3つを解答している

■根拠について（３つの手立てに対応して根拠となる事項が解答されている。）

配点 １点 ２点 ３点

採点基準
形態的視点，生態的視点，遺伝的視
点の３つのうち１つを解答している

形態的視点，生態的視点，遺伝的視
点の３つのうち 2つを解答している

形態的視点，生態的視点，遺伝的視
点の３つのうち 3つを解答している

よ
り
詳
し
い
内
容
は
、

『
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
』
で
お
届
け
し
ま
す
！

広
島
県
立
呉
三
津
田
高
校
の
思
考
力
を
測
る
問
題
、
採
点
基
準
等
を
掲
載

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
・
髙
木
展
郎
先
生
に
よ
る
「
新
課
程
の
意
味
・
全
体
像
が
分
か
る
！
」

カ
リ
マ
ネ
・
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
・
指
導
計
画
・
学
習
評
価
の
実
践
ポ
イ
ン
ト
満
載

思考力の定義

授業における言語活動例（キークエスチョン）

問題

採点基準

研究場面を想定し、様々な
手法でアプローチする科学
的な見方・考え方を問う探
究的な問題

 June 202051
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Reader ’s  VIEW　

自分自身の行動を考える参考になった
　最近、生徒の意思決定力が乏しいと感じる。他者の指

示に従うことしかしない生徒を見ていると、自分のことを

もっとよく考えてほしいと思う。自己のあり方や生き方を

考えることは、そういうことにつながるのではないか。学

校再開後に向けて、自分が取り組むべきことをいろいろ考

えていたが、4 月号の特集はそんな自分に大いに参考にな

る内容だった。　  静岡県・私立沼津中央高校　後藤松太郎

対話こそが、自分らしさに気づく方法
　4 月号の特集に掲載された慶應義塾大学の前野隆司

教授の記事は、Well-being という視点、幸せの 4 つの

因子、対話の重視等、大いに共感できる内容だった。「あ

なたらしく」生きることは、ぜひ生徒に伝えたい内容だが、

一人ひとりが「あなたらしく」あることはまだ難しい世の

中なのではないかと感じる。また、「あなたらしく」を求

めることは、理想の自分ばかりを追い求める自分探しに

陥る可能性もある。そこで重要なのが、対話だ。自分で

考えた「あなたらしさ」ではなく、他者のフィルターを通

した「あなたらしさ」に気づくことができるだろう。これ

からの社会を生きていく生徒には、Well-being の視点

が重要であり、その視点から学校教育を見直す必要が

あると考える。 　　　   千葉県立銚子商業高校　田中三郎

自分事にするワークシートの工夫に感服
　4 月号の「改良！　指導ツール ビフォーアフター」で

は、「自分事にしよう」の視点が大変参考になった。こ

れまで、進路学習では、勤務校の生徒の実態に応じて

アレンジしたワークシートに取り組ませ、クラスで発表・

共有していたが、どうしても生徒に書かせることが中心

になりがちだった。その点を改善できそうだ。

栃木県立真岡工業高校　半田高史

高校生が SDGsに取り組む意義が分かった
　探究学習に SDGs を取り入れている高校が増えてい

る。しかし、目標達成に向けては、国や自治体、企業

でさえも、かなりの時間と労力、努力、協力が必要と

される。それなのに、なぜ、高校生が取り組むべき課

題なのかを説明するのは難しいと感じていた。その疑

問に答えてくれたのが、4 月号の新連載「SDGs の視点

で見る大学の学び」だった。SDGs の背景や特徴、そ

の意義が端的に説明されており、すぐに学校で活用で

きる内容だった。 　　　　　　　　 富山県　匿名希望

若手教師の意見を取り上げる新コーナーに期待
　6 月号から始まる「若手教師・教育創造 MTG」に、

大いに期待している。これまでの教育のあり方では、時

代の流れに乗り遅れてしまうと感じていたが、若手教師

の意見を大々的に取り上げることは、教育改革への第一

歩になるだろう。若手教師からの「新しい風」は、これ

からの学校教育に生かされていくべきだと信じている。

島根県　匿名希望

2020 年4月号へのご意見

次号は８月20日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6 回の発行です

高校版 2020 　 月号8

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版は 2020 年４月号から電子ブッ
クでご覧いただけるようになりました。ベネッセ
教育総合研究所のウェブサイトでご確認ください。
HOME→教育情報→高校向け→情報誌最新号

『VIEW21』高校版が
電子ブックに
なりました！

　新型コロナ禍は、私の日常にも変化をもたらしました。東京にあるオフィ
スへの通勤電車では、３月から徐々に利用客が減り、オフィスの最寄り駅に
はサーモグラフィ―が登場（写真）。試しに測ってみると、虹色の怪しい人物
が映っていました。４月からは完全在宅勤務となり、通勤がない代わりに運
動不足に陥り、少々肥満気味です。オンライン会議が日常になり、取材もオ
ンラインが基本になりました。先生方からオンライン授業の導入状況や苦労
をお聞きし、大変な現状を認識しました。５月末に緊急事態宣言が解除となっ
て改めて先のことを考えると、これが教育スタイルの変化の節目になったと
振り返る日がいずれ来るのだと理解しました。だからこそ、今、最新の情報
をお届けしなくてはと、改めて身が引き締まる思いです。（広瀬）

VIEW21　最新号 検索
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任校では、５年〜 10 年先を見据えた学校の

あり方を検討し、「学び直し」を軸にした教育

活動全体の再構築を全校体制で取り組みました。「総

合的な学習の時間」の内容の整理と学校行事の精選

を進めながら、学び直しを目的とした学校設定科目

を教育課程に位置づけ、教科や分掌を超えたチーム・

ティーチングで国語・数学・英語の授業を実施する

ことになり、私は「学び直し」のプロジェクトリーダー

を務めることになりました。

　最初のうちは「その教科を専門とする教師が担当

した方がよいのではないか」といった意見も多く聞

こえてきましたが、私は「2 年目になれば先生方も

慣れ、納得されるだろう」と考えていました。しかし、

翌年度になってもそうした声は収まりませんでした。

次第に私は、「簡単な内容なのに、どうして教えられ

ないと言うのだろう」と、苛立ちを覚えるようにな

りました。そうした折、管理職との会議中に、校長

からかけられた言葉が「誰もができる仕組みを
作ることが仕事ですよ。徳橋先生がこの学校を

去った後のことも考えてくださいね」でした。

　「学び直し」は中長期的な取り組みだと捉えていま

したから、校内の多くの教師を巻き込む必要性は感

じていました。しかし、現実にはそれができていな

いこと、共感を得ないまま続けてもうまくいかなく

なることに、校長の言葉で気づかされたのです。

　プロジェクトチームは、先生方が各々の専門で頑

張っていることに尊敬の念を持ち、その上でそれぞ

れの異論や疑問に真摯に向き合い始めました。併せ

て、チーム・ティーチングでの役割分担なども、よ

り具体的に示し、先生方の不安の払拭に努めました。

生方に助言する立場になってからは、「働きや

すい環境」はどうすればできるのかを、それ

まで以上に考えるようになりました。私たち教師は、

日々愚直に、そして懸命に生徒に向き合っています。

だからこそ、教師同士でお互いの頑張っている部分

を認め合うことが大切なのです。そうして、学校と

いう場で私たち教師も人生の喜びに満たされた時、

教育活動の改善にも全員で取り組めるようになるは

ずだと、私は経験を通して確信を持ちました。

　一方で、全員の力で成し遂げることにこだわりす

ぎると、改革のスピード感が失われてしまうことも

あるでしょう。誰もができる仕組みづくりを目指し

ながら、時には新しい取り組みなどは先生方の個々

の力に頼ることで、最大限の効果を生み出していく

べき場面もあるはずです。できる人ができる時にま

ずは率先して耕しながら、少しずつ周囲を巻き込ん

でいくことが大切だと思います。

長を始めとして管理職は多くの場合、２、３

年で異動しますし、マネジメントに必要なメ

ンバーの特性把握にはどうしても時間がかかります。

現実には、ミドルリーダーと呼ばれる世代の教師が、

校内の教師の強みや個性を把握して、この分野はこ

の先生を中心に……などと判断して進めていく方が、

スピードも効率もアップします。「GO を出すのは校

長。動かすのは自分」。そう強く自覚することも、私

たちミドルリーダー世代には必要だと思っています。

No. 0 20
北海道札幌北陵高校

徳橋孝之先生
とくはし・たかゆき

◎教職歴 18 年。同校に赴任して１年目。主幹
教諭。北海道高等学校教育研究会英語部会 
運営委員、英語教育推進リーダー研修講師
を務めるなど、北海道の中堅教師の指導力
向上において、重要な役割を果たしている。

北海道札幌北陵高校　全日制／普通科／共学／１学年約 280 人／ 2020 年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、小樽商科大、
北海道大、弘前大、岩手大などに 90 人が合格。私立大は、北海学園大、中央大、同志社大などに延べ 343 人が合格。

前

校

先

柏木　今号の表紙を飾る素敵な絵を描いてくださって、あ
りがとうございました！　今回は、何かの教科・科目のオ

ンライン授業の様子を絵にしてくださったんですよね。

白木　はい、書道のオンライン授業の様子を描きました。
「芸術とは何か」について、先生の話を聞き、みんなで考

えているシーンです。芸術作品は、できあがった瞬間には

値段は決まっていなくて、見る人の評価によって値段が定

まっていきます。でも、それは芸術作品だけのことではな

く、店で売られている商品も、デザインなどの芸術の要素

によって価値が変わります。授業では、そういったことを

学びました。自宅でリラックスした状態で授業に参加した

からか、先生の問いかけにも、いつも以上に自由な発想で

答えられました。

柏木　芸術作品の経済的な価値がどのように定まっていく
のかをオンラインでみんなで考えるなんて、書道の授業に

これまで以上に興味が湧きました。

白木　書道の授業のシーンを描こうと思ったのは、表現活
動についての僕の考え方そのものに影響を与えた授業だっ

たからです。縄文土器の文様は、当時の人々が世界観を共

有するために施したものだという考えがあるそうですが、

自分の思いを他者に伝えたいという人間としての根源的な

衝動が、あらゆる表現活動の源なのだと、今回絵にした書

道の授業を通して考えるようになったんです。

柏木　白木さんの今のお話を聞いて、他者に思いを伝えた
いという根源的な衝動は、ＡＩが発達する社会でこそ、よ

り価値を持つようになるかもしれないと思いました。

白木　僕もそう思います。そして、他者に思いを伝えたり、
思いを実現するために行動したりする場としての役割が、

これからの学校にはますます求められるのだと思います。

ただ、絵に関して言えば、僕は知識をもっと身につけたい

です。感性ももちろん大切だけれど、色彩や筆圧などの知

識がまだまだ不足していると、描き終わった時に実感しま

した。描いている時はただただ楽しんでいましたが……。

柏木　好きなことを思い切り楽しんだ後に、これからの自
分についての気づきを得たというわけですね。

白木　気づいたことはもう 1つあります。絵を描きながら、
僕はいろいろな人に助けられてここまで来たのだというこ

とを、はっきりと自覚したんです。だから、卒業式の日まで、

後悔のないように、しっかり勉強したいと思っています。

柏木　表現活動を通して自分自身を見つめるという、素敵
な経験をされたんですね。素晴らしい絵、そして素晴らし

いお話を、本当にありがとうございました！

熱中して描いたから気がついた、
僕と学校にこれから必要なこと福岡県立須恵高校

３年生

白
し ら

木
き

束
つ か さ

幸さん

VIEW21 編集部
統括責任者

柏木 崇

表 紙制作者

聞き手

白木さんが制作した別作品（下）
には、校舎に装飾された校章が
背景に。「普段目にしている場
所なのに、今回改めてとても印
象的な場所だと感じ、絵にした
いと思いました」（白木さん）

高 校 生 と の 対 話 で 描 く

白木さんが通う福岡県立須恵高校の取り組みを、今号の特集
（P.16～19）で紹介しています。
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express
ウェブサイトに新コーナーリリース！

変化が激しく、将来の予測が困難
な社会において必要な教育とは、
そしてそれを実現するための手立
てとは――これからの時代、教育
にかかわる人の多くが考え続ける
問いだと思います。その答えは１
つではなく、それ自体変化してい
くものだからこそ、タイムリーな
情報提供が必要であると考えまし
た。本コーナーでは、最新の教育
現場の状況や取り組み、今求めら
れている情報、現場の教師や識者
のオピニオンなどを、『express
（＝速達）』でお伝えします。

＞ベネッセ教育総合研究所 ＞VIEW21 express

VIEW21 express 検索

掲載コンテンツ（予定）

◎シリーズ・みんなで語り合い、考える
　「これからの学校」　　　　　　　▶▶▶

◎ 「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う
　学校指導への影響に関するアンケート」
　結果レポート

◎「これからの探究学習～臨時休業を
　経験して再認識したその重要性～（仮）」
　（＊）
＊『VIEW21 express』に掲載する本記事を１冊にまと
め、『VIEW21』高校版の臨時増刊号として、『VIEW21』
高校版 8月号と同送する予定です。
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新課程に向けて描く「学校教育デザイン」

群馬県立桐生高校
人気記事を Playback／追跡！　授業のその後
実践　アクティブ・ラーニング

日本史　福岡県立ありあけ新世高校　前川修一

指導変革の軌跡

宮城県気仙沼高校
NEXTリーダーがオンライン＆オフラインで
集まり、語り合う

若手教師・教育創造MTG

き りゅう

新連載

月

先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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今号から高校生の絵が
表紙を飾ります
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